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報
広
島
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
：
…
…
…
•
•
一

広
島
市
道
路
交
通
取
締
条
例
の
一
部
改
正
：
・
…
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

――
 

広
島
市
公
安
委
員
会
の
行
う
許
可
等
手
数
料
徴
牧
条
例
の

,
．
一
部
改
正
：
…
…
…
…
…
…
．．．．．．．．． …………………••………••—— 

ゴ
J

............................... -— 

廿
広
島
市
逃
湾
施
設
使
用
条
例
：
．．．．．．．．．． 

競
馬
法
一
部
改
正
に
よ
る
払
戻
金
算
出
条
例
等
を
廃
止
す

．
る
条
例
：
．．．．．．．．．．．．．．． 
：
 ．．．．．．．．．．．．． 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
•
一
―
-

社
会
保
険
広
島
市
民
病
院
条
例
の
一
部
改
正
：
・
・
:
・
:
．．．．．．．．．．．．．．． 
g
 

島

広
島
市
舟
入
病
院
条
例
の
一
部
改
正
・
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
・
・
:
,
... 
g
 

＼

l
-

広
島
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正
・
・
・
・
・
…
…
…
…
•
•
•
…

....... 
B
 

広
島
市
立
浅
野
図
沓
館
設
泄
条
例
の
一
部
改
正
：
…
…
•
•
•
…
…
…
•
•
四
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◎

規

則

広
島
市
中
小
企
莱
設
備
近
代
化
紬
森
蹄
問
委
負
会
規
則
：
．．．．．．．．．． 
B
 

広
島
市
迷
湾
施
設
使
用
条
例
施
行
規
則
•
…
…
…
…
…
…
…

........ 
H
 

広
島
市
競
馬
事
務
局
規
程
等
を
廃
止
す
る
規
則
·
:
·
…
…
…
•
,

．．．．．． 
七

広
島
市
電
鉄
問
題
対
策
委
員
会
規
則
·
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
九

広
島
市
民
生
委
負
事
務
所
設
骰
規
程
の
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
•
•
九

広
島
市
保
液
院
管
理
規
則
の
一
部
改
正
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
九

広
島
市
乳
児
院
管
理
規
則
の
一
部
改
正
：
．．．．．．．．．．．．． 
：
 ．．．．．．．．．．．．． 

九

広
島
市
産
院
管
理
規
則
の
一
部
改
正
：
·
’
…
…
•
…
…
…
…
…
•
,

．．．．． 
-
0
 

広
島
市
保
旋
院
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一

部改正・・・・・・・・・・・・・・・・・・'…,
.............. ,
…
…
…
…
…
…
…
…
…

'IO 

広
島
市
乳
妃
院
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一
、

部
改
正
・ ◎

条

【
目

例

次
】
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③③③R③ 2③ 
写主―--a.::::.
四二 六 六 六 二 三
四五五五五九五
一六＾七ブー一

^^^̂̂ 総徴会秘市
ァー・---、

移 ＾
F 

会．代
司収計害事表
賃 務ゞ

課課課課局、..,._,、一’._,._,
Rg③⑥③RR 
＝ヰ呂2云益究
主＝四四九写
＝七ーぢー一九

^̂̂＾̂-̂ 競工中舟社保労
輪士 会
競云央

入保

馬す旨卸 険健政広

事羞咄
移晶廿病 島

局所場院院所課rl3
‘‘-._,、......、~‘-、

①③③③③③③ 
国

ズ云器堅呈＝三泰
謡云字琴土

^̂̂＾^^  ̂→ 
観中児消瓢東

疇察昆：
案 公 化 防 道 即 ナ

内民会
本事り

移番
所館館局部局所.._,.._,.._,.._,....,ゞ-t也

所

広
島
市
産
院
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部

攻

E
・・・・・・・・・・・:
................... …
…
 ................... …・・・・・・・・・ニ

広
島
市
母
子
寮
使
用
料
徴
牧
条
例
施
行
細
則
の
一
部
改
正
．．．．．．．．． 
一――

広
島
市
診
療
所
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一

部改正・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・……
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
：・・・・・・・・・:
.... -―― 

◎
告

狂
犬
病
予
防
注
射
実
施
に
つ
い
て
：
．．．．．．．．． 
…
…
…
…
…
…
…
・
・
:
-
―
―
―
 

建
築
許
可
申
詰
に
関
す
る
公
開
聴
聞
に
つ
い
て
．
．
．
．
．
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
.. 
--＿ 

臨
時
市
議
会
招
集
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
:
........................... ：
 .... -――-

臨
時
市
議
会
付
蔑
事
件
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．． ………………

•3 ••. 
l

-

―-

一

誤
決
追
加
予
算
公
告
（
一
般
会
計
）

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
l
g
f
.
 

議
決
追
加
予
算
公
告
（
社
会
保
険
市
民
病
院
費
）

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
一写

不
動
産
差
押
調
書
公
示
送
逹
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
；
…
•
•
•
•
…

....... -．写

公
示
送
逹
に
つ
い
て
：
．．．．．．．．． 
…・・・・・・・・・・・・・・・・・・-
.......... ：・・・・・・一写

公
示
送
逹
に
つ
い
て
：
・
；
................ …
…
…
…
…
…
…
…
…
•
一
写

溝
渠
の
公
用
廃
止
及
び
公
用
開
始
に
つ
い
て
•
•
•
…
•
•
•
•
•
•
•
…
…
…
・
・
一
写

市
長
描
任
に
伴
う
職
謗
執
行
に
つ
い
て

．．．．．．． 
…
…
 ．．．．．．．．．．． 
…
…
一
写

◎

訓

令

社
会
保
険
広
島
市
民
病
院
処
移
規
程
・
:
.............. …
…
…
…
…
•
一
写

戦
災
死
亡
者
弔
慰
金
規
程
等
を
廃
止
す
る
規
程
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
六

広
島
市
舟
入
病
院
処
移
規
程
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
'
…
,
........... :
 .......... 

-^
 

◎
公
安
委
貝
会
告
示

道
路
交
通
取
締
法
及
び
逍
路
交
通
取
締
法
施
行
令
に
よ
る

道
路
交
迎
に
関
す
る
必
要
な
制
限
の
一
部
改
正
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
:
... 

-^
 

広
島
市
自
動
車
運
転
免
許
並
び
に
原
動
機
付
自
転
車
許
可

規
程
の
一
部
改
正
…
…
．．．．．． 
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・
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附

則

こ
の
条
例
は
~
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

I
――― 

一

山

一、

0
0九
人

三
七
人
）

四
四
八
人

て

四

五

七

人

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ

例

所

広

島

市
i
の
鼻
ヽ
・

ヽ
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役

道
路
交
通
取
締
法
施
行
令
第
四
十
二
条
同
令
第
六
十
九
条

に
よ
る
許
可
証
の
様
式
に
関
す
る
規
程
：
・
・
・
・
・
[
:
・
…
…
…
…
....... -九

◎

蓉

令

：

．．．．．．．．．．． ………••…………—

10 

◎

雑

報

市
議
会
議
決
事
項
：
．．．．．．．．．．．．．． ………………………………

•·110 

出
張
所
所
管
区
域
別
人
口
及
び
世
帯
状
況
に
つ
い
で
．．．．．．．．．．．．．． l

-

ー

戸
藉
上
の
市
勢
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
…
…
 ．．．．．．．．．．． 
彎・・…――――

◎

条

『
―
―
•
―
―
―
―
-
．

ー

：

広
島
市
職
員
定
数
条
例
の

こ
に
公
布
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日

広
島
市
長
職
移
代
理
者

広

島

市

助

役

高

広
島
市
条
例
第
一
＿
＿
十
九
号

広
島
市
職
負
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

広
島
市
職
員
定
数
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
三
月
三
十
日
広
島
市
条

例
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
一
条
中
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
あ
一
。
「
合
計
一
＿
＿
｀

を
「
合
計
一
『
ー
ニ
九
人
」
に
改
め
る
。

吏

員

瓢
認
嗜
叉
．
鱈
認
嗜
、
王
事

ー
ー
一
人
」
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第
九
条
逃
湾
施
設
を
使
用
す
る
者
は
、
そ
の
使
用
期
間
が
涸
了
し
，

若
し
く
は
使
用
を
脂
止
し
、
叉
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取

消
を
受
け
た
と
き
は
．
虹
ち
に
そ
の
使
用
に
か
か
る
迷
湾
施
設
を

原
状
に
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
｀
市
長
に
お
い
て
そ

の
必
成
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
~
こ
の
限h
で
な
い
。

（
使
用
者
の
揖
出
賠
償
責
任
）

第
十
条
池
湾
施
設
を
使
用
す
る
者
叉
は
そ
の
使
用
人
が
、
逃
湾
施

設
を
演
失
し
、
又
は
き
揖
し
た
と
き
は
~
市
長
の
認
定
に
茄
き
。

原
状
に
回
復
し
又
は
そ
の
損
出
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
本
市
の
損
忠
賠
償
哀
任
）

第
十
一
条
本
市
は
、
第
八
条
の
規
定
に
よ

11
悲
湾
施
設
の
使
用
を

禁
止
し
畜
若
し
く
は
制
限
し
．
又
は
そ
の
使
用
許
可
を
取
り
栢
し

た
場
合
に
お
い
て
逃
湾
施
設
の
使
用
者
が
哉
っ
た
損
出
に
つ
い

て
．
そ
の
賠
倣
の
賓
を
負
わ
な
い
。

（
委
任
規
定
）

第
十
二
条
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
恢
な
事
項
は
．
市
長
が
定

め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別

表
施
設
名
使
用
区
分

・
単

位

使

用

料

の

額

備

考

氣
未

／
 

＿

＿

無

料

団
体
客

胄
2
 の

使
用
料

一

泣

口

油

通

行

者

一

は

片

逍

ー

―

―

一
円
百
人
以
上
＿

一
人
一
回
に
一

つ

き

又

は

往

復

一
、

、

二

百

人

以

＿

上
の
場
合

さ
ん
梱
を
涌

ま
五
割
引
―

一

行
す
る
場
合

1
ー

1

一
と
す
る
。

定

期

通

行

者

一

エ

ハ

瓶

未

満

は

蕪
料

般
一
人
一
月
に

つ
き

一

般

―

―

一

十

円

i

置

、

生

徒

一

十

五

円
i

-

―

-
5ふ屑
に
＿
暑
心
疇
〗
ー
面
＿
認
翌
閏

一

入

場

す

る

場

つ

き

一
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ー
＿
坪
当

一

日

き

一誓

喜

使

用

一

一

日

麟

一

円

一

陣

比

廿

浅

一
坪
当

霜

使

用

一

月

麟

一

二

十

月

'
□
〗1
1
1〗パ
ー

競
馬
法
一
部
改
正
に
よ
る
払
戻
金
算
出
条
例
等
を
廃
止

す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日

野
稼
場

上

屋

．
 

、、さ
ん
梃
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昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日

広
島
市
長
職
移
代
碑
者

広

島

市

助

役

高

広
島
市
条
例
第
四
十
号

広
島
市
逍
路
交
遥
取
締
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

広
島
市
泊
路
交
遥
取
締
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
広
島
市
条
例
第
二

十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
道
路
交
通
取
締
令
（
昭
和
二
十
二
年
「
四
移
省
令
第
四

十
号
）
」
を
「
道
路
交
通
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第

―
ー
百
六
十
一
号
）
」
に
改
め
る
。

．附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

I

I
 

広
島
市
公
安
委
且
会
の
行
う
許
可
等
手
数
料
微
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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．．．
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昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日

広
島
市
長
職
筋
代
理
者

広

島

市

助

役

高

広
島
市
条
例
第
四
十
一
号

広
島
市
公
女
委
氏
会
ClJ
行
r
)
許
可
等
手
放
料
徴
牧
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

広
島
市
公
安
委
負
会
の
行
う
許
可
等
手
数
料
徴
牧
条
例
（
昭
和
ー
―

十
四
年
八
月
一

H
広
島
市
条
例
第
一
＿
一十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
十
二
号
中
イ
か
ら
二
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ
自
動
車
運
転
免
許
証
交
付
手
数
料
―
-
0
0
円

（
｝
迫
路
交
逝
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
ー
―
十
八
年
政
令
第
二

百
六
十
一
号
）
第
五
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
一
の
免
許

に
係
る
免
許
証
に
他
の
免
許
に
係
る
事
項
を
記
載
し
て
他
の

免
許
に
係
る
免
許
証
の
交
付
に
代
え
る
燭
合
に
あ
っ
一
」
は
、

百
円
）

山

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
―
―
十
八
年
九
月
一

日
か
ら
逹
用
す
る
。

1
ー

ー

広
島
市
池
湾
施
設
使
用
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

昭
和
ー
ー
十
八
年
十
月
一
日

広
島
市
長
職
移
代
理
者

広

島

市

助

役

高

広
島
市
条
例
第
四
十
二
号

広
島
市
迷
湾
施
設
使
用
条
例

広
島
市
逃
洒
施
設
使
用
料
条
例
（
昭
和
二
十
三
年
四
月
一
日
広
島

市
条
例
第
九
号
）
の
全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
こ
の
条
例
の
趣
旨
）

第
一
条
本
市
の
池
湾
狛
註
の
使
用
に
関
し
て
は
．
別
に
定
が
あ
る

も
の
を
除
く
外
畜
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
定
義
）

第
二
条
こ
の
条
例
で
「
迷
湾
施
設
」
と
は
．
左
に
貼
げ
る
施
設
を

、r
)
0

’> 

、、

一
さ
ん
橋

二

上

座

＿

l-野和
場

四
船
舶
給
水
施
設

（
使
用
の
許
可
）
．

第
三
条
悲
湾
施
設
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
．
ふ
ム
稿
の
遥
行

山

広
島
市
道
路
交
通
取
締
条
例
の

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

一
部
を
改
正
才
る
条
例

,
＂"9,1
9
9
9
,

.
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す舶さ、
るをん、
場け、橋
合い、tこ

招船
船五つ時一定
舶卜き間回期

ン総以＾船
未 H芍二け、
満ンゞ十い、
の数に四留

自
動
車
仮
運
転
免
許
証
交
付
手
数
料
一
0
0
円
]

自
動
車
運
転
免
許
証
再
交
付
手
数
料
二
0
0
円

（
道
路
交
通
取
締
法
施
行
令
第
五
十
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
一
の
免
貯
証
に
他
の
免
許
に
係
る
事
項
を
併
記
し
た
免

許
証
の
再
交
付
は
、
一
の
免
許
証
の
再
交
付
と
す
る
0

)

ニ
自
動
車
仮
運
転
免
許
証
再
交
付
手
数
料
ー
0
0
円

ホ
原
動
殺
付
自
転
車
運
転
許
可
証
交
付
手
数
料
―
1
0
0
円

ヘ
原
動
椴
付
自
転
車
運
転
許
可
証
再
交
付
手
数
料

二

0

0
円

:

b
 

1

1

1
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｀
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-
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及
び
さ
ん
橋
へ
の
入
場
の
場
合
を
除
き
、
市
長
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
使
用
許
可
を
受
け
た
者
が
そ
の
許
可
に
か
か

る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
｀
ま
た
。
同
様
と
す
る
。

（
使
用
料
）

第
四
条
述
湾
抱
設
の
使
用
者
か
ら
。
別
表
の
範
囲
内
で
市
長
が
定

・
め
る
使
用
料
を
徴
牧
す
る
。
但
し
｀
左
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に

つ
い
一
J

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
公
用
の
船
舶
及
び
そ
の
租
賊
公
用
貨
物
並
び
に
そ
の
乗
降
者

二
公
移
に
従
事
中
の
楼
察
職
負
｀
消
防
職
負
畜
郵
便
硯
信
集
配

、、

人
、
郵
便
逓
送
人
、
税
関
職
負
及
び
け
い
留
船
舶
の
乗
組
負

三

船

客

の

槻

帯

す

る

手

荷

物

・

（
使
用
料
の
減
免
）

．

第
五
条
市
長
は
。
公
益
上
そ
の
他
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
使
用
料
を
赦
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
使
用
料
の
還
付
）

．

第
六
条
既
納
の
使
用
料
は
~
透
付
し
な
い
0

但
し
。
市
長
に
お
い

-
J

特
別
の
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
。
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
権
利
の
陳
渡
制
限
等
）

第
七
条
第
三
条
の
許
可
に
か
か
る
迷
湾
施
設
を
転
貸
し
、
叉
は
そ

の
使
用
権
を
渡
渡
し
て
は
な
ら
な
い
0

但
し
、
使
用
榔
の
誼
渡
に

つ
い
て
は
。
市
長
の
許
可
を
受
け
た
と
き
は
｀
こ
の
限
り
で
な
い

（
使
用
の
禁
止
~
制
限
等
）

‘

第
八
条

、
市
長
は
。
使
用
者
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
認
め

る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
使
用
を
紫
止
し
。
使
用
の
許
可
を
取

り
消
し
、
若
し
く
は
そ
の
条
件
を
変
更
し
、
叉
は
貨
物
の
搬
出
そ

の
他
必
要
な
措
認
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
＿

一
虚
低
の
手
段
を
も
っ
て
第
三
条
の
許
可
を
受
け
た
と
き
。

二
使
用
の
期
限
を
こ
え
て
使
用
し
た
と
き
。

三
こ
の
条
例
若
し
く
は
こ
れ
に
某
く
規
則
叉
は
許
可
の
条
件
に

迩
反
し
た
と
き
。

四
泄
湾
設
備
の
保
全
~
管
珊
述
常
叉
は
機
能
の
確
保
の
た
め
必

淡
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

五
公
益
上
そ
の
他
必
淡
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

（
原
状
回
復
の
義
務
）
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船五つ時一留不
舶卜き間回定

ン総以＾ 期
末卜内二船
満ン._,十け、
の数に四い、

十
円

鰐
髯
一

>>

直
—
|

＇ 
十
円

充
ト
ン
を

こ
え
ろ
湯
合

は
、
そ
の

こ
え
る
ト

ン
数
ー
ト

ン
に
つ
き

一
円
を
加

，
算
す
ろ
。

場を過さ、
合積しん、
卸て橋
す貨を
る物迎

き頂 一定
ゲ百グ百物一一人期
ラ五ラ五ー芽り入
ム十ム十箇 t....i..... 瑞
以キ末キにつつ者
上口満口 つきき

円
1
-
E
E
 

合

望

，，、ロ

山
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:＇,
＇‘
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広
島
市
条
例
第
四
十
三
号

競
馬
法
一
部
改
正
に
よ
る
払
戻
金
算
出
条
例
等
を
廃
止
す
る

条
例

左
に
掲
げ
る
条
例
等
は
｀
鹿
止
す
る
。

ー
競
馬
法
一
部
改
正
に
よ
る
払
戻
金
謀
出
条
例
（
昭
和
二
十
五
年

+
1
一
月
二
十
―

-
H
広
島
市
条
例
第
四
十
二
号
）

二
昭
和
二
十
六
年
度
に
お
け
る
広
島
市
の
公
移
負
に
対
す
る
年
末

手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
十
＿
一
月
二
十
一
日

広
島
市
条
例
第
四
十
一
号
）

＿
―
-
昭
和
二
十
七
年
度
に
お
け
る
広
島
市
の
公
謗
負
に
対
す
る
夏
期

手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
広
島
市
条
例
第
五

十
四
号
）

四
広
島
市
日
用
品
等
交
換
斡
旋
所
手
数
料
条
例
（
昭
和
―
―
十
年
四

月
ー

13
広
島
市
条
例
第
四
号
）

．

五
広
島
市
花
柳
病
診
療
所
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
十
五

年
七
月
ー
―
-13
広
島
市
条
例
第
一
一
号
）

六
広
島
市
公
裳
住
宅
使
用
条
例
（
昭
和
十
四
年
九
月
広
島
市
条
例

第

五

号

）

．

七
広
島
市
立
畑
賀
病
院
病
室
使
用
料
委
託
患
者
収
容
料
及
び
手
数

料
条
例
（
昭
和
八
年
九
月
広
島
市
条
例
第
九
号
）

八
広
島
市
設
上
屋
及
び
起
軍
機
管
理
並
使
用
料
条
例
（
昭
和
八
年

五
月
広
島
市
条
例
第
五
号
）

九
広
島
市
公
設
市
場
使
用
条
例
（
大
正
十
一
年
四
月
広
島
市
条
例

第
二
号
）

十
広
島
市
公
会
堂
使
用
料
条
例
（
大
正
九
年
ー
ー
・
月
広
島
市
条
例
第

七
号
）

十
一
広
島
市
船
入
病
院
特
別
病
室
使
用
料
条
例
（
大
正
六
年
十
二

月
広
島
市
条
例
第
八
号
）

+
―
―
広
島
市
収
入
金
徴
収
書
類
送
逹
条
例
（
明
治
＿
＿
一
十
九
年
十
月

広
島
市
条
例
第
一
＿
一
号
）

+
―
―
―
収
入
金
督
促
手
数
料
徴
収
条
例
（
明
治
＿
＿
＿
十
六
年
四
月
広
島

市
条
例
第
一
号
） 広

島
市
長
職
移
代
理
者

広

島

市

助

役

高

山
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を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
九
月
二
十
二
日

広
島
市
長
職
務
代
碑
者

広

島

市

助

役

高

J

’~• 

山

．，
 

,．

,',i 

i
r
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昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日

広
島
市
長
職
務
代
理
者

広

島

市

助

役

高

広
島
市
規
則
第
六
十
ー
ー
一
号

広
島
市
中
小
企
栗
設
備
近
代
化
盛
汗
諮
問
委
負
会
規
則

（
こ
の
規
則
の
趣
旨
）

第
一
条
広
島
市
中
小
企
業
設
備
近
代
化
紬
裕
藷
問
委
負
会
（
以
下
＇

「
委
員
会
」
と
い
r
)
0
)

の
組
緑
。
所
掌
事
移
及
び
委
負
並
び
に
そ

の
述
常
に
関
し
て
は
｀
市
長
の
附
屈
櫻
関
の
設
樅
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
ー
ー
十
八
年
広
島
市
条
例
第
三
十
五
号
）
第
一
一
一
条
の
規
定
に

基
づ
き
。
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
任
移
）

第
二
条
委
負
会
は
~
市
長
の
膝
問
に
応
じ
．
広
島
市
中
小
企
栗
設

備
近
代
化
懃
抒
制
度
の
運
常
に
関
す
る
事
項
を
調
杏
審
談
す
る
。

（
組
織
）

第一
I

一
条
委
鍼
会
は
．
左
の
委
位
を
も
つ
一
J

組
綿
す
る
。

ー

市

職

負

一

名

一
名

二
市
議
会
躁
員

＿

―

-

金

融

機

関

の

役

職

負

ー

名

四

そ

の

他

の

商

工

関

係

団

係

の

役

職

負

ー

名

五

学

識

経

験

者

一

名

2

前
項
の
委
負
は
、
市
長
が
こ
れ
を
任
命
叉
は
委
割
す
る
。

第
四
条
委
負
の
任
期
は
、
一
年
と
し
、
こ
れ
に
欠
員
を
生
じ
、
又

は
こ
れ
を
増
災
し
た
場
合
に
お
け
る
補
欠
委
負
叉
は
増
員
さ
れ
た

委
負
の
任
期
は
．
前
任
者
叉
は
現
任
者
の
残
任
期
問
と
す
る
。
広
島
市
規
則
第
六
十
四
号

広
島
市
泄
湾
施
設
使
用
条
例
施
行
規
則

広
島
市
泄
湾
施
設
使
用
料
条
例
施
行
細
則
（
昭
和
ー
—
+
―
―
―
年
四
月

（
委
餞
長
及
び
測
委
負
艮
）

第
五
条
委
負
会
に
委
負
長
及
び
副
委
負
長
各
ー
名
を
脱
く
。

．
―
-
平
日
広
島
市
規
則
策
十
一
号
の
二
）
の
全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

占

す
る
。

2

委

負

長

及

び

璽

質

骨

胃

羞

翠

る

。

一

3

委
負
長
は
羞
嬰
総
理
し
．
へ
繭
の
業
長
と
な
る
。

（
目
的
）

第
一
条
こ
の
掛
則
は
｀
広
島
市
翡
邸
扁
使
用
条
例
（
昭
和
二
十
一

4

委

咎

長

に

事

故

が

あ

る

と

き

埓

晨

喜

弯

贔

蓼

代

一

理
す
る
。

5

委
戊
長
．
刷
委
屎
品
と
も
に
軍
故
忠
る
と
き
は
、
ヂ
醤
蒻
が
あ
八
年
炭
島
市
条
例
0

第
四
十
二
分
以
下
「
条
例
」
と
い
ぅ
C
)

の
旅

ら

か

じ

め

指

皐

ゑ

質

が

．

そ

の

戦

窃

を

代

翠

る

。

一

行

に

関

し

必

痰

な

祁

項

を

定

め

る

こ

と

を

且

的

と

す

だ

一

山

広
島
市
泄
湾
施
設
使
用
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。
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昭 八、島のけ事五 条職四八ど
和 . .1‘ 条附•‘務条そ技事躙病 負条号保社条 和

哀市 昭こ会の十甲

二
布市 条附号水第広

例 事吏第の術笏院院病シを-1倹会例 ニ
こ保

十す舟 9ま則務負三他吏吏長長院 次の広保第 十に険 は則
例 一道ー島

広八る入
衰五市

・ 叉..項の負民 に の一島険四 広八・公広 、 金 四I土
島年゜病．公 は技力~職 ‘ 左 ょ部市広十広島年布島 公 稼号木
市十院布技術ら員 の 5を民島四島市十す市布 立ツェ
尉竺条の術吏第 職に次病市号市長月る民の 規 ，事

諮H
例 日そ 負七 員改の院民助職―゜病日 程 塾
の か .(l) 及項 をめよ条病役移日 か ＾ 1丁

代 ら他びま 骰るう例院代 院ら 昭規
理 一狸のそで S° に＾条 理 条施• 和則
者部 1T 職のを 改昭例高者 仰j 行三＾

を Iす移他次 正和の

改 Iる に の の
のす 年昭

! I~ !>I . iii : i 吾 i 〗
条 ， °上め 島す 正 市月
例 司る 市る す 止広

を 孟゜ 畠魯三 ． る 贔篇
こ ． 迄 第 ・ 条 第告

、94

-------•一—--• • • • — 

第号広
審 i：：八＾第ジ広 島
識め条入．八の島市 昭
会・ 居条ー市広条 和
^ fff市者を部営島例 ニ
以長営迩‘水を住市第 十
下 の 住 考 の 次 宅 常 四 広八
-, Flす宅審よの管住＋広島年
審屈の議うよ理宅六島市十
競機入会にう条管号市長月
会関居ツ改に例理 助職一
ヒと者 め改＾条 役務日
とし (l) る正昭例 代
いて遥 °す和の 理
う広老 る ニ ー
°島に

高者
°十部

ジ・市関 七を
を市す 年改
置常る 広 IIて
く住事 島す
°宅項 市る
入を
居諾'

条条
例例

者問 第
選す 四
老る 十

（
招
集
）

第
六
条
委
負
会
は
委
負
長
が
招
集
す
る
。

（
践
事
）

第
七
条
委
負
会
は
、
半
数
以
上
の
委
負
が
出
席
し
な
け
れ
ぽ
会
毀

を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

2

委
員
会
の
職
事
は
。
出
席
委
員
の
過
半
数
で
決
す
る
°
可
否
同

数
の
と
き
は
、
委
負
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

3

委
負
会
は
．
必
吸
に
応
じ
．
会
議
に
委
負
以
外
の
者
の
出
席
を

求
め
．
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
委
員
会
の
審
競
内
容
は
極
秘
と
し
。
一
般
に
公
衷
し
な
い

も

の

と

す

る

。

-

（
庶
務
）

第
九
条
委
負
会
の
庶
務
は
、
廂
染
局
商
工
課
に
お
い
て
処
理
す

る。（
委
任
規
定
）

第
十
条
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
外
。
委
負
会
の
運
常
に
関
し

必
吸
な
事
項
は
。
委
負
会
が
定
め
る
。
．

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の

H
か
ら
施
行
す
る
。

9
¥
 

山

広
島
市
助
役

広
島
市
条
例
第
四
十
五
号

広
島
市
舟
入
病
院
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

広
島
市
舟
入
病
院
条
例
（
昭
和
二
十
四
年
＿
一
月
＝
一
日
広
島
市
条
例

第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
5
に
改
正
す
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第

三

条

本

院

に

左

の

職

員

を

縦

く

。

／

一

院

長

二

副

院

長

ー
ー
ー
事
務
吏
負

四
技
微
吏
負

五
そ
の
他
の
戦
員

第
四
条
第
一
＿
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

2

副
院
長
は
．
院
長
を
補
佐
し
畜
庶
移
を
掌
理
し
｀
院
長
に
事
故

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
移
を
代
理
す
る
。

3

事
移
吏
員
｀
技
衡
吏
員
及
び
そ
の
他
の
職
負
は
｀
上
司
の
命
を

受
け
、
事
移
叉
ば
技
術
そ
の
他
の
職
務
に
従
事
す
ろ
。

●

則

こ
の
条
例
は
"
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
o

・

1

ー

I

広
島
市
営
住
宅
管
理
条
例
の

l

部
を
改
正
す
る
条
例
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

高

山

第
四
号
様
式

条
例
第
三
条
後
段
の
規
定
に
よ
り
｀
市
長
の
許
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
は
、
第
九
条
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
外
、
前
項
の
様

式
に
進
じ
一
J

そ
れ
ぞ
れ
変
更
許
可
申
訥
害
一
＿
迎
を
作
成
し
、
市
長

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
行
券
及
び
入
域
券
の
交
付
）

、、

第
三
条
さ
ん
橋
を
迎
行
す
る
者
に
は
様
式
第
五
号
の
普
逝
涌
行
券

、、

又
は
様
式
第
六
号
の
定
期
迎
行
券
を
、
さ
ん
橋
に
入
場
す
る
者
に

は
様
式
第
七
号
の
普
通
入
場
券
叉
は
様
式
第
八
号
の
定
期
入
場
券

を
使
用
料
の
徴
収
と
同
時
に
交
付
す
る
。

2

定
期
通
行
券
及
び
定
期
入
場
券
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
＂
様
式
第
九
号
の
交
付
申
訥
忠
を
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
o
.

（
使
用
料
）

第
四
条
泄
湾
施
設
の
使
用
料
は
｀
別
表
の
通
り
と
す
る
u

（
使
用
料
の
納
付
方
法
）

第
五
条
使
用
料
は
。
前
納
と
す
る
。
但
し
會
市
長
の
許
可
を
受
け

た
場
合
は
。
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
禁
止
行
為
）

第
六
条
泄
湾
旅
設
に
お
い
て
は
．
左
に
掲
げ
る
．
fT
為
を
し
て
は
な

ら
な
い
。
但
し
。
市
長
の
許
可
を
受
け
た
塙
合
は
こ
の
限
り
で
な

、o’> 

、

、

、

、

一
船
舶
の
け
い
釈
に
支
問
の
あ
る
物
件
を
さ
ん
橋
に
直
揆
又
は

近
按
し
て
け
い
留
す
る
こ
と
。

、、

―
―
矮
発
狗
そ
の
他
の
統
険
物
を
科
戯
し
た
船
舶
を
さ
ん
裕
に
け

――

-

1

 

五

．

2
 （

使
用
許
可
の
申
詰
）

第
二
条
条
例
第
一
一
一
条
前
段
の
規
定
に
よ
る
市
長
の
許
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
。
左
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
奮
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
掲
げ
る
様
式
の
許
可
申
諮
魯
一
一
通
を
市
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
O
・

、

、

、

、

一
さ
ん
揺
に
船
舶
を
け
い
習
し
よ
う
と
す
る
燭
合

第
一
号
様
式

第
二
号
様
式

第
一
一
一
号
様
式

四主ニ

w
 

,

．

ー

―
．．
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’
‘一；

＂i(

な
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•、

'
•

•
,
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．．
 

9
 
.
.
 

‘
 

上
屋
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合

野
租
場
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合

船
舶
給
水
施
設
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合

3 ,
.,;

‘
9乱
〗

羨
'
A

•••. 

・ト

・’-
＇<｝

•
，

り

．

｀
•
•-`。

-
‘
 

ヽ

r
 

.
• 

l
 ＇ 

広
島
市
中
小
企
業
設
備
近
代
化
融
資
諮
問
委
員
会
規
則

◎

規

則

広
島
市
条
例
第
四
十
七
号

広
島
市
立
浅
野
図
饗
館
設
樅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

広
島
市
立
浅
野
図
書
館
設
置
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
ー

1

一
月
三
十
一

日
広
島
市
条
例
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

．

．
 

第
二
条
図
書
館
は
．
広
島
市
比
治
山
本
町
一
、

0
冗
八
番
地
の
二

頼
山
陽
文
徳
殿
内
に
慨
く
。

附

則

こ
の
条
例
の
施
行
期
H
は
畜
公
布
の
日
か
ら
起
冥
し
竺
「
月
を
こ

え
な
い
期
間
丙
に
お
い
一
J

市
長
が
定
め
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
一

H

広
島
市
長
職
移
代
理
者

広

島

市

助

役

高

I ． 
I 

： 
， 

： ； 

山

四
•-__•— 

2

審
議
会
の
組
描
.
所
掌
事
謗
及
び
委
員
そ
の
他
の
樅
成
員
並
び

に

そ

の

運

営

に

関

し

て

は

｀

規

則

で

定

め

る

。

．

第
十
六
条
中
「
家
屋
の
壁
、
柱
、
床
．
は
り
、
屋
根
及
び
階
段
」

を
「
家
屋
の
壁
~
基
礎
．
土
台
｀
柱
、
床
．
は
り
．
屋
根
及
び
階
段

並
び
に
家
屋
の
内
部
の
給
水
施
設
．
排
水
施
設
及
び
電
気
施
設
」
に

改
め
る
。

第
十
九
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

．

．

 

五
全
世
帯
負
が
十
五
日
以
上
住
宅
を
使
用
し
な
い
場
合
に
お
い

一J
゜
留
守
の
者
を
骰
く
こ
と
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
＿
一
号
中
「
住
宅
に
入
居
」
を
「
住
宅
を
使

用
」
に
改
め
る
．
0

．

附

附

こ
の
条
例
は
。
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

広
島
市
立
浅
野
図
書
館
設
置
条
例
の

条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

一
部
を
改
正
す
る

i 
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第
五
号
様
式

ー
，
ー
ー
ー
副
ー
ー
1
-
[

円
有
市
ー
ト

券

限

l

子
ノ

1

一

回

島

メ

通

ー

チ

―

橋●

認

金

人

広

ン

-'↑廷ーニ

□

↑ l.． I第i\--t~ ，七
I 

さん橋入堀券 1号

ゞぺ
g □1（一虎喜贔力）嬰
↓ 1 広島市 I
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←応ァ存メートル→

↓
 

レ／
 

卜l
 

（

歳

）

、、
さ

ん

橋

定

期

通

行

券

メ

•• 

ラ

年

月

日

ま

で

ン

月

日

か

ら

ヒ

嘉
冒
謬
年

広

島

市

＿

↓

，
 

↑
↓

2
l
f
.
L
g
,
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広
島
市
規
則
第
六
十
五
号

広
島
市
競
馬
事
務
局
規
程
等
を
痴
止
す
る
規
則

左
に
掲
げ
る
規
則
等
は
、
廃
止
す
る
。

一
広
島
市
競
馬
翌
篇
規
料
（
昭
和
二
十
七
年
広
島
市
規
則
第
十

第

八

号

様

式

七

号

）

一

□い
ー
ー
ー
1
|
|
,
i
]
]
二
広
島
市
政
広
報
糾
集
委
員
会
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
七
月
十
二

使
用
者

2

日
広
島
市
規
則
第
一
子
誓

（

歳

）

l

-

―
-
広
島
市
職
員
定
数
条
例
施
行
に
伴
い
退
戦
す
る
職
面
に
対
す
る

一

さ

ぶ

橋

定

期

入

場

券

戸

退

職

手

璽

尋

条

例

旅

行

細

則

（

昭

和

二

十

四

年

九

月

ニ

ャ

脊

一

昭

和

年

月

H

喜
5

．
広
島
市
規
則
第
二
十
九
号
）

看

効

期

間

昭

和

年

月

日

か

ら

6

四
広
島
市
衣
料
品
小
花
業
者
登
録
蹄
問
委
級
会
規
則
（
昭
和
二
十

一

広

島

市

↑

四

年

九

月

十

日

広

島

市

規

則

第

一

ー

一

十

四

号

）

五
広
島
市
職
負
労
佑
組
合
海
従
職
負
た
る
職
負
の
身
分
給
与
等
に

↑
会
'L
ー
｛
ト
≫
え
・
8
↓

関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
九
月
一
日
広
島
市
規
則
第
一
―
ー
●
主

第

九

号

様

式

＂

方

）

一
六
新
給
与
差
額
一
部
支
給
規
則
（
昭
兜
1
+
＝
一
年
六
月
一
平
日
広

、、
さ
ん
橋
定
期
誦
行
（
入
燭
）
登
父
付
患
盟
3

二
島
市
規
則
第
二
十
号
）

ff

七
広
島
市
有
給
吏
負
旅
費
臨
時
附
額
給
与
規
則
（
昭
和
二
十
一
年

氏

名

―

―

―

一

月

十

八

日

広

島

市

規

則

第

五

号

）

住

-I

、

、

八

広

島

市

特

察

設

四

条

例

第

十

条

に

よ

る

派

出

所

及

び

駐

在

所

の

―
言
（
通
学
）
（
何
々
行
商
）
の
た
め
さ
ん
橋
へ
幣
時
通

一

臼

賃

）

・

し

た

い

の

で

定

期

券

を

御

交

玉

下

さ

る

よ

う

申

匹

二

麟

汀

戸

惰

5

区

域

（

昭

和

二

占

翌

月

骨

麿

rll-

、

一
九
消
防
条
例
第
十
条
に
よ
る
出
張
所
の
名
称
及
び
位
四
（
昭
和
二

一

昭

和

年

月

H

―

―

土

品

胃

骨

広

島

市

規

則

第

皐

八

号

）

氏

名

＠

―

+

広

島

市

鹿

薔

取

締

規

則

（

昭

和

二

十

＿

栞

二

月

十

二

日

広

島

‘

一

右
ニ

昭

和

年

月

日

生

（

歳

）

一

市

規

則

第

一

＿

十

九

号

）

9,.＇,．ー・

二

広

島

市

長

敗

i

十

一

広

島

市

煕

器

規

則

（

昭

和

平

孟

脊

菜

n広
島
市
規

_
＿
則
第
十
四
号
の
＝

i

）

-―
 .

• 

,

1

,

；

,
i
,
9
.
9
,
＇
，
9
ヽ
・
・
‘
,
l
i

一

＇ ～
 

*‘ 

,9,'̀ 

ー、『

．．．
 
ト
'

●
“
ヽ
9
9
,
1
·
l
.
‘
`
.
,
1
9

9

,
9
9
9

9
1
、

"
•
,

”

.
，
'
し
●
●
d●

9.,.• 

，, 
．．
 

，
 
．．
 
、

9

,

'

 

第
四
号
様
式

ー

1

,

1

 

一
名

]
さ

べ＂
h
り

・

下

―

．

．

可

一

ロニ
―

冒

ニ

ー

国

ー

一

齊

一

i
 

9
.
 

-
h
一
金

E
 

で

J
 

ー

ー
ー
ー
し
'

．
の

i
'

、

f
_へ

（
に

ノ

ル

．

し

-i-rr.l] 

こf
 

り

t

一国

き

筵
一
竺

一

設

；

竺

．

し

。

m
~
る

.,'‘ 
貪
一
給
一

使

す

-

V

、
一
ー
1
,
＇
，
9
,
1
,
1
ー
1

i,力
↑

一

E
I
J
 

り、，＇.‘ 
遥

申

合
一

n-

羽
一
ー

．
の
う

こ
注
~
月
―

-
g
i
-
m
-
9
 

上

る

.
9
]
 

1
,
 

-

．

I
し

一

｀

9
9
9
1
1
,
．
,
＇
，
＇
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名

1

ーヽ

『

一

.,．
 

＂ム
円
，

⑲ 

第一＿
I

号
椋
式

,

1

ー、

4• 

•• 
＇ i

 

別

表

号．
 

布
ッムク

使
用
者

第
六
号
様
式

、r

、

1 、

:; 
i : 

: • 

＇ • 

じ
d-•_
'-

ャ、
J

9

・

広
島
市
競
馬
事
務
局
規
程
等
を
廃
化
す
る
規
則
を
こ
）
J

に
公
布
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日

広
島
市
長
職
称
代
理
者

広

島

市

助

役

高

',rg̀
9し・，，．ぃ`
t
，↓'9ぃ9しぃ

，

ヽ

9

,

1
,
1
t
:
＇
ー
1
9

9
1

9
し
i
t
-
、

'
1
、
」F
,
~

．
-
,

．．
 り
~
い
，
．
ニ

ー
9
,•. 
、991・1f'望

Ll―卜
'9,-L↑•• 

L
l
i
t
ヒ
'
,
―ー一●――――――一

■

し‘

七

,
．
,
•
土
・
と
，
』
．
＇
｀
9b
 

．，
 

~. 

[11 9
`
 住 -

f
 

j
 

-l 
氏 名 ⑱ 

．ヽ
 

.'oÌ．;．

1
訃',”“ 

●

u

.

P

'

,

 

,"＂,＇ -．
 

』

r

9、'，響，ヽ
，
＂`
 

`• 
、
'

J

'

 

9
,
 

F
 `

 

>
--―翌：―•一―l 砿

碑
用

場を 1区
合通

分

--―滸―|-
つー通
き人通

I iii 

，，一
一 汀
回者

I 
に 位

_― 

凰
_ r月＿＿貸

2 I 
とは上二叉百はの涸‘ 傭

す五の百は人片使団は六
る割場人往以道用体無歳
窃 l合以復上三料客料末

考

い
留
す
る
こ
と
。

、
、
、
、

―
―
―
じ
ん
か
い
。
汚
物
腐
敗
物
．
悪
具
を
発
す
る
も
の
．
そ
の
他

衛
生
上
有
出
と
認
め
ら
れ
る
も
の
又
は
危
険
物
の
荷
役
を
さ
ん

稿
に
お
い
て
す
る
こ
と
。

四
野
朋
場
に
燦
発
物
そ
の
他
の
危
険
物
を
骰
く
こ
と
。

五
泄
湾
施
設
を
損
倍
し
、
又
は
損
偏
す
る
限
の
あ
る
行
為
を
す

る
こ
と
。

（
使
用
者
の
守
る
べ
き
事
項
）

第
七
条
逃
満
施
設
の
使
用
者
は
、
池
満
施
訛
の
使
用
に
つ
い
て
、

市
長
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
上
座
及
び
野
釈
場
の
使
用
者
（
以
下
「
上
屋
等
の
使
用

者
」
と
い
う
。
）
は
｀
そ
の
使
用
許
可
番
号
｀
使
用
期
間
及
び
氏
名

を
記
入
し
た
も
の
を
見
易
い
場
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

、o
＞` 

（
権
利
誰
渡
の
申
訥
）

第
九
條
上
屋
等
の
使
用
者
は
。
条
例
第
七
条
但
忠
の
規
定
に
よ
り

池
湾
施
設
の
使
用
権
を
他
人
に
誼
渡
し
よ
う
と
す
る
場
合
ば
．
謡

受
人
と
連
堺
の
申
訥

m竺
通
を
作
成
し
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
改
名
・
住
所
変
史
の
届
）

第
十
条
使
用
者
が
氏
名
を
改
．
め
．
又
は
住
所
を
変
更
し
た
と
き

は
．
直
ち
に
そ
の
旨
を
市
長
に
屈
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
＂
公
布
の

H
か
ら
雄
行
す
る
。

六
歳
末
満
は

言
料

一
定
期
逓
行
者

―
一
人
一
月
に

第
一
号
様
式

―
つ
き

―

-

．

般

―

―

-

+

円

~
~
 

-

＿

和

咋

一
学
生
｀
生
徒
十
五
円
一

剖

通

入

堀

者

一

＿

六

歳

未

満

は

i

ナ

船

料

f-i"
昭
街
．

-＇
v
 

ー

一

ら

で

一

人

一

回

に

―

五

円

無

料

一

•
}
ー
っ
ド
ー
し
一
ー
画
月
総
ト
ン
数
か
の
日

累

計

日

い

因

1

定
期
入
場
者

一

人

語

さ
ん
橋
一
ム
百
円
一
申
ー
ー
—
‘
、
'
ー
ー
た

千

円

一

可

介

一

面

月

け

い

船

月

し

。

用
る
月

旦丘一

ー
！

i

ー
ー
ー
，
＇
’
i
'
9
9
,
1
,
1
ー
，
ー
—
ー
ー
許
舟
回
数

、

、

貨

物

一

箇

に

つ

一

留

|

|

l

|

|

＿

年

使

す
、

で

詰

さ
ん
橋
を
迎
き

過

し

て

貨

物

百

五

十

キ

ロ

一

円

五

十

銭

汎

表

総

ト

ン

数

和

ま

申

年

1
4
_
 

翡
ー
|
'
‘
,
d
9
9
1
1
9
9
昭
日
r
)

を
棋
卸
す
る
グ
ラ
仝
不
涸

殿

•V 

り

よ

t

}

名

場

合

百

五

十

キ

P

―

―

一

円

一

ん

さ

ィ

餅

洒

月

る

和

氏

長

グ
ラ
ム
以
圧

轟

の

さ

昭

所

市

記

年

下

島

ー

ー

、、

上

可

住

広

定

期

-

．

t

路

名

定
期
船
け
い
留
ご
i

ト
ン
を
ノ

一

回

（

二

十

四

一

こ

え

る

場

一

向

時
刷
以
内
）
に
一
合
は
、
そ
一
―
~
ー
ー
ー
ー

1
ー
—

つ
き
総
ト
ン
数
の
こ
え
る
・

五
ト
ン
未
満
の
ト
ン
竺

ト
ン
に
つ
き

・
[
-
円
を
加
一

、

、

船

舶

一

尊

す

る

。

）

一

第

二

号

様

式

．

さ
ん
橋
に
船

、、

ー

ー

i
-

．

、

．

円

、

一

舶
を
け
い
悧

す

る

場

合

不

定

期

船

広

い

十

円

一

醐

―

fl

金

一

さ

一

,

J

I

、

五

ト

ン

を

用

i

―
下許

―

．

噌

回

（

二

十

四

年

は

認

[

-

＿

良

ー

_

_

料

□ゥ
―

こ

え

る

ト

ー

害

孟

竺

ら

で

ら

で

数

一

御

時
間
以
内
）
に

ン
数
ー
ト

i

か

ま

か

ま

一

つ
き
総
ト
ン
数

語

ン

一

で

―

-138
日
8

批

ト

―

9

五
ト
ン
末
満
の

申

―
切

―

数

・

し

一

こ

醤

戸

猛

]

-

＿

可

i
'
i

_

|

！

ー

算

す

る

。

，

9

-

許

一

月

月

月

月

び

ー

一

；

‘
二

用

一

及

抵

一

し

。

―

一

使

用

年

年

年

年

類

一

用

る

上

皐

ー

一

坪

当

り

ー

ニ

円

-

.

一
日
に
つ
き

―
—
|
―
剖
判
5
|
|
|
|
|
—
―
屋
｝
種
数
一
使
す

i

-
8
に

つ

き

一

上

和

和

利

和

物

ー

、

ー

り

語

秤

通

使

用

甲

地

一

円

一

使

一

昭

昭

昭

昭

貨

涸

申

乙

地

七

十

銀

一

一

容

名

一

の

う

一

収

一

肥

よ

一

よ
る

野

積

場

一

ー

ー

’

：

」

二

□_

十

ー

五

円

一

ー

鱈

噂

謬

品

一

`
I
I
i
l
二冒
[
Iー一
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（第90号）

ヽ

9、̀
．,＇

六
十
「
―
―
広
島
市
収
入
証
紙
規
則
（
昭
和
十
九
年
四
月
一
日
広
島
市

規
則
第
一
―
―
号
）

六
十
四
広
島
市
健
康
指
導
所
規
則
（
昭
利
十
九
年
四
月
十
七
日
広

島

市

規

則

第

四

号

）

．

六
十
宜
広
島
市
枕
寺
境
内
地
等
処
分
審
否
会
規
則
（
昭
和
二
十
一
1

1

笹
―
一
月
二
十
一
一
一
日
広
島
市
規
則
第
四
十
一
一
一
号
）

附

則

こ
の
規
則
は
。
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

広
島
市
電
鉄
問
題
対
策
委
員
会
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る。

昭
和
二
十
八
年
十
月
十
―
―

-n

広
島
市
長
職
謗
代
理
者

広

島

市

助

役

高

広
島
市
規
則
第
六
十
六
号

広
島
市
躙
鉄
問
題
対
策
委
員
会
規
則

（
設
樅
）

第
一
条
本
市
に
雹
鉄
問
題
対
策
委
員
会
（
以
下
「
委
負
会
」
と
い

う
。
）
を
散
く
。

（

任

謗

）

ィ

第
二
条
委
負
会
は
~
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
畜
広
島
霜
鉄
株
式
会

社
に
限
す
る
報
償
禽
軌
道
移
設
そ
の
他
必
梃
な
事
項
を
審
議
す

る。G
委
員
）

第
一
＿
一
条
委
負
会
は
。
九
人
以
内
の
委
員
を
も
つ
て
組
甜
す
る
。

2

委
員
は
；
任
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
市
長
が
命
じ
~
又
は
委

咽
す
る
。

一
市
職
負

二
市
寂
会
議
負

3

委
負
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
但
し
｀
補
欠
委
負
の
任
期
は

。
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

（
委
負
長
及
び
副
委
負
長
）
．

第
四
条
委
負
の
う
ち
一
人
を
委
位
長
と
し0
•一
人
を
副
委
負
長
と

す
る
。
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十
二
臨
時
広
島
市
会
計
事
務
取
扱
規
則
（
昭
和
二
十
一
年
十
二
月

十
一
日
広
島
市
規
則
第
一
＿
一
十
六
号
）

十
一
一
一
広
島
市
人
事
委
負
会
規
則
（
昭
和
二
十
一
年
九
月
十
日
広
島

市
規
則
第
二
十
号
）

十
四
広
島
市
復
興
史
糾
築
委
負
会
設
樅
規
則
（
昭
和
二
十
一
年
七

月
十
二
日
広
島
市
規
則
第
十
式
号
）

十
五
広
島
市
役
所
臨
時
駅
帷
出
張
所
設
既
規
則
（
昭
和
二
十
一
年

六
月
八
日
広
島
市
規
則
第
十
一
号
）

十
六
広
島
市
復
興
局
臓
負
現
場
勁
務
規
則
（
昭
和
二
十
一
年
八
月

=
-
+
H
広
島
市
規
則
第
十
八
号
）

十
七
広
島
市
転
入
抑
制
相
談
所
設
骰
規
則
（
昭
和
二
十
一
年
四
月

四
日
広
島
市
規
則
第
六
号
）

十
八
広
島
市
待
遇
改
怨
委
負
会
規
則
（
昭
和
二
十
一
年
六
月
十
四

n広
島
市
規
則
第
十
二
号
）

十
九
広
島
市
報
発
行
規
程
（
昭
和
七
年
十
一
月
広
島
市
省
示
甲
第

百
二
十
六
号
）

二
十
広
島
市
名
営
職
負
表
彰
規
税
（
昭
和
十
六
年
四
月
二
十
―
-
H

広
島
市
小
n
示
甲
第
六
十
主
号
）

二
十
一
広
島
市
寄
付
物
件
処
分
方
法
（
明
治
二
十
二
年
十
一
月
広

島
市
mll
示
甲
第
七
号
）

二
十
二
広
島
市
吏
負
身
元
保
証
規
柑
（
明
治
四
十
四
年
十
一
」
月
広

島
市
土
n
示
甲
第
一
＿
一
十
号
）

二
十
三
広
島
市
吏
負
任
用
老
杏
．
規
程
（
昭
和
九
年
六
月
広
島
市
ふ
口

示
甲
第
七
十
号
）

二
十
四
広
島
市
方
面
委
負
手
当
支
給
規
料
（
昭
和
十
四
年
一
二
月
広

島
市
告
示
第
十
九
号
）

二
十
宜
広
島
市
納
税
奨
励
規
松
（
昭
和
十
七
年
四
月
一
日
広
島
市

作
示
甲
第
七
十
九
号
の
一
ー
[
)

二
十
六
広
島
市
負
債
賂
理
委
員
会
手
当
金
支
給
規
楳
（
昭
和
十
六

犯
一
月
一
H
広
島
市
告
示
甲
第
七
十
八
号
の
一
）

二
十
七
広
島
市
廂
莱
奨
励
規
粒
（
大
正
四
年
八
月
広
島
市
街
示
甲

第
六
十
六
号
）

二
十
八
広
島
市
賀
品
事
狗
所
菜
謗
取
扱
規
松
（
昭
和
十
―
―
一
年
九
月

十
日
広
島
市
ふ
11
示
甲
第
百
十
一
＿
一
号
）

広
島
市
保
養
院
管
理
規
則
の

こ
こ
に
公
布
す
る
。

広
島
市
規
則
第
六
十
七
号

広
島
市
民
生
委
負
事
移
所
設
骰
規
程
を
廃
止
す
る
規
則

広
島
市
民
生
委
員
事
務
所
設
置
規
程
（
昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十

日
広
島
市
規
則
第
六
十
宜
号
）
は
｀
廃
止
す
ろ
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
H
か
ら
施
行
す
る
。

l

部
を
改
正
す
る
規
則
を

昭
和
二
十
八
年
十
月
日

広
島
市
長
職
秘
代
理
者

広

島

市

助

役

高

山
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委
員
長
及
び
副
委
員
長
は
富
委
負
が
互
選
す
る
。

委
負
長
は
、
委
員
会
を
総
理
す
る
。

4

副
委
負
長
は
。
委
員
長
を
補
佐
し
~
委
員
長
に
事
故
が
あ
る
と

き
は
｀
そ
の
職
移
を
代
理
す
る
。

（
招
集
）

第
五
条
委
負
会
は
｀
委
員
長
が
招
集
す
る
。

（
議
事
）

第
六
条
委
負
会
は
、
半
数
以
上
の
委
負
が
出
席
し
な
け
れ
ば
畜
会

議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

2

委
員
会
の
議
事
は
、
出
席
議
員
の
過
半
数
で
決
す
る
。
可
否
同

数
の
と
き
は
．
委
員
長
の
袂
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
0

.

（
庶
移
）
・

第
七
条
委
負
会
の
庶
酪
は
＂
建
設
局
総
移
課
に
お
い
て
処
理
す

る。

第
八
条
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
外
。
委
員
会
に
関
し
必
痰
な

事
項
陀
委
員
会
が
定
め
る
。
．

附
則
・

こ
の
規
則
は
．
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

広
島
市
民
生
委
員
事
務
所
設
置
規
程
を
魔
止
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

二
十
九
度
抵
衡
取
締
吏
負
証
J

件
（
昭
和
六
年
十
二
月
広
島
市
告

示
甲
第
百
一
＿
一
号
）

三
十
広
島
市
殺
械
工
訓
育
所
規
程
（
昭
和
十
一
＿
一
年
十
月
五
日
広
島

市
告
示
甲
第
百
二
十
一
号
）

―
―
工
'
-
広
島
市
機
械
工
f狂
成
所
授
業
料
徴
収
規
程
（
昭
和
十
一
＿
一
年

十
月
十
―
―
一
日
広
島
市
告
示
甲
第
百
二
十
七
号
）

三
十
二
広
島
市
工
業
指
導
所
規
程
（
昭
和
十
万
年
八
月
八
日
広
島

市
告
示
甲
第
百
八
号
）

―
―
-
+
＝
一
広
島
市
公
設
市
場
使
用
料
条
例
施
行
細
則
（
大
正
十
一
年

四
月
広
島
市
告
示
甲
第
二
十
一
号
）

三
十
四
広
島
市
水
主
町
共
同
荷
揺
場
管
理
規
則
（
昭
和
五
年
五
月

広
島
市
告
示
甲
第
四
十
二
号
）

三
十
五
家
畜
克
買
代
金
、
交
換
差
金
．
迩
約
金
並
代
納
証
害
取
扱

手
続
（
大
正
一
＿
一
年
一
月
広
島
市
告
示
甲
第
六
号
）

三
十
六
広
島
市
設
上
屋
及
起
軍
機
管
理
並
使
用
料
条
例
施
行
細
則

（
昭
和
八
年
五
月
広
島
市
告
示
甲
第
八
十
三
号
）

三
十
七
広
島
市
診
療
所
規
程

．（
昭
和
四
年
八
月
広
島
市
告
示
甲
第

七
十
八
号
）

三
十
八
広
島
市
衛
生
組
合
設
骰
規
程
（
昭
和
十
一
年
二
月
広
島
市

告
示
甲
第
十
一
号
）

三
十
九
広
島
市
屎
尿
汲
取
手
数
料
条
例
施
行
細
則
（
昭
和
十
一
年

一
月
広
島
市
告
示
甲
第
一

1

一号）

四
十
広
島
市
立
術
生
試
験
所
試
験
規
根
（
大
正
十
互
年
十
一
月
広

島
市
告
示
甲
第
九
十
九
号
）

四
十
一
広
島
市
立
畑
賀
病
院
病
室
使
用
料
委
託
息
者
収
容
料
及
手

数
料
条
例
施
行
細
則
（
昭
和
八
年
九
月
広
島
市
告
示
甲
第
百
四
十

＇
四
号
）

四
十
二
広
島
市
花
柳
病
診
療
所
使
用
料
及
手
数
料
条
例
施
行
細
則

（
昭
和
十
宜
年
七
月
―
―
-
H
広
島
市
告
示
甲
第
八
十
九
号
）

四
土
―
―
広
島
市
土
木
工
康
執
行
細
則
（
昭
和
十
年
四
月
広
島
市
告

示
甲
第
四
十
四
号
）

四
十
四
広
島
都
市
計
画
事
業
逍
路
新
設
拡
築
哭
益
者
負
担
施
行
規

程
（
昭
和
五
年
九
月
広
島
市
告
示
甲
第
五
十
六
号
）

四
十
五
旧
溝
渠
敷
特
売
方
法
（
明
治
四
十
四
年
十
二
月
広
島
市
告

示
甲
第
二
十
八
号
）
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昭
和
二
十
八
年
十
月
十
四
H

広
島
市
長
職
移
代
理
者

広

島

市

助

役

高

広
島
市
規
則
第
六
十
八
号

広
島
市
保
旋
院
管
理
規
則
の
一
部
を
敦
正
す
る
規
則

広
島
市
保
投
院
管
理
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
八
月
十
一
日
広
島
市

規
則
第
一
＿
＿
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
事
移
長
」
の
次
に
「
看
應
婦
長
」
を
加
え
る
。

第
五
条
第
一
＿
＿
項
を
次
の
よ
う
に
改
あ
め
る
。

3

看
應
婦
長
は
．
院
長
の
命
を
受
け
て
君
誨
婦
を
指
揮
監
督
す

る。

4

そ
の
他
の
戟
員
は
~
上
旬
の
命
を
受
け
で
事
諮
又
は
技
衛
そ
の

他
の
職
謗
に
従
事
す
る
。
•

附

則

こ
の
規
則
は
．
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
ろ
。

広
島
市
乳
児
院
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

昭
和

1

一
十
八
年
十
月
十
四
日

広
島
市
長
職
務
代
理
者

．

広

島

市

助

役

高

山

―

―

―

―

広
島
市
規
則
第
六
十
九
号

広
島
市
乳
児
院
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
ろ
規
則

広
島
市
乳
児
院
管
理
規
則
（
昭
和

1

一
十
七
年
広
島
市
規
則
第
六
号

の
三
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
事
孫
長
」
の
次
に
「
蒲
臨
婦
長
」
を
加
え

る。
第
四
条
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

3

渭
碑
婦
畏
は
。
院
長
の
命
を
受
け
て
洒
臨
婦
及
び
保
母
を
指
揮

監
督
す
る
。

4

そ
の
他
の
職
負
は
、
上
司
の
命
を
受
け
て
●
謗
叉
は
抜
衛
そ
の

他
の
職
猪
に
従
事
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
。
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

九
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四
十
六
誼
路
工
事
受
益
者
負
担
規
程
（
昭
和
六
年
十
月
広
烏
市
告

示
甲
第
八
十
二
号
）

四
十
七
道
路
工
事
受
益
者
負
担
規
程
細
則
（
昭
和
六
年
十
月
広
島

市
告
示
甲
第
八
十
三
号
）

四
十
八
広
島
市
々
営
住
宅
使
用
条
例
施
行
細
則
（
昭
和
十
年
八
月

広
島
市
告
示
甲
第
六
十
号
）

四
十
九
諧
渠
敷
道
路
敷
下
水
敷
使
用
規
程
（
大
正
六
年
八
月
広
島

市
告
示
甲
第
五
十
六
号
）

五
十
溝
渠
敷
下
水
道
敷
使
用
二
関
ス
ル
件
（
大
正
九
年
一
月
広
島

市
告
示
甲
第
二
号
）

五
十
一
実
印
届
出
方
（
明
治
二
十
四
年
九
月
広
島
市
告
示
甲
第
二

十
九
号
）

五
十
二
戸
窃
地
番
号
二
閃
ス
ル
件
（
明
治
＿
＿
一
十
一
年
九
月
広
島
市

告
示
甲
第
十
八
号
）

五
十
三
広
島
市
公
会
堂
使
用
料
条
例
旅
行
細
則
（
大
正
元
年
八
月

広
烏
市
告
示
甲
第
一
号
）

五
十
四
看
誨
婦
旋
成
規
程
（
昭
和
一
＿
一
年
四
月
広
島
市
告
示
甲
第
1

1

十
五
号
）

万
十
五
広
島
市
H
用
品
等
交
換
斡
旋
所
手
数
料
条
例
旅
行
細
則

（
昭
和

1

一
十
年
四
月
一
日
広
島
市
告
示
甲
第
四
十
八
号
）

宜
十
六
広
島
市
日
用
品
等
交
換
斡
旋
評
価
委
員
会
規
程
（
昭
和
1

1

十
年
四
月
ー

13
広
島
市
告
示
甲
第
四
十
九
号
）

五
十
七
警
醤
橋
使
用
料
条
例
施
行
細
則
（
大
正
十
一
年
七
月
広

島
市
告
示
甲
第
四
十
二
号
）

五
十
八
広
島
市
水
韮
使
用
条
例
施
行
細
則
(
•
昭
和
二
十
年
ー
ー
一
月
広

島

市

告

示

甲

第

四

十

号

）

‘

冗
十
九
，
広
島
市
有
不
動
廂
売
却
及
職
エ
人
夫
供
給
入
札
方
法
（
明

治
四
十
一
年
一
二
月
広
島
市
告
示
参
甲
第
十
号
）

六
十
広
島
市
衛
生
事
謗
施
行
規
則
（
明
治
二
十
四
年
一
一
一
月
広
島
市

告
示
参
甲
第
十
九
号
）

六
．
十
一
手
数
料
条
例
二
関
ス
ル
条
例
取
扱
方
（
明
治
三
十
二
年
五

月
広
島
市
告
示
庁
参
甲
第
十
宜
号
）

六
十
二
収
入
金
滞
納
者
財
産
差
押
吏
員
証
票
（
明
治
―
―
-
+
―
―
一
年
六

月
広
島
市
告
示
参
甲
第
一
＿
一
十
八
号
）

八

山
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広
島
市
規
則
第
七
十
二
号

広
島
市
乳
児
院
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

広
島
市
乳
魁
院
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十

七
年
広
島
市
規
則
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
＿
＇

る。•
第
一
条r
t
l「
広
島
市
乳
児
院
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
」
の
下
に

「
（
昭
和
二
十
七
年
広
島
市
条
例
第
一
ー
・
十
二
号
）
」
を
加
え
、
同
条

第
一
m
を
岳
ハ
の
よ
ぅ

r没
め
る
。

一
使
用
料
の
額

昭
和
二
十
八
年
十
月
十
四
日

広
島
市
長
職
猪
代
理
者

広

島

市

助

役

高

山

広
島
市
長

I

I

 

広
島
市
乳
児
院
使
用
料
及
び
手
数
判
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

右
の
誦
h
料
金
の
減
免
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭

和

年

月

R

右

氏
殿

名

⑲

四

．

病

名

五
．
使
用
料
及
び
手
数
料
の
額

六
、
滅
免
希
梨
願

七
｀
滅
免
願
出
理
由

円
ド

月

H
生

9
J
 

料

金

滅

免

願

語

府

市県

郡

一
．
現
住
所
広
島
市

一
、
氏
名
及
び
生
年
月

n

一
｀
本

町
村町

番
地 番

地

別
記
様
式

•9 
•• 

,19-•11,.,' 

奮

＼

△

 

償
A

ぃ

§
i
t？
頃
．
八
，

,
 

年

月

日

生

右
の
者
~
こ
の
た
び
．
裳
院
に
入
院
診
療
を
受
け
た
い
と
存

じ
ま
す
か
ら
御
許
可
願
い
ま
す
。

な
お
~
御
許
可
の
う
え
は
畜
左
の
事
項
を
履
行
す
る
こ
と
を

現
住
所

番
地

本

笥入
院

願
（
広
島
市
廂
院
）

府

市

町

県

郡

村

広

島

市

町

職

業
患
者
氏
名

番
地

広
島
市
産
院
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

広
島
市
産
院
管
狸
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
八
月
十
一
日
広
島
市
規

則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
敬
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
事
謗
長
」
の
次
に
「
看
詭
婦
長
」
を
加
え

る。
第
五
条
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
ろ
。

3

看
詭
婦
長
は
。
占
院
長
の
命
を
受
け
て
看
殿
婦
を
指
揮
監
督
す

ろ

。

[

4

そ
の
他
の
職
員
は
。
上
司
の
命
を
受
け
て
事
務
叉
は
技
循
そ
の

他
の
職
謗
に
従
事
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
入
院
願
」
を
「
別
記
様
式
に
よ
る
入
院
願
」

に
致
め
。
同
条
第
三
項
中
「
保
証
人
連
慇
の
上
菩
約
杏
を
提
出
し
~
ー
一

を
削
り
。
同
条
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
入
院
願
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
．
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
記
様
式

広
島
市
規
則
第
七
十
号

昭
和
二
十
八
年
十
月
十
四
日

広
島
市
長
職
謗
代
理
者

広

島

市

助

役

高

山

広
島
市
産
院
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。
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広
島
市
産
院
使
用
判
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の

l

部
を
改
正
す
る
規
則
ぎ
J

こ
に
公
布
す
る
。

昭
和

1

一

十

八

年

十

月

十

四

日

．

広
島
市
長
職
移
代
理
者

広

島

市

助

役

高

山

．

一

三

広
島
市
規
則
第
七
十

l

l

一号

広
島
市
産
院
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
．
一
部
を

改
正
す
る
規
則

広
島
市
産
院
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六

事
務
袈
一
人
一
日
当
り
一
四
八
円
七
冗
錢

事
業
喪
一
人
一
日
当
り
八
一
円
一
＿
一
九
錢

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
五
条
使
用
料
叉
は
手
数
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
。

そ
の
事
由
を
具
ビ
別
記
第
一

1

一
号
様
式
に
よ
る
料
金
滅
免
願
を
市

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
記
第
二
号
様
式
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
記
第
三
号
様
式

ー

1

j

I

料

金

滅

免

願

．

一

本

窟

府

市

町

番

地県

郡

村

番

地

二

現

住

所

広

島

市

町

番

地

―

―

一

氏

名

及

び

生

年

月

日

年

月

日

生

四

使

用

料

及

び

手

数

料

の

額

・

円

五
滅
免
希
望
願

一
六
滅
免
願
出
理
由

右
の
通
り
料
金
の
滅
免
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭

和

年

月

日

右

氏

名

⑲

殴

広
島
市
長

,

.

 

1

,

1

 

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
月
に
つ
き
四
十
円

一
回
に
つ
き
六
百
円
（
但
し
。
双
生
児
の

場
合
は
一
回
に
つ
き
九
百
円
）

沐
浴
料
一
回
に
つ
き
―
-
＿
十
円

胎
盤
処
嵌
料
一
回
に
つ
き
七
十
円

寝
具
使
用
料
一
日
に
つ
き
四
十
円

洗

濯

料

一

日

に

つ

き

十

円

ニ
ッ
ク
ス
線
写
其
撮
影
料

四
つ
切
一
枚
に
つ
き
―
―
一
百
円

八
つ
切
一
枚
に
つ
き
ー
ー
百
円

―
―
手
数
料

注
射
手
数
料
（
罪
脈
内
）
一
回
に
つ
き
四
十
円

（
皮
下
筋
肉
内
）
一
回
に
つ
き
二
十
円

診

断

否

料

一

涌

に

つ

き

五

十

円

．

証
明
苔
料
一
涌
に
つ
き
五
十
円

検
案
害
料
一
涌
に
つ
き
百
円

処
方
箋
料
一
涌
に
つ
き
五
十
円

第
二
条
を
削
り
｀
第
三
条
に
次
の
但
害
を
加
え
｀
同
条
を
第
二
条

と
す
る
。但

し
｀
他
原
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
｀
国
民

健
脹
保
険
法
（
昭
和
十
三
年
法
律
第
六
十
号
）
、
船
負
保
険
法

（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
、
労
仇
者
災
宙
補
恨
保
険
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
＂
児
齊
福
祉
法
（
昭
和
二
十

＿
一
年
法
器
屑
六
十
四
号
）
国
家
公
移
翌
裔
組
合
法
（
昭
和
ー
ー

年
八
月
十
一
日
広
島
市
規
則
第
一
―
―
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
条
広
島
市
産
院
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
二
十
六
年

八
月
十
一
日
広
島
市
条
例
第
二
十
八
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
使

用
料
及
び
手
数
料
の
額
ほ
~
健
康
保
険
法
及
び
船
員
保
険
法
の
規

走
に
よ
る
朕
捉
に
要
す
る
変
用
の
額
の
算
定
方
法
（
昭
和
十
八
年

厚
生
省
告
示
第
六
十
六
号
）
に
基
い
て
算
定
し
た
額
と
す
る
。
但

し
・
左
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
喩
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

ー
使
用
料

初
診
料

分
娩
料

．
 

＼
 

ー1‘‘,'≪'”9
,．鼠ー：；ダ

．
 

広
島
市
保
投
院
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十

七
年
広
島
市
規
則
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
条
広
島
市
保
旋
院
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
二
十
五

広
島
市
保
狡
院
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

広
島
市
規
則
第
七
十
一
号

昭
和
二
十
八
年
十
月
十
四
日

広
島
市
長
職
務
代
碑
者

広

島

市

助

役

高

山

広
島
市
保
養
院
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

広
島
市
長
殿

年

（
保
証
人
住
所
）

（
職
栗
患
者
と
の
続
柄

氏

名

⑲

月

日
生

年

名

⑲月

日
生

，
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菩
約
し
ま
す
。

一
産
院
の
諸
規
定
を
涸
守
い
た
し
ま
す
。

二
入
院
賎
浩
療
袈
そ
の
他
の
諸
費
用
は
｀
揖
定
の
期
日
ま

で
に
祖
述
な
く
納
付
し
ま
す
。
も
し
万
一
｀
本
人
に
お
い
て

納
付
し
な
い
場
合
は
。
身
元
保
証
人
に
お
い
て
必
ず
納
付
し

ま
す
。

三
手
術
そ
の
他
診
療
中
に
お
け
る
不
固
の
事
故
に
つ
い
て
は

何

ら

の

異

議

を

申

し

ま

せ

ん

。

．

四
療
捉
上
の
指
示
及
び
こ
の
菩
約
に
背
い
た
場
合
は
~
退
院

を
命
ぜ
ら
れ
て
も
異
猿
を
申
し
ま
せ
ん
。

昭

和

年

月

日
（
願
出
人
住
所
）

（
患
者
と
の
続
柄
）

氏

年
十
一
月
十
日
広
島
市
条
例
第
四
十
一
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る

使
用
料
及
び
手
数
料
の
額
は
．
健
康
保
饂
法
及
び
船
負
保
険
法
の

規
定
に
よ
る
療
楚
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
昭
和
十
八

年
厚
生
省
告
示
第
六
十
六
号
）
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
額
と
す
．

る
°
但
し
、
左
の
各
号
℃
描
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
。
そ
れ
ぞ
れ

当

該

各

号

に

定

め

る

額

と

す

る

。

．

一
~
使
用
料

初
診
料
一
月
に
つ
き
四
十
円

ニ
ッ
ク
ス
線
写
其
撮
影
料

四
つ
切
一
枚
に
つ
き
―
―
ー
百
円

八
つ
切
一
枚
に
つ
き
―
ー
百
円

二
、
手
数
料

注
射
手
数
料
（
罪
脈
丙
）
一
回
に
つ
き
四
十
円

-

（

皮

下

筋

肉

内

）

一

回

に

つ

き

二

十

円

診

断

害

料

一

通

に

つ

き

五

十

円

証

明

書

料

ー

通

に

つ

き

五

十

円

検

案

書

料

一

通

に

つ

き

百

円

処

方

箋

料

ー

通

に

つ

き

五

十

円

第
二
条
を
削
り
0
•第
三
条
に
次
の
但
習
を
加
え
。
同
条
を
第
二
条

と
す
る
。但

し
~
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
、
国
民
健

康
保
険
法
（
昭
和
十
―
―
一
年
法
律
第
六
十
号
）
，
船
員
保
険
法
（
昭
和

十
四
年
法
律
第
七
十
一
一
一
号
）
、
労
佑
者
災
宙
補
償
保
険
法
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
充
十
号
）
国
家
公
謗
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
，
生
活
保
雄
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

百
四
十
四
号
）
文
は
結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十

六
号
）
の
適
用
を
受
け
る
者
に
あ
っ
て
は
~
じ
後
に
お
い
て
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
を
第
一
一
一
条
と
し
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
i

第
三
条
使
用
料
叉
は
手
数
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
~

そ
の
事
由
を
具
し
別
記
様
式
に
よ
る
料
金
滅
免
願
を
市
長
に
提
出

し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
。
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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大

芝
市
役
所

似

島

旧

張

広
島
市
告
示
第
百
十
九
号

狂
犬
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
五
年
怯
律
第
一
ー
百
四
十
七
号
）
第
五

条
の
規
定
に
よ
る
昭
和
二
十
八
年
度
定
期
狂
犬
病
予
防
注
射
（
後
期

分
）
を
左
記
に
よ
り
実
施
す
る
か
ら
＂
所
定
の
期
間
内
に
澗
れ
な
く

飼
犬
に
対
し
。
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ら
れ
た
い
。

B
 

―-＝
1
"
2
 

一
｀
狂
犬
病
予
防
注
射
実
施
場
所
期
日
及
び
時
間
（
小
雨
で
も
行
う
。
）

月

日

ご

胃

一

実

施

時

間

．

実

十
月
十
四
旦
水
一
＿
＿
＿
一
時
し
一
六
時

一
草

律

小

学

ク

十

五

日

-

*

―

グ

一
古

田

保

育

―

―

-

十
月
十
六
日
金
一
―
_
＿
一
時
し
一
六
時
一
南
観
一
音
派
出
所

i

••• 

グ

十

七

Hi

士

一

グ

一
中

広

中

学

校

一

広

一

ク

十

九

日

月

i

グ

一
神

綺

小

学

校

i

舟

入

病

院

一
江

波

小

学

校

9

1

1

11ー

・'

,

，ー
ー
1ー

1-
牛

田

小

学

白

島

小

学

校

一
基

町

市

営

田

子

寮

ク

ニ

十

且

火

一

II

ー

一

ー

ー

ー

一
広

陵

高

校

市
役
所

宇

ー

品

ー

出

張

所

．

ク
ニ
十
一
日
『
水

―

ク

―
宇

品

警

察

．

．
 

千
田
町
―
―
一
丁
目
．

一
ー
ー
ー
1‘
,
1
ー
！

一

千

田

小

学

-

広

島

市

役

所

一

広

島

大

学

工

学

部

ー
，仁ー
ー
，
＇
1

_

ー

グ

1
1
+
1
-
R
-
*
-
I
I

一
西
地
方
町

ク

1
-＋
＇
-
―
-
H
i金
ー

一
中
島
小
学
吉
島
布

2

年
会
船
~
一
獣
医
畜
産
会
館

・
荒

大

洲

町

派

出

所

一

中日

踏

小

学

校

1

一
十
四
日
―

,
H

―

一

t

大
須
賀
町

.9
1
1
 

二
十
六

n

□n
-

―

矢

毘

・

長

小

学

校

一

広

島

鉄

道

病

院

ー

二

十

七

且

火

一

ー

段

原

校

一

皆

央

小

学

校

一一

鯉

晶

叫

所

一
袋

1

一
十
八

H-
しか

i

一

楠

那

校

一

淵

二
十
九
R
[
．
不
―

-
＿
四
一

一

i
 

一

――

-+n
金

―

一

東

ー
し
＇

__ -＋

-n

＿一
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健
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”5 t:會

汎そ

翌

グ

小

を
C

ク．“

小

学

校

瞬

保

約
9今／』

グ

大

河

小

学

峻

西

福

寺

，，／ 

II 

微

町 1、島

小

学

,J、|出

学狼

町

小

学

校

I/ 

ク

広

女

子

中

学

，I 

グ

賀

小

ぃr・
チ

I/ 

I,/ 

神

小

学

ク

顛

小

i‘C 

｀ 
-Jー

校
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、
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1
1
・廿

本

Jl I 

小

》‘‘ら
子

校

殴

昔

小

9ゞチ^

按

斐

小

学

校
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二
、
招
餌
日
時

二
、
招
集
場
所

~
 

広
島
市
告
示
第
百
二
十
二
号

i

昭
和
二
十
八
年
九
月
十
九

n

一

広
島
市
長
戦
務
代
碑
者

一

広

島

市

助

役

高

広
島
市
告
示
第
百
二
十
一
号

昭
和
二
十
八
年
九
月
十
九
円

広
島
市
長
職
税
代
理
者

広

島

市

助

役

高

山

左
記
の
通
り
臨
時
市
議
会
を
招
摂
す
る
。

B
 

-it"
 

昭
和
二
十
八
年
九
月
二
十
六
日
午
前
十
時

広
島
市
役
所

己

古

田鳳巳
天

満

拙
畑
ー
防

小

．

学

校

戻・1
施

午

中

学

校

小

学

校

場

ー

-
I
 

-B 

◎

告

ホ

T 、 ・し1

;・. 

追
つ
て
｀
登
録
を
受
け
て
い
な
い
犬
~
鑑f
Lを
つ
け
て
い
な
い
犬

予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い
犬
又
は
注
射
済
匹
が
（
本
年
後
期
紫
色
）

を
つ
け
て
い
な
い
犬
は
、
捕
艇
さ
れ
：
て
の
銅
ヽ
手
は
狂
犬
病
予
防
法

第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
一
＿
一
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
か
ら
申
し
涼
え
る
。

昭
和
二
十
八
年
九
月
十
六
日

広
島
市
長
職
琥
代
理
者

広

島

市

助

役

高

.―且i

広
島
市
告
示
第
百
一
＿
十
号

建
築
基
準
法
第
五
十
四
条
の
規
定
に
基
き
、
左
記
の
涌
り
公
開
に

よ
る
聴
聞
を
行
う
。

昭
和
二
十
八
年
九
月
十
八
日

広
島
市
長
戦
移
代
理
者

広

島

市

助

役

高

山

一

―

――

B
 

―-―-n
 

一
、
開
他

H
時
昭
和
＿
一
十
八
年
九
月
二
十
二
日
午
前
十
時

二
、
開
催
場
所
広
島
市
国
泰
寺
町
三
九

広
島
市
庁
舎
内
建
設
局
長
室

―
―
-
、
申
防
者
住
所
広
島
市
段
原
大
畑
町
ー
ニ
＝
ア
ー
ー

四
、
申
荀
者

氏

名

山

根

力

五
、
建
築
湯
所
広
島
市
段
原
大
畑
町
ー
ニ
―
―
-
l
-

―

六
｀
用
途
概
要
舞
踏
場
。
木
造
一
＿
陪
建
．
延
六
二
。
―
―
一七
五
平

方
メ
ー
ト
ル
（
用
途
変
更
）

七

畜

地

域

住

居

地

域

八
畜
迦
由
当
該
建
薬
物
は
建
韮
某
準
法
第
四
十
九
条
第
一

項
（
別
表
第
一
い
項
）
の
建
築
制
限
に
該
当
す

る
も
の
で
あ
る
が
同
条
但
習
の
規
定
に
よ
っ
て

建
築
を
許
可
し
た
い
の
で
。
同
第
五
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
茄
く
公
開
聴
聞
を
行

5
0

ー

t
e
,
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ヽ
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．． し
i
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、

． 

広
島
市
規
則
第
七
十
四
号

広
島
市
田
子
寮
使
用
料
徴
収
条
例
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正

昭
和
二
十
八
年
十
月
十
四
H

広
島
市
長
職
謗
代
理
者

広

島

市

助

役

高

山

広
島
市
母
子
寮
使
用
料
微
収
条
例
施
行
細
則
の

改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

広
島
市
長

殿
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府県

二

現

住

所

広

島

市

三
氏
名
及
び
生
年
月
日

四

病

名

五
使
用
料
及
び
手
数
料
の
額

六
減
免
希
艇
額

七
滅
免
願
出
理
由

右
の
涌
り
料
金
の
放
免
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭

和

年

月

日

右

氏

円

年

本

箱

町郡市

番村町
月地

料

金

赦

免

願

一
部
を

名

R 日
生

番
地

十
＿
＿
一
年
法
律
第
六
十
九
号
）
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
百
四
十
四
号
）
又
は
結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九

十
六
号
）
の
適
用
を
受
け
る
者
に
あ
っ
て
は
。
じ
後
に
お
い
て
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

-

第

四

条

を

第

三

条

と

し

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

＼

第
三
条
使
用
料
叉
は
手
数
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
ろ
者
は
、

そ
の
事
由
を
具
し
て
奮
別
記
様
式
に
よ
る
料
金
減
免
願
を
市
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

・

こ
の
規
則
住
公
布
の
日
か
ち
施
行
す
る
。

別
記
様
式

診
断
書
料

証
明
困
料

山 ．

山
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昭
和
二
十
八
年
十
月
十
四
日

広
島
市
長
職
移
代
理
者

広
島
市

助

役

高

広
島
市
規
則
第
七
十
五
号

広
島
市
診
服
所
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

広
島
市
診
療
所
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十

七
年
広
島
市
規
則
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
5
に
改
正
す
る
。

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
条
広
島
市
診
僚
所
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
四
年
八

月
広
島
市
条
例
第
六
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
使
用
料
及
び
手
数
料

の
額
は
．
健
康
保
健
法
及
び
船
負
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
朕
投
に
要

す
る
袈
用
の
額
の
算
定
方
法
（
昭
和
十
八
年
厚
生
省
告
示
第
六
十
六

号
）
に
基
い
て
算
定
し
た
額
と
す
る
。
但
し
｀
左
の
各
号
に
毘
げ
る

も
の
に
つ
い
．
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
使
用
料

初

診

料

一

月

に

つ

き

四

十

円

手
数
料

注
射
手
数
料
（
静
脈
内
）
一
回
に
つ
き
四
十
円

（
皮
下
、
筋
肉
内
）
一
回
に
つ
き
二
十
円

一

遥

に

つ

き

五

十

円

'

一
通
に
つ
き
充
十
円

広
品
市
長

9.1ー

殿

右

氏

名

⑲

右
の
通
り
料
金
の
滅
免
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭

和

年

月

日

七六五四三＝

府県

現
住
所
広
島
市

氏
名
及
び
生
年
月
日

病

名

使
用
料
及
び
手
数
料
の
額

減
免
希
招
額

滅
免
願
出
理
由

円

日
生

本

箔

町郡市

年
番村町

月地

番
地

す
る
規
則

広
島
市
母
子
寮
使
用
料
徴
収
条
例
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
五
年
一

月
十
二
日
広
島
市
規
則
第
六
十
一
号
の
三
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
四
条
を
第
五
条
と
し
。
第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
四
条
入
寮
又
は
退
寮
の
日
が
月
の
中
途
の
場
合
に
お
い
て
は
．

そ
の
月
の
使
用
料
は
、
日
割
計
算
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
｀
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

|

|

,

．

1,'

，

！

,'’
1
,

＇ 

広
島
市
診
疲
所
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

検
案
書
料
一
遥
に
つ
き
百
円

処
方
箋
料
ー
通
に
つ
き
五
十
円

第
二
条
を
削
り
畜
第
三
条
に
次
の
但
書
を
加
を
同
条
を
第
一
一
条

と
す
る
。

．

但
し
畜
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
、
国
民

健
康
保
険
法
（
昭
和
十
一
ー
ー
年
法
律
第
六
十
号
て
船
員
保
険
法

（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
ー
―
一
号
）
、
労
佑
者
災
害
補
償
保
険
法

（
昭
和
二
十
＿
一
年
法
律
第
五
十
号
）
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

（
昭
和
二
十
一
＿
＿
年
法
律
第
六
十
九
号
て
生
活
保
誰
法
（
昭
和
ー
ー

十
五
年
法
律
第
喜
四
十
四
号
）
叉
は
結
雙
予
防
法
（
昭
和
二
十
六

年
法
律
第
九
十
六
号
）
の
適
用
を
受
け
る
者
に
あ
っ
て
は
~
じ
後

に
お
い
て
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
を
第
一
＿
一
条
と
し
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
．

第
l

l

一
条
使
用
翌
叉
は
手
数
料
の
滅
象
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
｀

そ
の
事
由
を
具
し
~
別
記
様
式
に
よ
る
料
金
減
免
願
を
市
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
記
様
式

料

金

減

免

願

9. 
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讐 c

広
島
市
告
示
第
百
二
十
四
号

脊
―
―
一
十
日
市
議
会
の
璽
い
を
経
た
｀
昭
和
二
十
八
年
度
広
島
市

特
別
会
計
社
会
保
険
広
島
市
民
病
院
衆
歳
入
出
予
算
追
加
の
痰
領

は
こ
人
の
通
り
で
あ
る
°
但
し
｀
こ
の
予
碑
は
。
即
日
施
行
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
九
月
＿
＿
一
十
日

広
島
市
長
職
移
代
理
者

広

島

市

助

役

高

昭
和
二
十
八
年
度
広
島
市
特
別
会
計
社
会
保
険
広
島
市
民
病

院
喪
歳
入
出
予
算
追
加

歳

入

―

―

使

用

料

及

び

手

数

料

金

式

百

七

拾

万

円

一

使

用

料

金

式

百

七

拾

万

円

歳

入

合

計

金

式

百

七

拾

万

円

歳

出

一

病

院

袈

．

金

式

百

七

拾

万

円

一

業

務

．
要

金

式

百

七

拾

万

円

歳

出

合

計

，

金
式
百
七
拾
万
円

歳
入
出
差
引
残
金
な
し

；＇ 

広
島
市
告
示
第
百
二
十
五
号

左
記
の
者
に
対
す
る
昭
和
二
十
八
年
度
不
動
産
差
押
調
杏
竺
受

領
拒
否
の
た
め
送
逹
不
能
に
つ
き
地
方
税
扶
第
二
十
条
及
び
広
島
市

税
条
例
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
―
-
H

広
島
市
長
職
務
代
理
者

広

島

市

助

役

高

B
 

E
u
 

一
、
広
島
市
十
円
市
町
十
四
番
地

山

口

広
島
市
告
示
第
百
二
十
六
号

歳

出

合

計

歳
入
出
差
引
残
金
な
し

熊

吉 山
山

金
八
千
壱
百
参
万
七
千
円

，
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（第90号），: I, 広 島 市

て
て
社
会
保
険
広
島
市
民
病
院
条
例
の

r部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

一
、
広
島
市
常
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
洞
定
に
つ

い
て

一
。
競
馬
法
一
部
改
正
に
よ
る
払
戻
金
邸
出
条
例
等
を
加
止
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

一
、
昭
和
二
十
八
年
度
広
島
市
災
宙
学
校
復
旧
事
莱
袈
公
債
方
法

一
、
昭
和
二
十
八
年
度
広
島
市
緊
場
施
設
披
備
事
業
毀
公
債
方
法

一
、
昭
和
二
十
八
年
度
広
島
市
中
央
卸
売
市
場
増
薬
事
莱
袈
公
債
方

殊
一
、
昭
和
二
十
八
年
度
広
島
市
特
別
会
計
社
会
保
険
広
島
市
民
病
院

贅
歳
入
出
予
算
追
加

一
、
契
約
締
結
の
承
認
に
つ
い
て

一
。
契
約
締
結
の
承
認
に
つ
い
て

一
、
契
約
締
結
の
問
窓
に
つ
●
て

一
、
契
約
締
結
の
同
意
に
つ
い
て

一
、
契
約
締
結
の
阿
意
に
つ
い
て

一
~
契
約
締
結
の
同
意
に
つ
い
て

一
、
予
算
外
義
務
角
担
に
つ
い
て

一
、
財
廂
の
処
分
に
つ
い
て

て
契
約
締
結
の
同
意
に
つ
い
て

報

て
一
、
広
島
市
公
安
委
負
会
の
行
う
許
可
手
数
料
徴
牧
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

一
、
広
島
市
逮
湾
施
設
使
用
料
条
例
制
定
に
つ
い
-
J

ズ
広
島
市
洒
路
交
涌
取
締
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

一
、
広
島
市
舟
入
病
院
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

じ-i-K" ．
 

ー
。
昭
和
二
十
八
年
度
広
島
市
歳
入
出
予
算
追
加

一
。
広
島
市
職
負
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

九
月
二
十
六
日
招
集
の
臨
時
市
議
会
に
付
す
る
事
件
は
｀
左
記
の

通
り
。

• 
,
1
,＇
9
,
．
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山
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 ＇ 

,＇,
1・

昭
和
一
＿
十
八
年
度
定
期
牧
入
、
固
定
資
産
税
第
一
＿
期
徴
税
令
書
、

市
内
宮
土
見
町
田
中
キ
ク
外
一
＝
‘
-
八

0
七
件
住
所
不
明
の
た
め
．
送
逹

不
能
に
つ
き
．
地
方
税
法
第
二
十
条
及
び
広
島
市
税
条
例
第
十
一
条

の
規
定
に
よ
り
．
十
月
五
日
か
ら
十
月
十
八
H
ま
で
の
十
四
日
間
公

示
す
る
。

な
お
、
右
公
示
分
納
期
は
、
昭
和
一
平
八
年
九
月
一
日
か
ら
同
月

弓
＇
日
喜
と
あ
る
を
、
同
年
九
竺
日
か
ら
十
月
ぷ
日
ま
で
に

変
更
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
宜
日

広
島
市
長
職
移
代
理
者

広

島

市

助

役

高

広
島
市
告
示
第
百
二
十
・
七
号

昭
和
二
十
八
年
度
定
期
収
入
。
市
民
税
第
二
期
督
促
状
、
市
内
西

白
島
町
土
井
正
夫
外
五
九
六
件
~
住
所
不
明
の
た
め
送
逹
不
能
に
つ

角
地
方
税
法
第
二
十
条
及
び
広
島
市
税
条
例
第
十
一
条
の
規
定
に

よ
り
。
十
月
荘
日
か
ら
十
月
十
八
日
ま
で
十
四
日
間
公
示
す
る
。

な
お
、
右
公
示
分
の
督
促
指
定
期
限
は
~
昭
和
二
十
八
年
九
月
二

を
．
同
年
九
月
二
十
日
か
ら

十
日
か
ら
同
月
二
十
八
日
ま
で
と
あ
る

十
月
十
九
日
ま
で
に
変
更
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
五
日

広
島
市
長
職
孫
代
理
者

広

島

市

助

役

高

広
島
市
告
示
第
百
二
十
八
号

広
島
市
宇
品
町
地
内
の
別
紙
図
面
表
示
の

(
B
)
水
路
及
び

(
C
)
水

路
は
＂
昭
和
一
＿
十
八
年
九
月
八
日
公
用
を
廃
止
し
よ

H
)
水
路
は
同

日
公
用
を
開
始
し
た
。

関
係
書
類
は
、
建
設
局
計
画
課
に
お
い
て
一
艘
の
縦
郊
に
供
す

る。

昭
和
二
十
八
年
十
月
十
―
―
-
H

広
島
市
長
職
猪
代
理
者

広

島

市

助

役

高

歳

入

二
地
方
財
政
平
衡
交
付
金

ー
地
方
財
政
平
衡
交
付
金

1

1

ー
公
企
業
及
び
財
産
収
入

五
財
産
売
払
代
金

四
分
担
金
及
び
負
担
金

一

分

担

金

五
使
用
料
及
び
手
数
料

一

使

用

料

―

―

手

数

料

六

国

匝

支

出

金

．

一
国
廊
補
助
金

七

県

支

出

金

1

一

補

助

企

八

寄

附

金

一

寄

附

金

十

一

雑

牧

入

二
弁
償
金
及
び
報
俄
金

―
―
―
物
品
売
払
代
金

六

雑

入

・

十

二

市

依

―

市

債

歳

入

合

計

．
捻ーJ

)
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会

喪
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市

践

会

袈
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電

金
九
拾
万
円

金
九
拾
万
円

ぃヽ――-．` .-^ー

金
喝
千
九
百
九
拾
万
六
千
円

金
党
千
九
百
九
拾
万
六
千
円

金
式
千
五
百
拾
七
万
六
千
円

金
式
千
五
百
拾
七
万
六
千
円

金
参
百
式
拾
四
万
円

金
参
百
式
拾
四
万
円

金
百
六
拾
八
万
六
千
円

金
参
拾
形
万
八
千
円

金
百
参
拾
六
万
八
千
円

金
七
拾
参
万
五
千
円

金
七
拾
参
万
式
千
円

金
式
拾
吃
万
七
千
円

金
弐
拾
受
万
七
千
円

金
参
百
八
万
四
千
円

金
参
百
八
万
四
千
円

金
九
拾
九
万
参
千
円

金
五
拾
万
円

金
拾
万
円

金
参
拾
九
万
参
千
円

金
式
千
六
百
万
円

金
式
千
六
百
万
円
．

金
八
千
形
百
参
万
七
千
円

ー

広
島
市
告
示
第
百
二
十
三
号
～

・

九
月
＝
―
十
日
市
哉
会
の
議
決
を
経
た
＂
昭
和
ー
―
十
八
年
度
広
島
市

歳
入
出
予
算
追
加
の
戒
領
は
．
次
の
通
り
で
あ
る
。
但
し
．
こ
の
予

算
は
＂
即
日
施
行
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
九
月
一
―
-
+
H
.

広
島
市
長
職
膀
代
狸
者

広

島

市

助

役

高

山

昭
和
一
＿
十
八
年
広
島
市
歳
入
出
予
算
追
加

厚

生

局

社
会
保
険
広
島
市
民
病
院
処
務
規
程
（
昭
和
二
十
七
年

広
島
市
訓
令
第
一
＿

i

十
四
号
）
の
全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。昭

和
二
十
八
年
十
月
一
H

広
島
市
長
職
移
代
理
者

広

島

市

助

役

高

山

一

i

-

―

社
会
保
険
広
島
市
民
病
院
処
秘
規
程

（
組
織
）

第
一
条
杜
鉗
保
険
広
島
市
民
病
院
（
以
下
「
病
院
」
と
い
う
。
）
に

（
以
下
「
診
療
各
科
」
と
い
う
。
）
及
び
室

事
務
局
並
び
に
左
の
科

を
骰
く
。

一

内

科

-

二

外

和

三

小

泥

科

四

産

婦

人

科

五
耳
恥
咽
喉
科

六

眼

科

七

歯

科

八

放

射

椋

科

九

薬

剤

，

室

”

◎

訓

“

―

―

―

―

-

；

↑

ヤ

広
島
市
訓
令
第
四
十
・
一
号

一
五 令

広
島
市
苦
示
第
百
二
十
九
号

昭
和
二
十
八
年
十
月
十
冗
日

.
、

広
島
市
長
職
務
代
碑
者

・

広

島

市

助

役

高

山

一

―

―

―

第
二
回
日
米
太
平
洋
市
長
会
談
出
席
の
た
め
市
長
在
外
中
、
地
方

自
治
法
第
百
五
十
二
条
に
よ
る
市
長
代
理
順
序
（
昭
和
二
十
六
年
六

月
十
九
日
広
島
市
規
則
第
二
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
広
島
市
助
役

高
山
ー
―
―
一
が
そ
の
職
務
を
代
理
し
て
い
た
が
、
市
長
幅
任
に
伴
い
、

昭
和
ー
―
十
八
年
十
月
十
七
日
か
ら
市
長
が
そ
の
職
務
を
と
る
。

=-gに
所

受

ー

ー

役

所

喪

四
整
察
消
防
要

．

一

啓

察

索

．

二

消

防

喪

―
―
―
消
防
団
袈

五

土

木

袈

一
迫
路
維
持
修
繕
要

四
逃
湾
維
持
修
繕
袈

六

教

育

変

ー

小

学

校

要

・

-
＝
中
学
按
袈

四
高
等
学
校
喪

七
仕
会
教
育
袈

十

語

．

袈

十
一
図
古
館
建
設
毀

十
二
災
宙
学
校
復
旧
翌

七
社
会
労
仇
施
設
喪

三
福
祉
事
務
所
袈

八
保
健
衛
生
費

八
舟
入
病
院
費

十
一
下
水
道
哭

，

十

四

陪

場

費

十
五
火
甜
場
究

二
十
居
場
揃
築
袈

九
廂
栗
経
済
袈

一

商

工

諮

袈

三
叫
年
水
産
諸
費

九
園
芸
綜
合
指
海
所
袈

十
一
中
央
卸
売
市
場
崩
築
毀

十
七
諮
支
出
金

六
過
年
度
支
出

七

雑

支

出

．

+
＝
―
財
政
調
壺
袈

四

‘ヽ

,
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金
参
百
六
拾
八
万
円

金
参
百
六
拾
八
万
円

金
七
百
四
拾
老
万
四
千
円

金
五
百
受
万
円

・
金
百
八
拾
五
万
円

金
五
拾
五
万
四
千
円

金
百
九
拾
弐
万
受
千
円

金
百
七
拾
九
万
老
千
円

金
拾
参
万
円

金
参
千
七
百
六
拾
六
万
円

金
九
拾
六
万
円

金
七
拾
受
万
四
千
円

金
拾
六
万
円

金
式
拾
八
万
受
千
円

金
拾
式
万
九
千
円

金
式
岳
ハ
百
拾
七
万
六
千
円

金
九
百
式
拾
四
万
円

金
拾
六
万
参
千
円

金
拾
六
万
参
千
円

金
受
千
四
百
九
拾
を
万
九
千
円

金
四
拾
参
万
参
千
円

金
五
百
九
拾
万
円

金
参
拾
必
万
八
千
円

金
式
拾
六
万
八
千
円

金
八
百
万
円

金
老
千
受
百
拾
万
円

金
百
万
円

金
百
万
円

金
拾
万
円

金
九
百
万
円

金
参
百
式
拾
八
万
円

金
式
百
万
円

金
五
拾
八
万
円

金
七
拾
万
円
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十

病

理

室

2

事
移
局
に
、
左
の
課
及
び
係
を
骰
く
。

庶

務

課

‘

、

庶

孫

係

．．
 

業

蒋

係

会

計

課

経

理

係

給

食

係

（
分
掌
事
謗
）

第
二
条
事
謗
局
並
び
に
診
朕
各
科
及
び
室
の
分
掌
事
移
は
＂
左
の

通
り
と
す
る
。

事

移

局

庶

移

課

庶

務

係

一
人
事
及
び
職
員
の
給
与
に
関
す
る
こ
と
。

二
文
書
の
接
受
薔
発
送
，
作
成
及
び
保
管
賂
理
に
関
す
る
こ

と。

三
財
廂
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

四
院
内
の
熙
備
畜
取
締
及
び
諮
抽
に
関
す
る
こ
と
。

五
公
印
の
管
守
に
関
す
る
こ
と
。

六
課
内
庶
移
及
び
他
の
い
ず
れ
の
所
管
に
も
属
し
な
い
も
の

に
関
す
る
こ
と
。

業

謗

係

一
患
者
の
受
付
及
び
入
退
院
事
語
に
関
す
る
こ
と
。

二
社
会
保
険
及
び
一
般
医
朕
事
移
に
関
す
る
こ
と
。

―
―
一
診
朕
録
の
撒
備
統
計
に
関
す
る
こ
と
。

会

計

課

経

理

係

一
参
予
算
決
算
に
関
す
る
こ
と
。

二
会
計
事
謗
に
関
す
る
こ
と
。

＿
―
-
物
品
の
出
納
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

四
課
内
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

給

食

係

一
患
者
給
食
に
関
す
る
こ
と
。

（
昭
和
二
十
二
●
年
二
月
二
●

應
口
示
逹
甲
第
十
―
―
―
号
）

四
軍
政
部
関
係
事
酪
処
理
に
つ
い
て

八
日
広
島
市
訓
令
第
二
号
）

冗
広
島
市
榜
察
職
員
並
び
に
消
防
職
負
の
旅
費
の
支
給
区
分
（
昭

和
二
十
四
年
六
月
一
日
広
島
市
告
示
乙
第
一
号
）

六
広
島
市
役
所
各
謝
経
理
卒
孫
取
扱
親
則
（
昭
和
十
八
年
十
二
月

-
1

十
八

H
広
島
市
作
示
逹
乙
第
六
号
）

七
広
島
市
統
計
李
幣
取
扱
規
料
（
昭
和
十
年
六
月
広
島
市
ふ
口
示
達

乙
第
六
号
）

八
広
島
市
産
業
統
計
調
杏
規
楳
（
昭
和
十
年
六
月
広
島
市
告
示
逹

乙
第
四
号
）

九
広
島
市
統
計
調
商
負
処
務
規
程
（
昭
和
●
年
六
月
広
島
市
告
示

達
乙
第
冗
号
）

十
広
島
市
工
業
指
導
所
使
用
料
及
手
数
料
徴
収
手
続
（
昭
和
十
五

年
八
月
十
日
広
島
市
告
示
逹
乙
第
六
号
）

十
一
広
島
市
常
設
家
畜
市
場
職
員
事
務
分
掌
並
び
に
事
膀
取
扱
手

鋭
（
大
正
一
翠
ヰ
一
月
広
島
市
告
示
逹
乙
第
一
号
）

丈
一
広
島
市
常
設
家
帝
市
場
吏
負
外
勤
規
程
（
大
花
十
四
年
八
月

広
島
市
府
ホ
達
乙
第
二
号
）

+
＝
一
広
島
市
設
上
屋
及
起
軍
機
管
理
並
使
用
料
徴
収
事
移
取
扱
順

序
（
昭
和
八
年
究
月
広
島
市
告
示
逹
乙
第
二
号
）

十
四
広
島
市
保
壺
院
病
室
使
用
料
徴
収
手
続
（
昭
和
十
四
年
冗
月

広
島
市
告
示
逹
乙
第
一
号
）

十
荘
広
島
市
保
投
院
経
理
事
移
取
扱
規
粒
（
昭
和
十
烹
年
十
一
月

七
日
広
島
市
出
口
示
逹
乙
第
四
号
）

●
六
広
島
市
保
液
院
処
移
規
程
（
昭
利
十
―
―
盃
年
十
一
月
七
日
広
島

市
m
n
示
達
乙
第
宜
号
）

十
七
広
島
市
屎
尿
汲
取
事
移
取
扱
手
続
（
昭
和
十
一
•
9
年
一
月
広
島

市
小
n
示
逹
乙
第
一
号
）

十
八
広
島
市
立
畑
賀
病
院
病
室
使
用
料
委
託
患
者
収
容
料
徴
牧
手

縦
（
昭
和
八
年
十
月
広
島
市
告
示
逹
乙
第
七
号
）

十
九
広
島
都
市
計
画
事
栗
受
益
者
負
担
金
徴
収
事
移
取
扱
手
続
（

昭
和
荘
年
十
月
広
島
市
告
示
逹
乙
第
四
号
）

二
十
広
島
市
水
道
使
用
条
例
施
行
細
則
取
扱
規
程
（
大
正
七
年
九

月
広
島
市
告
示
逹
乙
第
一
号
）

負

1ー

t

11} 

tit 

j

r

P

又府

戦
災
死
亡
者
弔
慰
金
規
租
等
を
廃
止
す
る
規
程
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

vo 

診
際
各
料

一

患

者

の

診

僚

に

関

す

る

こ

と

。

（

戦

秘

）

二
給
食
の
献
立
及
び
検
査
に
関
す
る
こ
と
。
第
四
条
事
謗
局
長
、
部
長
｀
薬
剤
部
長
・
病
理
室
主
任
及
び
総
宥

-
＝
患
者
の
入
院
及
び
退
院
の
決
定
に
関
す
る
こ
と
。
聰
婦
長
は
．
院
長
の
命
を
受
け
。
所
管
業
務
を
掌
理
し
｀
所
限
職

薬

剤

室

員

を

指

揮

監

督

す

る

。

一
薬
剤
に
関
す
る
こ
と
。

2
．
課
長
奮
係
長
及
び
濯
殿
婦
長
は
．
上
司
の
命
を
受
け
、
所
管
栗

二

麻

薬

及

び

圏

毒

薬

の

管

理

に

関

す

る

こ

と

。

移

を

掌

理

す

る

。

．

＇

病

理

室

．

第

五

条

社

会

保

険

広

島

市

民

病

院

条

例

（

昭

和

二

十

七

年

広

島

市

ー

病

理

試

験

検

寮

に

関

す

る

こ

と

°

条

例

第

一

―

―

十

八

号

）

第

七

条

に

定

め

る

診

朕

券

ほ

、

別

記

様

式

に

（

職

員

）

よ

る

。

第一
l

一
条
事
移
局
に
寧
移
局
長
を
｀
診
療
各
科
に
部
長
を
、
薬
剤
室
第
六
条
病
院
に
お
け
る
職
負
の
服
移
に
関
す
る
規
定
及
び
こ
の
規

に
薬
剤
部
長
を
。
課
に
課
長
を
。
係
に
係
長
を
・
病
理
室
に
病
理
程
施
行
に
必
要
な
規
則
は
、
市
長
の
承
誌
を
得
て
・
病
院
長
が
定

室

｀

王

任

を

骰

く

。

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

2

前
項
に
定
め
る
も
の
の
外
奮

3
層
詭
婦
長
及
び
看
應
婦
長
を
説
第
七
条
病
院
に
お
け
る
公
印
は
論
次
の
通
り
と
す
る
。

●
~
,
．
ー
'
,
~
;

ー

'

1

1

1

,

I

使

用

区

分

一

印

材

二

固

数

公
印
の
種
類
ー
ひ
な
形

1

宮

体

＿

寸

病

院

の

印

日

玄

知

磯

五

―

―

-
0
ミ

リ

メ

ー

ト

叫

病

院

名

を

も

つ

て

発

す

る

文

害

一

木

印

i-

，
 

，
、
~

病

院

長

の

印

＿

⇔

-

応

悶

召

五

｀

、

リ

メ

ー

ト

少

病

院

長

名

を

も

つ

て

発

す

る

文

書

玉

珂

一

ー

，
 

_
―
広
島
市
訓
令
第
四
十
二
号

社

会

保

険

．

一

社

会

保

険

一

ひ

な

形

け

広

島

市

民

⇔

一

広

島

市

民

病

院

之

印

―

一

病

院

長

之

印

．

↓

第
八
條
こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
外
は
~
本
庁
の
例
に
よ
る
。

別
記
様
式

9
 

•• 

'
，

i
i
•
9
9
,

；

i

・

9
1

ー

1
1
'
i
,
'
.
,

．
．
 ,
1

 

ロ2

日

殿

一

⑱

院

一

券

一

鰈

/

/

．

-

附

勺

句

島

た
(

11 

け

一

瓢

麟

麟

診

自

至

会

券

効

り

令

•
本
有

羞
：
1

1

 

.. 

二
十
一
広
島
市
水
囲
水
源
地
機
関
部
所
屈
技
師
機
閲
手
勁
務
ヽ
心
得

（
大
正
四
年
四
月
広
島
市
告
示
達
乙
第
五
号
）

二
十
二
看
守
勤
移
ヽ
心
得
（
明
治
二
十
四
年
六
月
広
島
市
告
示
達
乙

第
四
号
）

二
十
三
広
島
市
水
道
部
直
負
規
程
（
大
正
一
二
年
五
月
広
島
市
告
示

達
乙
第
五
号
）

二
十
四
水
道
部
工
事
用
材
料
品
取
扱
規
程
（
昭
和
十
二
年
一
予
月
広

島
市
告
示
逹
乙
第
一
号
）

二
十
五
広
島
市
吏
負
身
元
保
証
取
扱
手
続
（
明
治
四
十
四
年
十
二

月
広
島
市
告
示
乙
第
一
＿
一
号
）

二
十
六
．
学
校
建
築
及
修
繕
工
事
監
督
方
（
明
治
＝
一
十
八
年
六
月
広

島
市
告
示
庁
乙
第
七
号
）

二
十
七
広
島
市
公
園
規
則
取
扱
手
続
（
明
治
―
―
平
＇
八
年
四
月
広
島

狙
n
示
庁
参
乙
第
二
号
）

二
十
八
広
島
市
功
労
者
表
彰
規
楳
（
明
治
四
十
一
年
一
一
一
月
広
島
市

作
示
逹
甲
第
七
号
）

二
十
九
広
島
市
老
杏
規
程
（
昭
和
十
八
年
十
二
月
八
日
広
島
市
告

示
逹
甲
第
二
十
四
号
）

―
―
●
十
支
那
事
変
事
移
瑕
扱
規
程
（
昭
和
十
荘
年
十
月
十
六
日
広
島

市
告
示
逹
甲
第
十
三
号
）

―
―
工
'
-
広
島
市
公
印
管
守
規
則
（
昭
和
十
八
年
十
二
月
十
一
ー
・
日
広

島
市
告
示
逹
甲
第
二
十
七
号
）

―
―
●
十
二
広
島
市
海
外
在
勁
者
手
当
支
給
規
程
（
昭
和
十
一
ー
一
年
九
月

十
日
広
島
市
告
示
逹
甲
第
七
号
）

―
―
●
+
―
―
一
広
島
市
帯
防
団
事
謗
手
当
支
給
規
程
（
昭
和
十
在
年
七
月

二
日
広
島
市
告
示
逹
甲
第
五
号
）

竺
十
四
広
島
市
臨
時
出
張
所
勁
移
職
員
手
当
支
給
規
程
（
昭
和
十

六
年
十
二
月
一
日
広
島
市
告
示
逹
甲
第
一
ー
一
十
号
）

―
―
一
十
宜
広
島
市
出
張
所
職
負
勁
移
手
当
支
給
規
程
（
昭
和
十
九
年

七
月
十
日
広
島
市
告
示
逹
甲
第
十
一
一
一
号
）

烹
十
六
臨
時
水
逍
拡
張
部
職
員
勁
移
手
当
支
給
規
程
（
昭
和
十
七

年
ー
―
一
月
＝
一
十
一
日
広
島
市
告
示
逹
甲
第
五
号
）

―
―
一
十
七
広
島
市
会
計
事
瀦
取
扱
規
程
（
大
正
二
年
ー
ー
一
月
広
島
市
告

示
逹
甲
第
四
号
）

昭
和
二
十
八
年
十
月
一
・
日

広
島
市
長
職
務
代
理
者
．

広

島

市

助

役

高

山

一

戦
災
死
亡
者
弔
殿
金
規
程
等
を
廃
止
す
る
規
程

左
に
掲
げ
る
規
和
等
は
、
廃
止
す
る
。

一
戦
災
死
亡
者
弔
慰
金
規
程
（
昭
和
二
十
年
八
月
広
島
市
告
示
逹
．

甲
第
一
号
）
．

二
広
島
市
財
源
調
査
委
負
会
規
則
（
昭
和
二
十
一
年
荘
月
九
H
広

島
市
告
示
逹
甲
第
八
号
）

-
＝
県
内
出
張
の
取
扱
に
つ
い
て
（
昭
和
二
十
一
年
十
月
十
日
広
島

―
―
正
十
八
会
計
事
移
取
扱
規
程
第
二
十
七
条
J

諮
帳
簿
／
様
式
（
昭

和
十
年
―
―
一
月
広
島
市
告
示
達
甲
第
六
号
）

―
―
工
十
九
貯
疲
J

必
要
ナ
．
科
目
二
誤
ス
ル
物
品
取
扱
方
J

他
（
大
正

二
年
二
月
広
島
市
告
示
逹
甲
第
一
六
号
）

四
十
物
品
会
計
取
扱
規
程
（
昭
和
七
年
六
月
広
島
市
告
示
逹
甲
第

九
号
）

四
十
一
・
広
島
叩
統
計
書
糾
築
手
続
（
昭
和
十
年
六
月
広
島
市
告
示

逹
甲
第
十
―
―
一
号
）

四
十
二
広
島
市
機
械
工
訓
育
所
処
膀
規
捏
（
昭
和
十
芝
年
十
月
互

日
広
島
市
告
示
迩
甲
第
十
号
）

四
十
一
―
―
広
島
市
工
莱
指
導
所
処
謗
規
程
（
昭
和
十
充
年
八
月
十
日

広

島

市

告

示

逹

甲

第

八

号

）

、

.

四
十
四
広
島
市
常
設
家
畜
市
場
使
用
料
徴
牧
手
続
（
大
正
一
乏
ヰ
一
．

月
広
島
市
告
示
逹
甲
第
二
号
）

四
十
五
広
島
市
診
朕
所
処
務
規
程
（
昭
和
四
年
八
月
広
島
市
侶
示

達
甲
第
八
号
）

四
十
六
広
島
市
立
梱
生
試
験
所
処
務
規
程
（
大
正
十
万
年
十
一
月

広
島
市
告
示
逹
甲
第
荘
号
）

四
十
七
広
島
市
土
木
工
事
逍
営
規
程
（
昭
和
十
一
年
冗
月
広
島
市

告
示
逹
甲
第
七
号
）

四
十
八
入
札
保
証
人
規
程
（
明
治
四
十
一
年
六
月
広
島
市
告
示
逹

甲
第
十
号
）

四
十
九
本
庁
舎
以
外
J

建
物
修
繕
―
一
関
ス
ル
件
（
昭
和
二
年
六
月

広
島
市
告
示
逹
甲
第
六
号
）

究
十
工
事
及
物
品
購
入
売
却
／
入
札
害
又
ハ
見
稼
害
取
扱
方
（
明

治
四
十
年
六
月
広
島
市
告
示
逹
甲
第
二
十
四
号
）

五
十
一
入
札
人
ク
ル
事
ヲ
得
ザ
ル
者
J

取
扱
方
（
明
治
四
十
一
年

六
月
広
島
市
告
示
逹
甲
第
九
号
）

五
十
二
工
事
用
材
料
品
取
扱
規
則
（
昭
和
七
年
四
月
広
島
市
告
示

逹
甲
第
六
号
）

査
十
一
＝
広
島
市
職
員
帽
掌
規
程
（
昭
和
二
十
年
六
月
二
十
九
日
広

島

市

告

示

逹

甲

第

六

号

）

．

・

五
十
四
広
島
市
日
用
品
等
交
換
斡
旋
所
処
移
規
程
（
昭
和

l

I
+
年

四
月
一
日
広
島
市
告
示
逹
甲
第
五
十
号
）

且
＇ 
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広 島 市

’. 

報 （第90号）

別
記
様
式
第
二
号
の
二
中
「
手
数
料
八
十
円
（
収
入
証
紙
）
」
を

「
手
数
翌
―
ー
百
円
試
験
を
行
う
者
が
提
供
す
る
自
動
車
以
外
の
自
動

車
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
一
J

は
百
式
十
円
（
収
入
証
紙
）
」
に
改

め
る
。別

記
様
式
第
一
＿
一
号
中
「
広
島
市
収
入
証
紙
（
百
円
）
貼
布
欄
（
消

印
し
な
い
こ
と
）
」
を
「
手
数
料
広
島
市
収
入
証
紙
＿
一
百
円
（
仮
運

広
島
県
公
安
委
負
会
限

右

＇雨）

生
年
月
H

免
許
事
項
交
付
交
安
＿
免
許
稲
別
一
番
号
＿
戸
誓

□,
／
ー
ー
一
委
負
会

現
有
免
許
証

免

許

前

歴冒
3
-

―
―
―
―
ー

右
自
動
車
渾
転
免
許
を
受
け
た
い
の
で
写
翌
一
莱
戸
箱
抄
本
及

び
医
師
の
健
康
診
断
害
並
び
に
試
験
手
数
料
（
広
島
県
証
紙
）

式
百
円
を
添
付
し
て
申
賭
い
た
し
ま
す
。

昭

和

年

月

日

老

•、 '9 ・し"̀  ●’;＇t. e• •• 9 • • -•9’ '・.,’ヽ4,9 て V ヽ●， 、 ：に 9ゴ•; `’9'• 、 9 . .J '
'ヽ：サ・ふ ；• ；9, • 9. e,‘-，←．鰐堕薗屈，

;’; i 

. ．』＂ヽー. ~ 

:` 
.．-： ・. :• i 

・:.' 

tII料

il
，
図
島
県
牧
入
証
紙
）
刷
町
（
消
印
し
一
切

な

い

こ

と

）

写

五

ー

真

衷

及

―
二
面
び

翠

盈

一
門
に
氏`

撮名
一
付
影
記

『一予ー
-r

年
入

住

月

（

勤

謗

先

）

／

＼

＇ 

ふ

り

が

な

氏

名

別
記
様
式
第
一
号
（
第
一
ー
一
条
の
規
定
に
よ
る
も
の
）

第
十
二
条
中
「
令
第
冗
十
二
条
の
二
」
を
「
令
第
六
十
究
条
第

項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
二
項
を
削
る
。

別
祀
様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ì
':,19 

t
 ,1・ヽ

第
一
条
広
島
市
舟
入
病
院
（
以
下
「
病
院
」
と
い
う
。
）
に
事
移
長
~

薬
剤
長
及
び
看
臨
婦
長
を
置
く
。

第
二
条
事
謗
長
は
｀
院
長
の
命
を
受
け
、
病
院
の
事
謗
を
掌
理
し
鳥

所
限
職
負
を
指
揮
監
督
す
る
。

2

薬
剤
長
は
｀
院
長
の
命
を
受
け
＂
薬
移
を
掌
理
し
、
所
限
職
員

を
指
揮
監
督
す
る
。

3

看
詭
婦
長
は
。
院
長
の
命
を
受
け
、
所
属
看
詭
婦
を
指
揮
監
督

す
る
。

第一
l

一
条
病
院
長
は
．
入
病
患
者
の
状
況
を
速
滞
な
く
｀
主
管
同
長
を

経
て
｀
市
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
病
院
長
は
、
処
孫
に
必
要
な
簿
冊
を
備
え
．
常
に
業
移
の

状
況
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
病
院
長
は
’
火
災
予
防
＂
盗
難
予
防
＂
非
常
警
備
そ
の
他

病
院
の
施
誤
の
管
理
保
全
に
関
し
て
必
要
な
規
定
を
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
規
定
を
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
｀
あ
ら
か
じ
め
市
長

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
外
｀
病
院
の
処
謗
に
つ
い
て

ほ
警
脊
の
例
に
よ
る
。

広
島
市
舟
入
病
院
処
移
規
程

昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日

広
島
市
長
職
謗
代
理
者

広

島

市

助

役

高

山

広
島
市
舟
入
病
院
処
務
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

厚

生

局

広
島
市
訓
令
第
四
十
二
号
の

五
十
五
広
島
市
立
戦
時
生
産
技
循
者
投
成
所
処
謗
規
捏
（
昭
和
二

十
年
五
月
二
日
広
島
市
告
示
達
甲
第
五
号
）

五
十
六
広
島
市
立
戦
時
生
産
技
術
者
旋
成
所
生
徒
食
衆
支
給
規
程

（
昭
和
二
十
年
五
月
二
日
広
島
市
告
示
逹
甲
第
六
号
）

五
十
七
広
島
市
公
会
堂
事
移
取
扱
規
程
（
大
正
元
年
八
月
広
島
市

告
示
逹
甲
第
一
号
）

生私
儀

昭

和

年

月

H
付
に
て
交
付
さ
れ
た
自
動
車

免

貯

証

第

号

を

年

月

H

時

分

頃

町

よ

り

町
に
至
る
路
上
に
お
い
一
J

ボ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
一
」
槻
帯
中
不

注
意
に
よ
り
紛
失
し
ま
し
た
今
後
は
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ

分
に
充
う
注
窓
し
ま
す
か
ら
今
回
に
限
り
特
別
の
御
詮
衆
に

よ
り
再
交
付
下
さ
る
よ
う
御
願
い
し
ま
す
。

昭

和

年

月

H

雨｝

一

右

氏

名

広
島
市
公
安
委
員
会
殿99~:~•9.

,' 

月

日

職
業

氏
名

．．．
 

“
 

始

末

害

本

箱
住

所

広
島
市
公
安
委
員
会
殿

ー
＇
ー
，
＇
ー
，
＇
，
、
，
・

1
1
1
1
,
•
9
,
1
1
,
i
1
.
i

ー
・

1
,

！
！
’

氏 所 H 

名

⑰

1

9

,

1

1

1

9

1

,

9

1

 

右
の
遥
り
再
交
付
に
な
り
ま
す
よ
う
写
其
二
葉
及
び
手
数
料

を
添
え
て
申
踏
致
し
ま
す
。

昭

和

年

月

住

凰

免

許

の

番

号

」
併
記
免
許
の

月

日

••. 
介＇ 

転
免
許
は
百
円
）
貼
布
欄
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
（
別
紙
）

別
記
様
式
第
七
号
（
第
十
条
の
規
程
に
よ
る
も
の
）

自
動
嗜
噌
管
裔
申
靡

~
,
1
F

ー
、
，
＇

i

・

9
9
,
9
,

．
＇
．

手
数
料
広
島
市
収
入
証
紙
嗜
噂
晶
晶
貼
付
欄

ー
は
じ
め
…
？
．
更
ー
ー
銃

―
交
付
年
月
H
一

年

月

H

号
―

免
許
種
別
番

、t`』

a
 

:
|
 

ダ`
F

．．
，

5
.

広
島
市
公
安
委
員
会
告
示
第
九
号

附

則

こ
の
告
示
は
．
昭
和
二
十
八
年
九
月
十
七
日
か
ら
こ
れ
を
施
行
す

る。
次
の
閻
名
を
附
す
る
。

道
路
交
逝
取
締
法
及
び
道
路
交
通
取
締
法
施
行
令
に
よ
ろ
道

路
交
通
に
関
す
る
必
要
な
制
限

一
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

道
路
交
涌
取
締
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
＿
一
十
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
0

)

及
び
道
路
交
遥
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
ー
―
十
八
年
政
令

第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
「
令
」
．
と
い
う
0

)

に
よ
る
道
路
の
交
通

に
関
す
る
必
要
な
制
限
は
、
左
の
通
り
と
す
る
。

二
の

I
か
ら

4
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

／
令
第
十
宜
条
第
一
項
第
一
号
の
自
動
車
毎
時
四
十
キ
E

メ
ー

ト
ル

2

令
第
十
万
条
第
一
項
第
二
号
の
自
動
車
毎
時
ー
―
-
+
キ
ロ
メ
ー

ト
ル

3

令
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
の
自
動
車
毎
時
ー
―
-
+
キ
E

メ
ー

ト
ル

4

道
路
交
通
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
総
理
府
令
第
五

十
四
号
）
第
二
条
の
緊
紐
自
動
車
毎
時
七
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

主
中
「
令
第
二
十
一
条
」
を
「
令
第
二
十
三
条
」
に
改
め
る
。

四
中
「
令
第
二
十
八
条
第
一
項
第
六
号
及
び
令
第
二
十
九
条
第
一

項
第
五
号
」
を
「
令
第
三
十
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

六
中
「
令
第
二
十
七
条
」
を
「
令
第
二
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め

る。

広
島
市
公
安
委
員
会

広
島
市
公
安
委
貝
会
告
示
第
八
号
＿

昭
和
二
十
ー
―
ー
年
ー
―
一
月
七

H
広
島
市
公
安
委
員
会
告
示
第
一
号
の

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
九
月
十
七
日

◎
公
安
委
員
會
告
示

一
九

自
動
車
等
制
限
外
毅
載
（
乗
車
）
許
可
申
詰
害

申

詰

者

住
所
氏
名

号

車
輛
番
号
一
第

車
の
稲
別

i

搬
品
目

.

,

．

‘

’

 

搬
方
法

．． ．
 二
胃
咋
后
＿
団
載
長
さ
麟
〗
勺

物

の

り

メ

セ

ン

ム

制

限

幅

＾

H

限

負

定

員

名

証

二
；
外
ー
、

1
1
-
l
!

〗
二I
I価
さ
後
〗[1

．
 

出
迷
地

搬
経
路
目
的
地

喜
地
|
|
i
|
_
1
|
|

—
ー
！
ー
ー
ー

搬
日
時
i

1

9

9

.

I

 

右
の
通
り
制
限
外
租
戦
（
乗
車
）
し
た
い
か
ら
御
さ

よ
う
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭

和

年

月

日

広
島
市
公
安
委
負
会

道
路
交
通
取
締
法
施
行
令
第
四
十
二
条
同
令
第
六
十
九
条
に

よ
る
許
可
証
の
様
式
に
関
す
る
規
程

道
路
交
通
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
改
令
第
二
百
六
十
一
号
。

以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
第
一
項
及
び
令
第
六
十
九
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
様
式
は
、
左
の
通
り
と
す
る
。

一
、
令
第
四
●

1

一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
様
式
＊

別
記
様
式
第
九
号
中
「
百
円
」
を
」
二
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
。
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
。
昭
和
二
十
八
年
九
月
一

H
か
ら
適
用
す
る
。

広
島
市
公
安
委
員
会
告
示
第
十
号

道
路
冷
通
取
締
法
施
行
令
第
四
十
＿
一
条
第
一
項
及
び
同
令
第
六
十

九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
様
式
に
関
す
る
規
程
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

昭
和
二
十
八
年
九
月
十
七

H 心；

， 
,~ 

ヽ

4r 

｀
 

[
＇’9
,
i

〗•
9
9
,
t

・'
,
h圧
；
：
出
3滋
嗚
一

.

.
 9
 
.

.

.

 

、
‘
•
1
9
s
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;
、
夕
｀
＇
さ、.、
.、．
“
、

．鼻
、

＂

≪

し

，

9

‘

4~ 

第
一
条
中
「
道
路
交
迎
取
締
法
（
以
下
法
と
い

5
)
及
び
道
路
交

遥
取
締
令
（
以
下
令
と
い
う
）
」
を
「
逍
路
交
通
取
締
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
百
ー
―
―
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
道
路
交
遥
取
締

法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
「
令
」

と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
令
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
令
第
五
十

二
条
の
三
」
を
「
令
第
四
十
九
条
及
び
第
六
十
五
条
」
に
。
「
精
神

病
」
を
「
並
び
に
精
神
病
~
常
習
め
い
て
い
．
麻
薬
常
用
覚
せ
い
剤

常
用
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
令
第
四
十
四
条
第
一
項
第
一
号

」
を
「
令
第
五
十
＿
＿
一
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、
「
令
第
四
十
四
条
第

一
項
第
一
一
号
」
を
「
令
第
五
十
三
条
第
一
項
第
一
一
号
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
令
第
四
十
二
条
の
一
＿
第
一
＿
一
項
」
を
「
令
第
四
十
八
条

第
一
項
」
に
改
め
る
。
第
四
条
の
一
ー
中
「
令
第
四
十
二
条
の
二
第
三

項
」
を
「
令
第
四
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
令
第
四
十
二
条
第
一
唄
第
一
号
乃
至
第
四
号
」
を
「

令

第

五

十

一

条

各

号

「

に

改

め

る

。

．

第
六
条
中
「
令
第
四
十
四
条
の
一
―
-
」
を
「
令
第
五
十
四
条
」
に
改

め
る
。第

七
条
第
一
項
中
「
令
第
四
十
七
条
」
を
「
令
第
荘
十
六
条
第
一

唄
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
令
第
四
十
七
条
」
を
「
令
第
五
十
六
条
第
一
唄
」
に

改
め
る
。
．

第
九
条
第
一
項
中
「
令
第
四
十
八
条
」
を
「
令
第
五
十
七
条
第
一

項
」
に
、
「
毎
年
二
月
．
五
月
、
八
月
。
十
一
月
」
を
「
毎
月
」
に
改

め
｀
同
条
第
三
項
中
「
令
第
四
十
八
条
第
一
＿
＿
項
及
び
令
第
四
十
荘
条

の
ー
―
-
」
を
「
令
第
冗
十
七
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
第
万
十
一
条
」
を
「
令
第
六
十
二
条
」
を
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
令
第
究
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を

「
令
第
六
十
四
条
第
二
項
「
各
号
」
に
改
め
る
。

広
島
市
公
安
委
負
会

昭
和
二
十
八
年
九
月
十
七
日

広
島
市
自
動
車
運
転
免
許
並
び
に
原
動
機
付
自
転
車
運
転
許
可
規

程
（
昭
和
ー
ー
十
三
年
三
月
七
日
広
島
市
公
安
委
員
会
告
示
第
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

・1.
八

ロ

，＇ 
，
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一
、
第
八
十
八
号
議
案

一
、
第
九
十
号
誤
案

て
第
九
十
一
号
議
案

一
、
第
九
十
ー
ー
号
識
案

一
＂
第
九
十
一
一
一
号
誤
案

、
て
第
九
十
四
号
競
案

一
、
第
九
十
五
号
誤
案

て
第
九
十
六
号
蹄
案

て
第
九
十
七
号
識
案

一
、
第
九
十
八
号
穎
案

-
•
•
第
九
十
九
号
議
案

広

て
第
八
十
九
号
議
案

島

一
、
第
八
十
七
号
築
案

一
｀
発

市

-、・‘sテ'',、 P'’:'，

一
、
第
八
十
六
号
議
案

報

一
、
第
八
十
三
号
議
案

一
、
第
八
十
四
号
議
案

一
、
第
八
十
宜
号
議
案

'''呵・, 9'~ ； 9 ̀  4, 、
鼻’

一
｀
第
八
十
二
号
議
案

ふ」•'•’し9,. ， 9, 9• 上 9'.;

（第90号）

一
、
第
八
十
一
号
議
案

定

に

つ

い

て

原

案

可

決

広
島
市
泄
湾
施
設
使
用
料
条
例
制
定
に
つ

い

て

原

案

可

決

広
島
市
道
路
交
涌
取
締
条
例
の
一
部
を
改

正

す

る

条

例

に

つ

い

て

原

案

可

決

広
島
市
舟
入
病
院
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る

条

例

に

つ

い

て

原

案

可

涙

社
会
保
険
広
島
市
民
病
院
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
原
案
可
決

広
島
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
原
案
可
決

競
馬
法
一
部
改
正
に
よ
る
払
戻
金
尊
出
条

例
等
を
廃
止
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

昭
和
二
十
八
年
度
広
島
市
災
宙
学
校
復
旧

事

栗

衆

八

ム

依

方

法

．

原

案

可

決

昭
和
二
十
八
年
度
広
島
市
居
場
施
設
救
備

事

業

炭

公

債

方

法

原

案

可

決

昭
和
二
十
八
年
度
広
島
市
中
央
卸
売
市
場

珀
築
事
業
喪
八
ム
債
方
法
原
案
可
決

昭
和
二
十
八
年
度
広
島
市
特
別
会
計
社
会

保
険
広
島
市
民
病
院
要
歳
入
出
予
算
追
加

原
案
可
決

契
約
締
結
の
承
認
に
つ
い
一
J

承

認

契

約

締

結

の

承

認

に

つ

い

て

承

認

契
約
締
結
の
同
意
に
つ
い
一
J

同

意

契

約

締

結

の

同

意

に

つ

い

て

同

意

契

約

締

結

の

同

意

に

つ

い

て

同

意

契

約

締

結

の

同

意

に

つ

い

て

同

窓

予
罪
外
義
移
負
担
に
つ
い
て
原
案
可
決

財

症

の

処

分

に

つ

い

て

原

案

可

決

契
約
締
結
の
同
意
に
つ
い
-
J

同

窓

広
島
市
立
殺
野
図
店
館
設
樅
条
例
の
一
部
一

ィヽ

人

1
4、

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て原

案
可
決

市
金
廊
事
移
の
取
扱
銀
行
の
指
定
に
つ
い
て

原
案
可
沢
．

公
平
委
負
会
委
負
選
任
の
同
意
に
つ
い

rc

司

窓
．
 

一

、

第

五

十

二

号

議

案

財

産

の

処

分

に

つ

い

て

撤

回

一
、
第
五
十
一
詈
汚
議
案
契
約
締
結
の
同
意
に
つ
い
て
撤
回

一
、
第
一
一
一
十
八
号
議
案
契
約
締
結
の
同
意
に
つ
い
て
閉
会
中
審
香
i

-

一
、
第
一
一
一
十
九
号
誤
案
予
算
外
義
務
負
担
に
つ
い
て
閉
会
中
審
査

一
、
議
員
提
出
第
二
十
一
号
広
島
市
内
タ
ク
シ
ー
の
メ
ー
タ
ー
制

実
施
方
要
策
に
関
す
る
意
見
響
提
出

に

つ

い

て

原

案

可

袂

-

0

踪
問
第
究
号
公
有
水
面
埋
立
に
つ
い
て
支
降
な
し
と
決
定

一
、
詰
第
四
十
号
国
泰
寺
中
学
校
校
舎
増
築
に
つ
い
て
採
択

-

富

g
叩
第
四
十
一
号
広
瀬
小
学
佼
第
二
期
贈
築
工
事
起
工
に
つ
い

こ

採

択

一
、
諮
第
四
十
四
号
江
波
小
学
校
校
舎
硝
築
施
設
敷
備
に
つ
い
て

採

択

一
．
咋
叩
第
四
十
宜
号
比
治
山
小
学
校
校
舎
増
築
に
つ
い
て

文
教
委
員
会
付
託
閉
会
中
審
査

一
、
詔
第
四
十
七
号
中
広
中
学
校
校
地
拡
張
に
つ
い
て

、

閉

会

中

審

査

一

、

詰

第

四

十

六

号

旭

町

下

水

道

の

改

修

に

つ

い

て

．

建
設
委
員
会
付
託
閉
会
中
審
査

-
｀
諮
第
一
＿
一
十
六
号
元
相
生
稲
通
貰
通
存
置
に
つ
い
て
‘

・

閉

会

中

審

査

一
、
防
第
一
＿
＿
十
九
号
二
諾
地
区
小
学
按
新
設
に
つ
い
て閉

会
中
審
杏

一
”
匹
叩
第
四
十
二
号
広
島
搬
光
学
園
の
事
業
遂
行
の
た
め
助
成
金

下

附

に

つ

い

て

閉

会

中

審

脊

築
特
別
都
市
営
国
建
物
移
伝
闊
査
特
別
委
員
会

設

慨

に

つ

い

て

議

長

一

任

に

決

定

1
,
'
，
'
,
＇
‘
‘
 

一
、
第
百
一
号
誠
案

、
第
百
号
談
案

一
~
第
八
十
号
談
案

j 

'，令． llli 

合
計

草

罪

三
七
、
三
六
一

i-
＝、

0
0
1―
―
―
八
ー
―
―
"
九
四
八

ニ
―
一
、
七
六
八

△
布

0

――

r
-――式一――

＿＿l-
三

△ 

六

篠

一
七
、
七
六

0

五
七

四
、
五
七
ニ

0 

己

斐

一
九
、
六
七
八

△―――― 

五
、
三
七
七

観

香

―
1
0`
究
六
六

四
｀
九
充
四

i

△

舟

入

一
六

"i-
――
-
0

五
四

四`

一
九

十区 本基

日似
市域餅町

ニ――-、

0
九
四

一四一――

五
｀
八

0
四

四
江

四
六
、

1

二

六

四
ー
五
一
＿

i-
鼈―――――八

二
、
一
＝
四

一
七

―
-
、
一
八
八

八
｀
ー
ニ
―
―
―

冠
九

似

島

-
0
 

四
九

△ 

宇

品

二
冗
、
九

八
茸

六
、
七
五
冗

二
0

皆

実

ご
八
、

0
四
万

―i
O
四

四
~
四
四
八

ニ
四

大

河

一
ズ
九
三
五

八
ー
一
、
五
一
八

△

八

宜

．

九

九

四

布．

仁 比

始

保山

五
｀
八
七

七

ご
八
゜

―
二
九

四
｀
冗

0
八

七；

段

原

二
―
~
七
二
七

△
瓦
四

五
、
八
ー
―

l
O

△

七

腎

綺

i
O
、

△

八

二
、
四
九

0

九

尾

長

一
四
、
七
八
一

△

冗

_,_ 
/‘ 

牛

田

人

九
．
九
六
荘

人
四
七

出
張
所
別
一
人

ロ

同
上
前
月

ご
の
比
較

O
F
△
氾
）

--・ 、.
六茸
五主柑：

叫

ー・八軍

2遁
＂の上

書命比前
竹f

ッ柏月

枇

ト．

1＇ 
4
J
I
 

（
二
八

‘
-
0
`
一
現
在
）

出
張
所
所
管
区
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別
人
口
及
び
世
帯
状
況
に
つ
い
て
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広 1 島 市 報 （第90号）

康
孫
吏
負

広
島
市
出
納
員
を
命
ず
る

事
謗
吏
負

広
島
市
出
納
負
を
免
ず
る

後

藤

修

’I49' 
白

本

卑

山

田

.t

伯

ガ

t5

利香

＝ ＝ ーヌ

郎美

◎

辞

令

．
訓
作

訓
告

広
島
市
商
工
相
談
所
事
務
を
臨
時
に
胴
託
す
る

一
昭
和
二
十
八
年
九
月
二
十
―

-
H
（
各
通
）

"L 

事

謗

吏

負

木

ー

グ

―

―

―

好

一
会
計
課
兼
務
を
命
ず
る 事

務
吏
負

Jijl_ 
. _,;え

岡

頂/J．．．． 

秤

察

署

長

護

区
域
叉
は
場
所
は
使
用
現
場
の
図
面
を
添
付
せ
し
め
る

こ
と
。

,

1

 

~
：
~
 

附

則

J

の
告
示
は
畜
昭
和
二
十
八
年
・
九
月
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。
．

備
考

日

申
諮
者
氏
名

広

島

市

欧

録

ぷ

料

長

殿

右
許
可
す
る
。

昭

和

年

月

H
 

⑲ 

昭
和
二
十
八
年
九
月
二
十
二

H

抜

徽

吏

負

中

川

行

夫

米

田

粂

友

則

正

地
方
公
務
負
訳
第
二
十
九
条
第
一
項
に
よ
り
戒
告
す
る

之三

,
•
9
,
1
,
1
,
1
,

＇
！
ー

l
i
,
I
l

,．
9
9
9

ー

1

・
・
'•• 

,＇ 

9

9

 

道
路
使
用
許
可
申
茄
害

申
諮
者
住
所

職

業

．

氏

名

一
、
迫
路
使
用
の
目
的

=
-
、
道
路
使
用
の
方
法

三
、
道
路
使
用
の
期
間

四
こ
迫
路
使
用
の
区
域
又
は
場
所

右
の
通
り
道
路
を
使
用
し
た
い
か
ら
御
許
可
下
さ
る
よ
う
御
願

い
い
た
し
ま
す
。

昭

和

年

月

陸
察
署
長
[
⑮

ー
，

I

＇

9
,
．
1
9
1
、

J
 

t

9

1

,

1

1

1

 

一
．
一
、
令
第
六
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
様
式

申
防
者
氏
名

広

島

市

弊

察

署

長

殿

右
許
可
す
る
（
朱
啓
）

昭

和

年

月

日

R 

ク

昭
和
二
十
八
年
九
月
十
九

A

技
術
吏
員

グ 事
猪
吏
員

武桑

岡田

四

郎茂

宍原

ク

福

広
島
市
消
防
委
員
会
委
員
を
命
ず
る

東

警

察

署

長

田

広
島
市
消
防
委
員
会
委
員
を
委
囃
す
る

昭
和
二
十
八
年
九
月
●
茸
日
（
各
通
）

技

術

吏

員

村

広
島
市
投
微
吏
員
に
併
任
す
る

抜
手
に
補
す
る

工
芸
指
簿
所
勤
移
を
命
ず
る

昭
和
二
十
八
年
九
月
十
九

H

JII 

忠

夫

中

卯

一
~
第
七
十
九
号
談
案

一
、
第
七
十
八
号
議
案

（
九
月

l

l

-

＋
日
）

-
•
第
七
十
七
号
談
案

昭
和
二
十
八
年
度
広
島
市
歳
入
出
予
算
追

加

原

案

可

決

広
島
市
職
負
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る

条

例

制

定

に

つ

い

て

原

案

可

決

広
島
市
公
安
委
負
会
の
行
う
許
可
等
手
数

料
徴
牧
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

◎

雑

報
中

広
島
市
公
平
委
員
会
委
負
に
選
任
す
る

昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日
（
各
通
）

軍

事

移

吏

員

桑

広
島
市
出
納
負
を
命
ず
る

昭
和
二
十
八
年
十
月
十
二

H

田

茂

井

萬

蔵

広
島
市
日
瓶
労
約
者
生
活
実
態
調
斉
員
を
委
嘱
す
る

事

移

吏

員

山

路

休
戦
期
間
を
一
＿
＿
箇
月
問
更
新
す
る

事
移
吏
員

事
移
吏
負

休
職
期
問
を
一
一
一
箇
月
間
更
新
す
る

巌脇

田

梅芳

子雄
」

-
d

臣
Jl

広
島
市
消
防
委
員
会
委
員
を
解
く

消

防

団

長

消
防
団
副
団
長

戸
原田

楽
義

太

ー一郎． 

昭
年
二
十
八
年
九
月
一
日
（
各
通
）野

広
島
市
消
防
委
員
会
委
員
を
免
ず
る

細

/． 
，
 

JI I 口

卑
フ

己 進

市
議
会
議
決
事
項

野 二 中 岩 籐 位 小 吉 渡 新

村 木 島 本 野 藤 林 田 辺 川

一敏義秋久逍梢和増博

男篤春雄一生一典宮美
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-
｀
前
年
同
右

．

男

一

冗

一

人

女

一
四
九
人

計

.
0
0人

13
平
均
一

0
人

一
、
本
市
の
出
生
と
死
亡
か
ら
見
た
蹄
数

男

ご

八

0
人

女

一

六

主

人

計
主
四
一
―

-
A

一
日
平
均
一
ー
~
四
三
人

戸
語
関
究

．
．
 

＝ 三
一ブ<

四^·—• 
写

―-̂
――△ 

-．
同

上

一

日

分

i

．前
年
FnJ-
．
差
引
‘

．
 

．

—
=
ー
最
丸
―
劇
ふ
コ
ポ
ー
＇
均
期
件
数
増
△
減

種

別

一

件

放
i

t

二
[
[
-
•
一
＿
＿
〗
一
ゲ
〗

•
1

・
・
'
’

癸

―

―

H

^

―

―

九

H
-

(
、
)
-
（
一
毛
0
)
（
店
）
△

(

l

六）

-
_
―
会
0

11

器

l

――

（
ヽ
）
一
―

i

＾

六

（

登

）

（

一

）

'

.

 

一

i

-^
0
六

H

o

_

-

g

o

九―

（
＿
―
-
奏
）
（
―

-l-ー

）

（

き

（ヽ）一
一
~
，
 _

＿

-

＿

癸

、

(
、
）
0
^
0

(七）

ヽ
＿
―
-
祭

（
ヽ
）

0
.
六^

癸――-

（
一
奏
）

(、―-
-
＝
-
―
―
異
妥
0

g

-

g

葵

-
―
-
＾
ぎ
―

杏

誓
暑

‘H-
が

身
分
証
明

至

器
O
I

△

七六＿

哭
H

-‘-g七

亡 死

計

一甜
(
H
O
)
 

＾ 一^
ヽ七

女

全
ブ九
ヽ—

-0-
(-―一）

男

-
0七

(
―

-
g
)
 

10 
（一一一）

I
D
‘

癸
九 ＾ 六＝

七〇＝ヽ
△△ 

――
 

（一七）

盆
ブ九
しユ
△△ 

――-

(

1

0

)

 

＾ 三一
-0  
`J七

△ 

内

後
見
終
了

死

亡

五

―
~
(
）
は
本
藉
地
以
外
で
の
事
件
を
本
語
地
で
あ
る
本
市
へ
郵

送
届
出
た
も
の

婚
姻
。
離
婚
、
出
生
、
死
亡
は
一
―

-+H分
そ
の
他
は
二
十
五
8
分

で
計
邪
し
た
も
の 一訳

戸
藉
上
の
市
勢
に
つ
い
て
，．

（
二
十
八
年
七
月
分
）

広

島

役

国
箱
喪
失

出
生

四

ゞ``t'、

、
tr.
J.

一
、
附
抄
本
作
製
数
一

0
、
九
一
八
枚

浄
写
八
．
―
―

!Ol―
一
枚
従
事
人
員
延
二

0
1―-
A

一
日
干
均
―
―
―
―
―
―
―
-
、
一
枚
一
人
平
均
四

O
"
九
枚

コ
ピ
ア
胚
写
二
．
六
一
五
枚

て

失

期

件

数

四

八

件

／
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大
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文広 漂 土建建施百つ定仮建収設市市 収 広広→広 Fず-“心…----— ・，．
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吝品 流 地築築に日い地換築入置金金 入 島島部島

体項 て斤 {：すす：リ：地取道に：取汀 梢館：居
用の令：告 iるる： T ：予消路つ：扱のつ示庚設澤則
照取 ： ：公公：及：定＇のい：所指い 施置：詮
節扱 ： ：開問： T)： ：地未位 •C:l文定ャC 規条；衡
に に ； ：聡聴：種：変指骰： ：びに： 且Il例：審 次
関牌 ： ：聞聞：痘：更定の： ：金つ： のの；談 し

すす ： ；のの；の；指地指： ：庫い: - -． 
: ， . ： ：会

るる． ：開開；予：定補定； ；収て： 部部：規
・規訓

： 
： ： ｛栂催：防：の充に： ：納： ： 改改；則

程令 ： ：にに、：ね笑：発換つ： ；店； ： 正正：の
のの ： ：つつ：種；表地 I., ：ヽ ：の： ： 
ー廃 ： ：いし、；実：に予て； ； ・ • 
部．1t.: ：て•こ： : : : 

改：
: : : : : : : : : : : : : 

花；： ： ： ： ： ： ・ • 
．． 
: : : . ： ： ; ; : : ： ： ：．： ： ： ：．： ：．．  : : : : : : : : 
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広
島
市
市
営
住
宅
入
居
者
詮
衡
審
議
会
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
一
．
日

広
島
市
長
職
謗
代
理
者

広

島

市

助

役

高

山

一

―

―

―

広
島
市
規
則
第
六
十
五
号
の
二

広
島
市
市
営
住
宅
入
居
者
詮
街
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正

ナ
る
規
則

広
島
市
市
営
住
宅
入
居
老
詮
衡
審
誤
会
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
八

月
十
二
日
広
島
市
規
則
第
一
ー
ー
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
IE4,

る。
削
名
中
「
詮
徳
」
を
「
選
考
」
に
改
め
る
。

．

第
一
条
及
び
第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
．

第
一
条
広
島
市
営
住
宅
入
居
者
選
老
審
践
会
（
以
下
「
審
策
会
」

◎

規

ij 
目
'
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へ^r‘̂ ＾^^競工中舟市保労
輪ゴ占央
競ユ卸入民
島指売 健政＇広
事
紺歓市

病病 島

局所場院院所課市
ヽ` 一ノ‘̀ ‘‘-‘̀ ―

鰐且忠型門国
墨塁弓岳旦塁泰
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央文察復町
公防消興三

贔＊事
館館局部局所

牙い所
ヽヽヽヽヽヽ

R
選
挙
管
理
委
員
会
告
示

選
挙
管
理
委
負
会
開
催
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

甚
本
選
挙
人
名
簿
の
縦
圏
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

安
芸
海
瓦
漁
業
調
整
姿
負
会
委
暴
選
挙
人
名
蒋
の

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
ュ．

縦
嗚
に
つ
い
て

R
辞
令
・
・
・
・
・
・
疇
．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
…
…
…
…
・
・
六

R

雑

報

出
張
所
々
管
区
別
人
口
及
び
世
帯
状
況
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
•
•
•
八

戸
藉
上
の
市
磐
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

発発
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市

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

,’ 
＊
 

．ヽ
 

役

．
 

,
d
 

．
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．． し
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ー

9.i}

と
い
う
。
）
の
組
織
、
所
掌
事
移
及
び
委
員
そ
の
他
構
成
負
並
び
に

そ
の
建
慾
に
関
し
て
は
．
広
島
市
営
住
宅
管
理
条
例
（
昭
和
二
十
．

七
年
広
島
市
条
例
第
四
十
号
）
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
き
．

こ

の

規

則

の

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

｀

．

第
二
条
帯
談
会
は
｀
市
長
の
諮
問
に
応
じ
．
広
島
市
市
営
住
宅
の

入
居
者
の
過
老
に
関
す
る
軍
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

第
七
条
を
削
り
、
第
六
条
の
一
一
を
第
七
条
と
ナ
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
~

広
島
市
立
浅
野
図
蒋
館
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
c

昭

和

二

十

八

年

十

月

二

十

八

日

・

広

島

市

長

翫

井

信

―

―

―

広

島

市

規

則

第

七

十

六

号

・

広
島
市
立
浅
野
図
困
館
設
隙
条
例
の
一
部
を
改
祀
す
る
条
例

の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

広
島
市
立
浅
野
図
野
姐
設
骰
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
昭

和
二
十
八
年
広
島
市
条
例
第
四
十
七
号
）
は
、
昭
和
二
十
八
年
十
一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

．

広
品
市
家
吝
人
工
授
梢
実
施
規
則
の

I

部

を

改

正

す

る

規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
五
日

広
島
市
長

広
島
市
規
則
第
七
十
七
号

． 
第 91 号
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人所
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島
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沢

井
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換

地

土

地

所

有

者

名

「

地

-5
り
5
一

麟

ー

麟

氏

名

中
島
本
町
一
―

0
五
J

-

―
/
―
―
―
―
四
／
―
-
広
島
市

-
l
-
―
―
ー
門
―
-
＿
同

同

町

―

1
0
五
l

-

同
町
—
1
0
五
J

八
一
―
―
-
J
-＿
四J-
＿
同

同

町

―

1
0五
l

八

「

デ

＿

一

四

J

―
-
＿
同

同
町
—
1
0
五
I

八
一
―
―
-
l
-＿
四l-―
―
ー
同

伺

町

―

1
0五
J

-

八_-――
-
l
_
-
＿
四
J

二

同

町
—-0
予
二
血
―
―
―
-
）
-
―
ー
門
ニ
ー
同

同
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J
O
五
J

臭
―
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同

町

一
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0
五
J
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二
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―
―
-
）
-
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七
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―

―

 

同

町

＿

＿

o序
ー
ニ
―
ー
―
―
―
-
l
二
＿
七
J
-
―

同

同

町

―

1
0五
J

ー
ニ
四
一
＿
四
）
＝
―
-
九
I
-
―

同

同

町

一

―

・
O
五
l
五一―

-
B
-
―
一
六
二
J
-
―

同

同

町

＿

＿

o弓
竺

一

B
-
―
一
六
＿
二
J

一

同

同

町

I

1
 

o五
l
五
七
＿

R
四
九
ー
ニ
J

一

同

広
島
市
告
示
第
百
ー
—

I十
一
号

．
昭
和
二
十
八
年
十
月
十
九
日

.

'

広

島

市

長

浜

．

井

信

ー

ー

ー

同

町

一

ー

0
五
l
五
八
―

B
四
九
＿
二
l

「

同

一
同
’

．．
 

町
＿
＿

0
五
ノ
五
九
一

R
四

九

ー

ラ

ー

―

詞

第
十
一
回
仮
換
地
予
定
地
指
定
取
消
｀
第
二
十
七
回
未
指
定

．
、
、
ー
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9
地
補
充
換
地
予
定
地
指
定
及
び
第
四
十
一
回
仮
換
地
予
定
地
変
・

9,•I£,9E9 

.• 
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,
 ．
． 
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五 ＇

表
示
図
面

四三こニー

指
定
番
号

指
定
年
月
日

洪
路
の
位
骰

幅
員
及
び
延
長

第
七
号

昭
和
二
十
八
年
十
月
十
二
日

広
島
市
江
波
町
字
下
山
一
デ
ハ
番
地

幅
負
四
メ
ー
ト
ル
0

延
長
ー
―
―
岱
ニ
メ

レ`）
 

ー
ト

別
紙
の
と
お
り

広
島
市
告
示
第
百
ー
―
-
＋
号

建
築
茄
進
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
消
路
の
位

骰
を
左
記
の
通
り
指
定
し
た
。

な
お
0
•
•
こ
の
関
係
図
雹
は
。
建
設
局
建
築
指
祁
課
に
お
い
て
一
般

の
縦
虹
に
供
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
十
六
日

広
島
市
長
職
務
代
狸
者

広

島

市

助

役

高

コしmn" 

山

広

島

市

告

示

第

百

二

十

七

号

の

二

・

‘

広
島
市
収
入
役
の
権
限
に
屈
す
る
事
孫
の
う
ち
広
島
市
建
設
局
東

部
復
興
事
謗
所
に
●
け
る
広
島
市
収
人
証
紙
売
捌
に
伴
う
現
金
の
収

納
事
務
を
、
出
納
負
桑
田
茂
に
委
任
さ
せ
た
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
十
二
日

’
広
島
市
長
職
務
代
狸
者

広

島

市

助

役

高
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同

似

島

支

所

株
式
会
社
広
島
相
互
銀
行
本
店

同

一

一

＿

篠

支

店

同

天

満

支

店

二
番
地

同
似
島
町
字
家
下

同
八
丁
堀
九
八
番
地

同
一
＿
＿
篠
本
町
一
丁
目
八
八

伺
天
満
町
一
七
九

、11 ? 

広
島
市
告
示
第
百
十
五
号
の
二

広
島
市
収
入
役
の
糊
限
に
属
す
る
串
移
の
う
ち
下
水
道
使
用
料
の

徴
収
事
務
を
．
出
納
負
山
田
盆
雄
に
委
任
さ
せ
た
。

．
昭
和
二
十
八
年
九
月
一
日

広
島
市
長
職
移
代
疎
者

・
広
島
市
助
役
高
1
1
1
-
9
-
―
―

広
島
市
告
ー
ホ
第
百
二
十
四
号
の
二
，
9
，
I

‘‘~’‘, •
1

、
"
‘

て

ご
J

＂
・
9
-
市
金
庫
事
務
取
扱
銀
行
の
指
定
に
つ
い

.ら・・‘
、
、
本
市
の
金
廊
班
謗
は
．
昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
昭
和
二
十

◎

告

ホ

豚

O
O
E
t

付cnr
 

こ
の
規
則
は
．
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

や、

ン
ぐ、

―1
0
0円

．
 

――
-
0
0円

町

従

,
.
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、
-
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•I 
r

o
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り
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'
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'
，
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,
9
9
、
‘
9
,
9
L
‘
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¢
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'
．

,1,'i
直

ー

9
1
,
＂

9

ー

香

の

土

地

記

、、
や
ぎ
体
那
器
査

―i
O
O円

標
準
に
よ
り
七

三
点
か
ら
七
四、、

点
ま
で
の
や
ぎ

1
0
0
円

七
二
点
以
下
の

、、
ゃ
ぎ

一
仮
換
地
予
定
地
指
定
取
消

広
島
平
和
記
念
都
市
建
設
事
業
東
部
復
興
土
地
悩
匝
照
理
施
行
に

伴
い
さ
き
に
指
定
し
た
左
記
仮
換
地
予
定
地
は
｀
土
地
区
画
整
狸
委

員
会
の
諮
問
を
経
て
.
そ
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
に
決
定
し
た
か

ら
、
関
係
者
は
＂
東
部
復
興
事
務
所
で
。
詳
細
未
知
さ
れ
た
い
。

更
指
定
の
発
表
に
つ
い
て

、、il t 

広
島
市
金
庫

店
舗
の
名
称
．

株
式
会
仕
広
島
銀
行
本
店

市
役
所
派
出
所

広
島
市
公
金
取
扱
所

校
式
会
社
広
島
銀
行

広
島
駅
前
支
店

向
洋
支
店

大
河
支
店

仁
保
支
店

宇
品
支
店

皆
哭
町
支
店

中
央
市
場
支
店

舟
入
支
店

草
沖
支
店

己
斐
支
店

本
川
支
店

枇
川
支
店

銀
山
町
支
店

大
手
町
支
店

段
原
支
店

同同同同同同同 ffi]同 l司ボ見同同 I司

広
島
市
松
原
町
―

・
o四
八
の
三

同
仁
保
町
字
胄
崎
一

0
0
の一

同
旭
町
一
、
三
四
四
の
九

同
仁
保
町
字
西
一
の
憫
一

同
宇
品
町
北
涌
り
一
一
一
の
一
八

同
皆
央
町
三
丁
目
九
四
九
の
一

伺
水
、
王
町
一

0
-
―

同
舟
入
中
町
一
六
六
の
一

詞
草
律
本
町
五
八
八

同
己
斐
町
三
二
七
の
六

同
十
日
市
町
四
ー
の
四

同
横
川
町
＿
一
丁
目
六
二
八
の
八

同
下
柳
町
四
一
の
一

同
大
手
町
八
丁
目
―

1
0

同
霰
町
広
島
県
庁
々
内

所

在

地

広
島
市
紙
屋
町
一
七
番
地

広
島
市
役
所
内

1
,

．

ヽ
ヽ
•
I
”

”.'•'}' 

ヽ

”
・
広
島
市
家
帝
人
ェ
揆
腑
実
施
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
九
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
．
株
式
会
社
広
島
銀
行
を
し
て
取
り
扱

憂
鞘
実
施
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
広
島
市
規
則
わ
せ
る
。

広
島
市
墨
国
人

璽

声

一

号

の

二

）

の

一

部

を

次

の

、

に

改

正

す

る

。

昭

和

二

十

八

年

十

月

一

日

．

、

誓

条

の

表

を

次

の

よ

う

に

改

怜

広

島

市

長

蒻

代

理

者

広

島

市

助

役

高

硝

液

料

人
工
授
精
施
術
料

家
帝
の
種
娯
一
（
一
回
に
つ
き
)

一

等

登

録

牛

八

0
0円

L
.
0
L

五
0
0円

閉

・

＇

ヽ

・

-

の

他

六

0
0円

．
和
牛
―
―

-
0
0円
虞
賃
駅
翠
3
0
0
〗＇ 

四

0
0円

1
|
l
|
|
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ヽ
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．

め

ん

羊

―
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0
0
円

二

0
0円

1
|』|'ー
1

|

_

|

|

広
島
市
告
示
第
百
二
十
四
号
の
一
l-

広
島
市
の
金
庫
寧
語
を
取
り
扱
う
株
式
会
社
広
島
銀
行
は
、
左
記

各
店
を
し
て
市
金
廊
事
務
の
う
ち
収
納
寒
蒋
を
取
り
扱
わ
せ
る
こ
と

と

な

っ

た

か

ら

告

示

す

る

。

．

昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日

広
島
市
長
戦
務
代
理
者
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島

市
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2・ 1中 I町
白．

第菜 I
四町名
+ --
-1-1 I地
回 o 地
仮
換 ノ

五｀

地二！ 9 |所
予•四
定 ＝
地―

.,番 1在 1璽
指

．，定—, •,— 

氏土＇ •.広 氏土
地.. 地．

}|、,.噸 •F互島，．所
4ぅ・,-1 』有，ノ

名者 ;'市|9名者』
~ ~ 

所

番

土

在

町

＿

B

四

九

＿

町＿

B
四
九
＿

町＿

0
五
J

七
＿
一
四
ー
六
＿

エ

釦

バ

八

＿

一

四

J

六＿

エ

劉

バ

九

＿

ー

四

ノ

六

＿

エ

副

バ

宜

―

-

＿

二

竺

―

-

二

仮

換

地

予

定

地

補

充

並

び

に

変

更

指

定

＇

1

広
島
平
和
記
念
都
市
建
設
事
業
東
部
復
興
土
地
区
画
賂
理
施

行
に
伴
う
左
記
の
土
地
は
、
土
地
区
画
幣
理
委
負
会
の
諮
問
を

経
て
｀
仮
換
地
予
定
地
が
補
充
並
び
に
変
更
に
決
定
し
た
か
ら

脂
係
者
は
、
東
部
復
典
事
務
所
で
、
詳
細
承
知
さ
れ
た
い
。

2

土
地
所
有
者
に
対
す
る
仮
換
地
予
定
地
の
指
定
油
知
害
は
．

土
地
所
有
屈
を
提
出
孫
の
者
に
の
み
送
逹
す
る
。
な
お
、
土
地

所
有
届
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
者
は
、
至
急
提
出
さ
れ
た
い
。

3

今
回
発
表
の
土
地
を
売
却
又
は
譲
渡
す
る
と
き
は
．
事
前
に

必
ず
東
部
復
興
事
務
所
に
脇
磁
の
上
、
瑕
h
咋
叫
び
願
い
た
い
。

万
一
連
絡
が
な
い
場
合
は
、
決
定
し
た
仮
換
地
を
取
h
消
す
こ

、
と
に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
是
非
連
絡
方
を
屯
行
さ
れ
た
い
。

4
前
記
仮
換
地
予
定
地
の
使
用
淵
始
の
時
期
及
び
借
地
権
そ
の

他
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
追
つ
て
揺
定
ナ
る
。
‘

3
 

至＂

第
二
十
七
回
未
指
定
地
補
充
挨
地
予
定
地
指
定
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同 同 同 同 同

1
0五
J

六

同

1
0
五
ノ
六

0

同同

東
部
支
所

牛
田
支
所

同同

同

宵
鯰
支
所

同

同

江
痰
支
所

同
．
欲
川
町
三
丁
目
七
七

0
番
地

の一

同
京
魚
屋
町
＝
＝
―
-
香
地

同
西
新
町
一
―
―
―
一
番
地
の
四

同
宇
品
町
御
幸
通
一
丁
目
―
―
―
七

番
地
の
一
四
の
三

同
如
．
捩
稿
町
六

0
番
地

同
千
田
町
一
―
一
丁
目
七
八

0
番
地

の
一
〇

同
牛
田
町
九
七

0
番
地
の
二

同

4
早
律
南
町
字
市
内
南
新
地
九

五
七
番
地
の
一

千
田
町
一
丁
巨
五
一
ヤ

1

番
地

の
一
〇

銀
山
町
―
一
番
地

京
白
島
町
一
五

0
番
地
の
一

i

-

己
要
中
本
町
三
四
五
番
地
の

二i

]

皆
ぃ
が
‘
町
三
丁
目
一
.

Oill_O 

番
地
の
二

段
原
虹
浦
町
八

0
七
番
地
の

-1-
大
手
町
八
丁
目
＿

o-―
一
番
地

庚
午
北
町
―
二
丁
目
六
三
番

也

鼻
i
 

己
斐
町
一
一
、
五
一
五
の
一
一
番

也土已
斐
町
四
―
―
一
番
地
の
二

闘
町
一
丁
目
一
、

0
1

＝
六

西
観
音
町
二
丁
目
九
五
七
番

地
の
一
―

江
波
町
字
宮
の
下
―
.

0
1―― 

五
の
二
四

仁
n
＊
町
字
青
諭
一
四
八
の
二

畠東
雲
町
一
ニ
ー
八
番
地

牛
田
町
旭
町
区
一
四
・
＿
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九
の
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四
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前
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千
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市
金
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納
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所

白

品

中

町

永

山

医

院

牛
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町
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. l 

種
痕
は
必
ら
ず
一
洞
閻
後
検
診
を
受
け
。

検
診
の
結
果
陰
性
の
場
合
に
は
、
そ
の
後

直
ち
に
更
に
一
回
接
種
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

百
日
せ
き
及
び
ジ
フ
テ
リ
ア
の
注
射
を
受

け
て
い
な
い
者
は
今
回
は
三
回
受
け
る
こ

と。各
接
種
の
す
ん
だ
人
は
接
種
を
受
け
た
と

こ
ろ
で
必
ら
ず
証
明
害
を
受
け
取
り
下
さ

、0
し希

望
の
人
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ

の

他

広
島
市
長

a
 

nllC: 
自
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
二
日
（
診
旅
時

至
昭
和
二
十
九
年
一
月
ー
―

-+-B

間
中
）

百
日
ぜ
き
（
三
回
接
種
）
一
回
に
つ
き
三
十
円

ジ
プ
テ
リ
ア
（
三
回
接
種
）
一
回
に
つ
き
十
円

種

痘

一

回

に

つ

き

十

円

捺
稲
を
受
け
る
人

百
日
せ
き
生
後
ー
ー
ー
カ
月
か
ら
生
後
六
カ
月
に
至
る
期

間
(
-
―
―
澗
間
々
賑
で
三
回
接
種
）

前
号
定
期
接
種
後
十
ニ
カ
月
か
ら
十
八
カ

月
に
至
る
期
間
（
追
加
免
疫
一
回
掟
種
）

生
後
六
カ
月
か
ら
十
ニ
カ
月
に
至
る
期
間

（
三
澗
間
々
隔
で
一
一
＿
回
接
稲
）

小
学
校
入
学
前
六
カ
月
以
内
及
び
小
学
校

卒
業
前
六
カ
月
以
内
（
追
加
免
疫
一
回
接
種
）

生
後
ニ
カ
月
か
ら
生
後
十
ニ
カ
月
に
至
る

期
間

小
学
段
入
学
前
六
カ
月
以
内
及
び
小
学
校

卒
業
前
六
カ
月
以
内

稲 料 日

2
 

疸

2
 

ジ
フ
テ
リ
ア
ー 2

 

時

翫

井
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五
八
六

J
1
0

五
八
六
J

-

―
外
一
燎

二六――
-
l

五ー―
-
l
六

二
＿
＿
一
六
ノ
ニ
外
四
筆

七
ニ
―
J

__ 
＿
外
四
筆

―
―
―
―
―
ノ
一

五
四
J

ニ

―
―
―
―
―
九
ノ
ー
四
外
四
筆

五
三
ノ
七

五
―
―
丁
、
三
外
一
筆

五ー―
-
I
二
外
一
箔

五――

-
0
ノ
一

五ー―

-
0
J
ニ

二
九
一

l
-
―

五
四
ノ

，
 
．
 

―-＝二
J

一
外
一
策

六
九
ノ

六
九
ノ
ー

9-―

七
ニ
ー

l

ー
外
四
筆

，
 

六
九
／
五
外
―
―
箔

-;-1--;;-1-;;-1-;-1~1二I二1了ロニ了；ロニ五l二I二□言
西

越口村 松本山延 田石木
蔵 田 合油

外為良文新 霞費
ー 会

省 1名義一雄一組代社

木

武

尾

．七

郎

上

信

勝

部 木I木

幸ドII竺
夫名忠忠名ヲ I -

叉

忍

中

濡

治

菱

銀

-T 
4
1
 

田

n: 

明

七
八
九
ノ
九

村
...，． 
方

孝

七
八
九
J

-

見
ー
繁

良

‘、‘・、
9, 

！・ :'•’ 
'. 9, 

J

,

 

，．， 

，
ヽ
，
9
9
9
 

9

9

 

e
 

，` ヽ'‘
し

9

広
島
市
告
示
第
百

l-l+l＿一号

建
築
基
準
法
第
五
十
四
条
の
規
定
に
華
き
。
左
記
の
通
り
公
開
に

よ
る
聴
開
を
行
う
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
四
日

広

島

市

長

浜

井

信

一

―

―

a
 

ョt
"

昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
七
日
午
前
十
時

広
島
市
国
泰
寺
町
ー
―
―
九

広
島
市
庁
舎
内
教
育
委
負
会
委
員
室

広
島
市
小
綱
町
一
四
五
／
四
四
番
地

消

水

政

尚

広
島
市
江
波
町
一
五
番
地

五四三

・:' 

申
諮
者
住
所

申
諮
者
氏
名

建
築
場
所

開
催
日
時

開
催
場
所

矢

賀

町

森

末

”

尾

長

町

天

本

”

段

原

山

椅

町

岡

田

”

的

場

町

石

田

”

大

須

賀

町

本

郷

”

荒

神

町

折

田

”

大

洲

町

曾

根

”

束

服

屋

町

鈴

木

”

職

町

．

校

野

”

昭

和

町

花

栗

”

斜

屋

町

山

本

”

千
田
町
二
丁
目
松
林
”

水

主

町

迫

井

”

研

屋

町

中

沢

”

基

町

基

町

診

療

所

猫

屋

町

今

川

医

院

西

新

町

鉾

村

”

西

引

御

堂

町

高

田

”

舟

入

仲

町

香

川

”

舟

入

幸

町

隊

巻

”

油

屋

町

記

念

病

院

基

町

逓

信

”

基

町

市

民

”

仁
保
町
向
洋
本
町

仁
保
町
丹
那

旭
町

出
汐
町

皆
実
町
二
丁
目

宇
品
町
一
丁
目

三
篠
本
町

＿
＿
＿
篠
本
町
．

横
川
町
一
＿
丁
目

横
川
町
二
丁
目

西
天
満
町

観
音
本
町

己
斐
中
町

江
波
本
町

江
波
沖
町

江
波
南
町

庚
午
北
町

古
田
町
古
江

草
蔀
本
町

宇
品
町
．

宇
品
町

千
田
町

富
士
見
町

大
橋
”

松
田
”

久
保
”

鎌
倉
”

矢
野
”

田
村
”

炭
田
”

長
椅
”

亀
井
診
療
所

牧
原
医
院

児
天
”

天
野
”

児
天
”

米
沢
”

聖
路
加
診
療
所

榎
木
医
院

世
木
田
”

永
田
病
院

堀
江
医
院

県
立
病
院

国
立
”

日
赤
”

広
島
市
保
健
所

,
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璽
見
町
一

大
手
町
一

八
丁
目

同

町

一

下
流
川
町
一
五

0
J
六

同

町

一

．

五

0
J
――

立

町

一

同

町

＿

田
中
町
一ロ

同

町

一

竹
屋
町
一

ー`ー

立
．
町
一

同

町

一

同

町

千
田
町
一

二
丁
目

同

町

一

宝

町

一

同

町

一

白

島

一

東
中
町ロli 

麿
北
町
一

一
村

一
谷

一
挽

一
山

一
山

ー
中

一
牛

一
態ゴ呵一

大
一
臼

一
田

一

中

尾

日
新
生
命
保
険

一

相

互

会

社

一

多

田

市

郎

一

梶

川

一
中
•
本

一
村

ー
島

一
皿
早

一
釜

一
広

一
番
地
外
―
―
ヶ
町
一
．
五
六
節
一
大

蔵

省

一
四
九
ノ
一

ー
四
九
／
四

―――八
J

――

―――七
J

ニ

四
ノ
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ニ
外
二
筆

五
七
J

九
外
一
策

二
0
J
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外
四
策
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外
一
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七
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広
島
市
告
示
第
百

I

二
十
五
号

広
島
市
都
市
計
画
事
莱
草
蔀
町
附
近
地
区
土
地
区
画
敷
理
の
爽
施

の
た
め
測
批
法
第
一
＿
＿
十
九
条
及
び
都
市
計
画
法
第
十
二
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
耕
地
照
理
法
第
七
条
の
規
定
に
基
き
、
土
地
区
画

敷
理
に
従
事
す
る
市
の
職
員
が
左
記
に
よ
り
．
そ
の
区
域
内
の
土
地

に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
る
。
．

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
十
―
―
-
H

広
島
都
市
計
画
事
怒
早
律
町
附
近
土
地
区
画
盤
理
施
行
者

広
島
市
長
浜
•
井
信
―
―
―

土
池
測
泣
又
は
調
究
の
た
め

広
島
都
市
計
画
事
業
草
禅
町
附
近
地
区
土
地
区
画

八七

理地

由城

六五四三

申
睛
者
住
所

申
諮
者
氏
名

建

築

場

所

用

途

概

要

開開，
催催

場日
記

所時

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
四
日

広
島
市
国
泰
寺
町
―
-
＿
九

広
島
市
庁
舎
内
建
設
局
長
室

広
島
市
段
原
大
畑
町
一
〇
六
ー
九

上

野

央

一

広
島
市
段
原
町
一
〇
六
ー
九
，

舞
踏
場
（
用
途
変
更
）
木
造
平
家
廷
｀
．
延
一
七

五、

0
九
平
方
メ
ー
ト
ル
．

住
居
地
域

当
該
建
築
物
は
｀
建
築
甚
準
法
第
四
十
九
条
第

‘,ノ

一
項
（
別
表
第
一
位
項
第
六
号
）
の
建
築
制
限

に
該
当
ナ
る
も
の
で
あ
る
。

午
前
十
時

広
島
市
告
示
第
百

l_-＋四
号

建
築
基
準
法
第
五
十
四
条
の
規
定
に
基
き
｀
左
記
の
遥
り
公
開
に

よ
る
聴
聞
を
行
う
0

.

昭
和
二
十
八
年
十
月
一

i-+
―
日

広
島
市
長
翫

井

信

八七六

用
途
概
疲

地

域
理

由

映
画
館
畜
木
造
平
家
建
、
延
九
九
。
五
坪

住
居
地
城

当
該
建
築
物
は
建
築
諾
準
法
第
四
十
九
条
第

‘,‘ 

一
項
（
別
表
第
一
知
項
）
の
建
築
制
限
に
該

当
す
る
も
の
で
あ
る
。

I . 

1
0
五
ノ
ー
―
―
一
五

四
五
J
-
――

ー
一
八

0
J
-――

1
0
五
／
二
土
四

二
二
外
一
筆

ニ
ニ
ノ
ー
外
二
筆

ー
一
ノ
ニ
外
一
築

一
六
ノ
五

一
六
J

-

二六ー―
-
l
-
―

基

町

一

町

円

閏
．

~
T

西
中
町

町
基

町

一

同

町

一

大
手
町
一

八
丁
目

中
島
本
町
一

翡

山

一
本
町

い
酎
ニ

同

町

一

斜
屋
町
一

同

町

一

同

町

一

|
|
T
 

同

町
同

町

一

皆
央
町
一

二
丁
目

関
係
図
害
縦
閾
場
所広

島
市
基
町
一
番
地

広
島
市
建
設
局
束
部
復
興
亭
蒻
所

広
島
市
告
示
第
百

l

I

一
十
二
号

予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
ー
―
一
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
規
定
に
基

き
．
百
日
ぜ
き
．
ジ
フ
テ
リ
ア
及
び
種
痘
の
予
防
接
種
を
左
記
の
通

り
施
行
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
三
日
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筆

五
六

七
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ノ
，
一
外
一
策

-

J
内
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J
内

一

大

森

省

9
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一
同

一

蕊

田

マ

サ

n

一

松

浦

窟

男

＿

逓

信

局

一
郵
政
省
共
済
組
合

一

大

瀬

戸

降

一

広

島

市

Jll

鯰

涸

降
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外

一

洛

一

広

島

市

＿
同

一
久
保
田

一
高コ
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事
務
穿
員

厚
生
局
衛
生
課
勁
務
を
命
ず
る

事
蒋
吏
負

仁
保
出
張
所
勤
語
を
命
ず
る

．

抜

術

害

日

（

中

野

社
会
保
散
広
島
市
民
病
院
総
府
紐
婦
長
を
命
ず
る

技

術

負

奥

田

且

I

,

j

 

，
 

（
登
皿
）

ハ

ル

ミ

奈

都

子

松

枝

•
ー
・

も
じ,f 

森

9:v. 
-f→ 

志

陪

田

岩

夫

害
記
に
補
す
る

己
茄
（
出
張
所
勤
務
を
命
ず
る

事
謗
吏
負

居
場
勁
務
を
命
ず
る

豚

原

記
ヵ

“
A
局
農
水
痛
課
水
廂
係
長
を
命
ず
る

壼
和

事

務

吏

負

土

肥

中
央
卸
売
市
場
業
謗
諜
水
痛
品
係
長
を
命
ず
る

事

謗

吏

負

吉

田

厚
生
局
衛
生
課
保
健
係
長
を
命
ず
る

・

事

務

吏

員

原

田

基
町
出
張
所
庶
膀
係
長
を
命
ず
る

事

務

吏

負

，

佐

々

木

皆
史
出
張
所
税
務
係
長
を
命
ず
る

．

班

務

吏

員

謀

田

＿
―
-
篠
出
張
所
庶
膀
係
長
を
命
ず
る

抜

術

吏

呉

北

谷

事
務
吏
負
に
任
命
す
る

主
事
に
補
ナ
る

章
蔀
出
張
所
庶
務
係
長
・
沈
命
ず
る

．

事

稔

吏

娯

佐

々

木

舟
入
出
張
所
庶
稲
係
長
を
命
ず
る

事

務

吏

負

樅

山

楽

水

総
瑚
局
調
森
諜
主
任
を
兒
じ
総
務
局
謙
査
課
勤
旅
を
命
ず
る

事

蒋

害

只

池

上

利

芙

総
務
局
徴
収
課
勁
務
を
命
ず
る

事

謗

吏

負

安

本

正

雄

舟
入
出
張
所
庶
移
係
長
を
免
じ
舟
入
出
張
所
拘
務
を
命
ず
る

瑕

蒋

吏

錢

木

村

幅
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種
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庁

中

一

般

文
瞥
の
例
式
及
び
文
体
用
語
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和

二
十
六
年
七
月
一
日
広
島
市
訓
令
第
究
号
）
の
一
部
を
次

；
の
な
．
う
に
改
正
す
る
．
o

広
島
市
訓
令
第
四
十
八
号

庁

中

一

殷

広
島
市
助
役
専
決
祁
項
の
取
扱
に
関
す
る
訓
令
（
昭
和
二
十
八
年

広
島
市
訓
令
第
二
十
九
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
十
七
日

広
島
市
長

翫

井

信

広
島
市
訓
令
四
十
四
号

◎

訓

令

漂
流
物
拾
得
ズ
公
告
）

次
の
物
件
を
拾
得
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
か
ら
、
心
当
り
の
方

は
広
島
市
役
所
社
会
課
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
十
二
日

．

広

島

市

長

翫

井

信

―

―

―

名

米

松

材

壱

本

(
M
A
の
刻
印
あ
り
）

長
さ
二
問
径
四
尺

広

島

誇

峠

島

附

近

・

昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
八
日

広
島
市
似
島
町
字
大
賀
二
六
五
五
の
二

新

江

松

,‘
 汐

一
言
拾
得
場
所

―
-
「
拾
得
月
日

四
~
拾
得
者

.
 ヽ

品 ◎

公

告

一
。
術

考

ー3

期

間

■

-1 

整
理
区
域
内
及
び
そ
の
周
邊
土
地
一
円

面
の
と
お
り
）
↑

日
出
か
ら
日
没

自
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
一
日

十
九
年
三
月
一
＿
一
十
一
日

至
昭
和
二

ま
で
の
間

右
の
目
的
に
従
事
す
る
者
は
．
丘
身
分
証
明
書
を
抑

帯
す
る
。

（
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事
務
吏
負

衛
生
監
督
に
補
す
る

厚
生
局
衛
生
課
勤
務
を
命
ず
る

・
事
蒋
吏
員

已
咋
密
出
張
所
長
を
命
ず
る

事

務

吏

呉

松

厚
生
局
衛
生
課
庶
謗
係
長
を
命
ず
る

事

務

吏

員

密

総
務
局
調
査
課
｀
王
任
を
命
ず
る

事

謗

吏

員

高

田

／
中
央
卸
売
市
場
管
理
課
庶
移
係
長
を
命
ず
る
ー

珀

稼

吏

負

永

田

建
設
局
住
宅
諜
庶
移
係
長
を
命
ず
る

．

技

術

吏

員

渡

咄
設
局
下
水
課
計
画
係
長
を
命
ず
る

技

術

吏

員

田

建
設
局
下
水
課
管
理
係
長
を
命
ず
る

技

術

吏

負

松

建
設
局
営
輝
牒
計
画
係
長
を
命
ず
る

技

術

吏

負

野
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正

京 夫 炊`
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t
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1丁

. 

郎

範

男

秀

，

忠

下

武

夫

本

正

翫

今

人

r.u-柑

一まえ

雄

t.LI 

根

喜

助

事

務

吏

員

野

間

英

作

”

安

本

正

雄

抜

術

吏

負

大

井

附

利

広
島
市
戦
員
衛
生
管
理
規
程
第
十
一
条
に
よ
り
一
年
間
旅
捉
を
命
ず

る
（
以
上
十
月
二
十
日
）

（
各
油
）

広
島
市
抜
術
吏
員
に
任
命
す
る

技
師
に
補
す
る

十
一
級
一
号
給
を
給
す
る
．

社
会
保
険
広
島
市
民
病
院
歯
科
部
長
を
命
ず
る

日）

（
以
上
十
月
十
六

広
島
市
技
術
吏
員
に
任
命
す
る

技
手
に
補
す
る

社
会
保
険
広
島
市
民
病
院
君
誨
婦
長
を
命
ず
る
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コし壱日

一
~
日
時
昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
二
日
午
前
十
時

一
、
場
．
所
広
島
市
役
所

一
．
議
題
基
本
選
挙
人
名
簿
登
録
要
件
の
認
定
等
に
つ
い
て

広
選
管
告
示
甲
第
三
十
一
号

広
島
市
選
挙
管
理
委
員
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
十
九
日

広
島
市
選
挙
管
理
委
員
会

委

負

長

平

井

憲

太

郎

◎
選
暴
管
理
委
員
会
告
示
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広
島
市
中
小
企
業
設
備
近
代
化
励
吝
諮
問
委
負
会
委
負
を
委
糊
す
る

瑚

謗

吏

負

．

巖

．

梅

子

戦
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
第
四
条
第
一
-i
項
に
よ
り
復
職
を
命
ず
る

（
以
上
十
一
月
一
日
）

広
島
市
技
術
吏
負
に
任
命
ナ
る

按
手
に
補
す
る

七
級
一
号
給
を
給
す
る
．

社
会
保
険
広
島
市
民
病
院
勤
務
を
命
ず
る

事

謗

吏

負

加

朦

政

夫

広
島
市
中
小
企
業
設
備
近
代
化
融
杏
諮
問
委
負
会
委
負
を
命
ず
る

市

議

会

談

員

腟

周

（
各
通
）

谷

1.―I 

昭

夫'

建
設
局
営
認
課
エ
瑣
係
長
を
命
ず
る

技

術

吏

負

住

田

建
設
局
東
部
復
興
事
移
所
補
俯
諜
長
を
命
ず
る

抜

術

吏

負

本

永

建
設
局
東
部
復
興
事
務
所
正
初
諜
長
を
命
ず
る

事

謗

吏

員

野

間

英

作

建
設
局
住
宅
課
庶
膀
係
長
を
免
じ
建
設
局
住
宅
課
勤
幣
を
命
ず
る

技

術

吏

員

大

井

拙

利

建
設
局
下
水
課
計
画
係
長
を
免
じ
建
設
局
下
水
課
勤
瀦
を
命
ず
る

技

術

吏

員

丸

一

輝

夫

建
設
局
営
路
課
計
画
係
長
を
免
じ
建
設
局
常
紐
課
勤
務
を
命
す
る

事

膀

吏

員

今

澁

重

雄

広
島
市
出
納
員
を
命
ず
る

事

膀

吏

員

松

本

正

広
島
市
出
納
員
を
免
ず
る
（
以
上
十
月
二
十
七
日
）

奉

務

吏

員

多

田

休
識
の
期
問
を
六
商
月
間
更
新
す
る

r
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松

本
佐

々

木

森新

田

~
 

~
 

令^歪

J

大

熊
山

根

安

田
名

柄
三

浦
正

岡

広
島
市
民
生
委
員
推
脳
会
委
員
を
委
闊
す
る
。

事

務

吏

員

吉

田

広
島
市
民
生
委
負
推
薦
会
委
負
を
命
ず
る

専

謗

吏

負

＿

伴

谷

（

各

涌

）

”

辻

II

上

ー

、

広
島
市
民
生
委
負
推
腔
会
幹
事
を
命
ず
る

事

務

吏

負

板

倉

易

久

（
各
通
）

中

村

敏

之

広
島
市
民
生
委
負
推
隈
会
困
記
を
命
ず
る
（
以
上
十
月
一
日
）

市

議

会

設

負

秋

田

正

之

”

中

野

博

史

”

沖

賀

春

一

（

各

通

）

”

新

関

貞

夫

”

中

邑

．

、

元吉

中

良

雄

大

横

田

・

義

雄

広
島
市
雷
鉄
問
題
対
策
委
員
会
委
員
を
委
閻
す
る

事

移

吏

員

江

口

松

芳

佐

々

木

銑

（
各
油
）
．

抜
術
吏
負

広
島
市
霜
鉄
問
題
対
策
委
員
会
委
負
を
命
ず
る
（
以
上
十
月
十
三
日
）

事

務

吏

負

野

坂

守

夫

稿
魯
課
主
任
を
命
ず
る抜

術
吏
負

田

中

千

万

広
選
管
告
甲
第
三
十
三
号

安
芸
海
区
漁
業
調
披
委
員
会
委
鼠
選
挙
人
名
蒋
を
広
島
市
役
所
に

お
い
て
十
一
月
五
日
よ
り
十
五
日
間
縦
宜
に
供
す
る
。
．

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
二
日

広
島
市
選
挙
管
理
委
員
会

委

員

長

平

井

広
選
管
告
示
甲
第
一
＿
工
＇
二
号

基
本
選
挙
人
名
蒋
を
広
島
市
役
所
に
お
い
て
十
一
月
五
日
よ
り
十

五
日
間
縦
虹
に
供
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
二
日
‘

広
島
市
選
挙
菅
理
委
盈
会

委

負

長

平

井

衷

次

盾郎保

逹

雄

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
十
日

'

，

広

島

市

長

．

浜

井

第
六
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

―
―
―
告
示
一
定
の
事
項
を
市
民
一
般
に
公
示
4
9
る
も
の

同
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
ぶ
以
下
順
次
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
公
告
一
定
の
事
項
を
広
く
一
般
に
告
知
す
る
も
の
。

民

生

委

員

ーー

（
各
通
）
似
島
学
園
長

保
育
連
盟
会
長

社
会
揺
祉
協
識
会
長

連
合
末
亡
人
会
澗
会
長

女
子
短
期
大
学
長

安
田
学
園
長

保
誨
漑
察
所
長

強庄リ 11~ チ質哲芳

ョ ド

旭一之ウ夫リー正磨亮白
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鍛舟十日 区本庁 某 似 宇 皆 大 仁 浩比段青尾牛 出 渉外 移総計会

音入市城怯直町島品庚河保 III・ 原縞長田 篇別 出 ◎ 課勁 局総 課勁 ．

ニー：：：：四三 ニーー ーニー一 —人ー 張所雑琥を 移課務を

n 天三六ーニ宜八二五/¥. - 0 四九 、々 ＾ gn 勤 ＾ 叩

ツ｀，；、會`鬱.. .̀...... 0 ・ 鬱 管 ず t す ず
六二〇四三二九二〇八一六一八九 区 る事事る喪
ニ 八 五 一 八 0 7¥ - 0 八九六三二九口 月IJ ＾謗移初
八六二三＝．二四ー＝ ＝九五＝九九 ー 人ロ 以上吏負る員吏 吏員

△―  ― △ 平O)J.固 及報十
六五四九四ー五六六一七六 四三岱比問 ひ． ー月 ,r、 古ヒ 古ヤ

一六一七ー四一六七ー 0 - 0 七四ジば月 世 ，」 硲 印J

書 ＇ 十
四四五二八 六 四 三 一 四 五 二 三 二 世 ‘’1 ‘ -
.．,亀° ` ｀'`  "‘`  `  ＂ ＾ 日 浦田原- I會―'-'.  

九：：八四ー四七四 0 五五 1＼四六五 天っ'
八四ーニ六九九八 0 ー四二九五四椿 ~ぃ 出 •i:；；、
0 -九 -0-―九＝八四七四八九――—一て 六 ‘94、

ー・ - -JL ― 一 四 一 △ ＄叫^の碩虔上『 ・↑ 男 堆翌t
-六-八五- 四==-七 0:=:.七一九〇==-六＝四七ー- --- ' -.._, 

録登民住亡 死 生 出 離婚種． 草 三 己
モ訂・

i覧靡閃計女男計女男 i昏姻別 津篠斐

竺 ヰ＾＾ 三^ 2 写^写＾ 二^二 二件籍戸：：：—. - - -
一七つ 三四ヰ 一写= 三二— =ツニO ・三'-'九九・ ーツ一一ー 一シつつ・_-モ ＝.._,-＝＝ ＝-・ 七-＝っ七 ＝-＝芋 0巴-共 丸奴し (1.)上 ＝ Iヽ、 三. 七. 九. 

＾ 最同品． ° 七七七
圭：ニー＝令＿今一⇔ ＝写 :'.d_ ~- ~穴＿大 六四ニニ
己；大』匹；；て ご写 =oご＾ こっご七ご六 シ写.,_,= 上 っ（一― 九 九二九

＾ ＾ ＾ ＾ ＾ ＾ ＾ ＾ 最 い き △ △ ヽ、ヽ、ヽ、ヽヽ、 ヽ 、 、 少
＾ ，^ 六 一 ― - . . _ , . . _ , -^ --.._,四ッ-.― て 一三五

ニ六ー 一・ー・^・・-ブ・・・・ .〇^....三.....ー^....三.三... -三^-• -ープ----・・ .ー^.. ..-.七-.-. ^  ＾ 平日 六九八一
.,．．盃ー〇．．．．空主つ．．．．六〇苺．．芸8．．．． ．．．七ゞ七七．．．七ゞ、ー大』•••-。--＾立... ．．．．-‘写．つ＝．．．七O‘C)-...＝‘つ九_,＾七::::::,........Q七ヽ四．==ー•…芸＝写恙七七．．．fl::,分＾ 四八 三 四 五

ん 亀奮~

＾ ＾ I ...u..月り八年 ー 三五四
ニー 三 2 さー年 九四六 0

、 、 、 、 七圭^；ョも三^ ヨ＝さ^ ＝一 ご究匹令五^ 二天己七^ ＝ 竺 令究：：：：若 同。 九 六二三

△ △△ △△ △ △△ △ 増差月
分三△ △ 

^ ＾ ^ ＾ ， △ッ 五 ↑ 
. ::;:;".． 一 Q = 今 ＝ ＾ ^  祓弓lご四巴—ごー ご四ご孟ジ元 邑云芝ー 一 七〇六

0 ー 0一 九頁誤昭正 分婚.... ［ -‘死 -‘コ・一浄-‘ 男―` 男一‘ 藉戸身分抄本勝喝

り0 和 で姻. ＾亡失ピ日写脂 前 市閲証諮
中 中 屯段 二誤！ 計？ <ア平 < 一年ー内究明求+ 燐'-'ニ内膳均七 ー 五の — 

> 開
十終 八 婚 嵐 写‘八右九出 守 ~·
二り の` ＇器一九 ｝、 人生 元元 ・西・
行か行 十年 たも出・ 出訳．二九四数製 同 と 和七式

六目ら 月 の生地生七ー四ー 死
—二 ｀以 件‘枚枚九｀ 女 女亡 主

帽る惑 呵託すろ所事謄を商広島市月昭 十 死 外二 九 か＝天合和 日 亡 で ニ ー 八 ー ー ら
日二 はの 九一従七五 三見

修 十誤 三事 枚人事k 〇七四た＝六天
］＼ 十件雄婚 ー負ハ枚人 人増 ＝ 

L.を 年十 ．ー日 本を． 市日 数 ．．．．七巻・せ・云ず••c丼西っ．．．． 

·— 分 莉地 ー . 均I.延 ー計 ー計

藤修ー後咄託する移所事臨時をに商租玲広島市工十月和昭 のそ で 三 0一 平日二 平日 二 ＾ 三二 あ 九． 〇均八均九一
日十 正の 他はっ＿ 贔符 人 -11.五九三 丼立°匹 、̂0 写`  

涌 二本 七 ,IU ゚ 人‘人 △ 

盆 ;集i 十市 枚〇四十 七へ •一五 ． 六ヽ
H 郵一 人 人 ニこニっ^ プ写< 
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ま
・
え

こ
こ
に
第
十
一
1

回
の
広
島
市
の
財
政
事
情
を
公
表
い
た
し
ま
す
。
'

近
年
地
方
団
体
の
中
に
は
、
そ
の
財
政
収
支
の
破
綻
を
来
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
勘
く
あ

り
ま
せ
ん
。
本
市
の
財
政
に
つ
き
ま
し
て
も
昭
和
二
十
七
年
度
に
お
い
て
一
億
一
千
七
百
十

二
万
円
余
の
歳
入
欠
陥
を
生
じ
る
に
至
り
ま
し
た
。
．

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
回
公
表
の
際
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回

は
特
に
市
投
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
す
な
わ
ち

①
硯
在
市
の
当
面
し
て
い
る
軍
要
な
甜
業
は
何
で
あ
り

'

②
そ
れ
に
は
我
用
は
幾
ら
か
A
る
か

③
ま
た
、
こ
れ
ら
の
軍
菜
ほ
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か

．

‘

．

④

そ

し

て

ま

た

、

こ

れ

ら

の

牧

用

は

何

で

ま

か

な

わ

れ

て

い

る

か

．

を
、
昭
和
二
十
七
年
庇
中
の
収
支
の
実
績
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
市
の
財
政
に
対
す
る
市

民
各
位
の
御
認
識
と
御
暉
解
と
を
戴
き
広
島
市
の
よ
り
よ
き
発
展
の
た
め
に
、
な
お
一
屈
の

御
協
力
を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
念
願
致
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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昭 一 昭和28年11月30日
昭昭和昭 ＇ 応瑾
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八八年七 話
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年年度年 中中世也世＊中
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度．度．の度
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収計状収麿阪会秘閃＾＇ 発 ． 
℃ 
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入＇歳況入 F ・^ 代
状入 状蘊収計由事表．行 ． ＼"<;> ・::・tJ 

が、•~ ìミ
況出 況務・猿シ ，

，. 

潤状 調因課課諌局
所・ •'［り

：況・ 、.‘‘-̂-～‘
：． ギ呻呼中中中 凸

＼ l. ［非聾言蛭房 広 -~ • -―.． 
r ： ． ： 競工中舟市保努

•’". 

-: ・ ’  ： 餓表l l ［麟餌l` 誡、島 ．、

.' 

..'. ． ． 事，．究病病． ． . ． 甜麻市 ， ． ．．．：所所場院院所諜広 マ： ・: ： 守諧審者筒島市 • .．． , 
”● ● • :.  
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: • : : ： 這．部泰役
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： ：． 公防道典． 
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化本事町

三ブし ＾ 会 窃三

襲芭九所

’’ 

が

き

--..-：,: 、_.___•一



-•. 
ぐ；―i.• 9 ̀  . ・, t 

＇ ｀ ・ヘ9,

ュ―， 
9‘ 

昭祁・:28年 11月 30日 広 島 市 報 •（号 外）

人口 318,653人

泄帯数.81,634戸

昭和28年 3月31日現在

予ヰ額
． 

829,325, 787円
＇ 収入済額 810,261,250円

潤定額 1,014,648,867円 ・

収入済額・-
可罪額

た 98劣

収入済額
調定頷

80劣

｀ 

昭和 28年 i1月 30日

4
 

2 

市

民

税
．． 

固
定
資
産
税

．
 

砥
気
ガ
ス
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市債は何に使われているか
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後
、
昭
和
二
十
四
年
八
月
に
経
済
九
原
則
の
線
に
即
応
す
る
よ

5
戦
災
復
典
車
業
の

、

こ
3
.
"
1
 

再
検
討
が
要
諮
せ
ら
れ
、
前
記
四
0
0
万
坪
の
璽
業
而
稜
茎
一

J
o
•
二
万
坪
に
縮
少
占□
．
．

．

一L
 

そ
の
専
業
役
は
―
二
億
五
、
一
二
四
丑
万
円
で
、
昭
和
二
十
五
年
度
か
ら
昭
和
二
十

4九
年
度
ま
ぃ
・
‘
.
＂

•
1
9.

こ。

で
の
五
ケ
年
計
画
に
変
更
さ
れ
ま
し

t

そ
の
後
要
に
、
広
品
平
和
記
念
都
市
建
設
法
の
制
定
施
行
に
よ
っ
て
、
右
の
計
画
を
根
基

i

と
し
て
、
こ
れ
に
、
平
和
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
寓
業
計
画
が
加
え
ら
れ
、
こ
{

J

に
総
事
業
匹

[
•• 

、
．

-

―
-
0
億
六
‘
―
二
六
万
円
を
要
す
る
広
島
平
和
記
念
都
市
建
設
布
業
五
年
ケ
計
画
が
樹
て
ら
．i

．

．
．
 i

 

れ
ま
し
た
。
広
島
平
和
記
念
都
市
建
設
事
業
の
内
訳
は
・
大
要
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

．． 

｝
 

ー

、

戦

災

復

典

事

業

：
．．．． 
区
画
照
理
、
街
路
、
河
川
水
路
、
公
共
空
地
、
瓦
斯
、
軌
道

上

水

道

、

下

水

道

』

2
、
平
和
記
念
施
設
事
業
・
・
・
・
・
・
記
念
館
、
記
念
公
園
、
記
念
碑

3
、
軍
要
幹
絲
哲
蹄
事
業
・
…
・
・
幹
線
街
路
舗
装
、
橋
菜
立
体
交
叉
、
区
画
幣
理
区
域
外
、

の
幹
線
街
路
新
殴
．

．

4
、
排
水
施
設
耶
業
…
；
・
・
ボ
ン
プ
場
、
排
水
路

5
、
公
共
施
設
牢
粟
・
・
・
・
・
区
画
猿
理
区
域
外
の
公
回
盤
備
，

．．
 

‘

．

＂

-

な
お
、
そ
の
後
、
．
物
価
の
変
動
等
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
た
結
果
、
現
在
で
は
、
右
の
総
班

．

9
-

溶
荏
二
六
億
九
、
五
四
0
万
円
に
増
額
修
正
さ
れ
、
-
み
う
ち
戦
災
復
興
軍
業
費
ほ
一
六
．

．
 

倍
八
、
五
四
八
万
円
で
あ
り
ま
す
。

．，．

ま
た
戦
災
復
興
軍
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
施
行
面
稼
の
約
四
割
に
当
る
本
川
以
西
の
西
部
．
．

、

地
区
ニ
ニ
四
・
六
万
坪
の
区
画
漿
理
事
業
と
こ
れ
に
伴
う
循
玲
及
び
公
共
空
地
葵
備
の
事
粟
．

は
広
島
果
卸
事
が
施
行
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
こ
の
賽
業
役
は
四
億
五
、
九
ニ
ー
万

••

円
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
広
島
平
租
記
念
都
市
建
跛
班
業
投
総
額
二
六
億
九
、
五
四
0
万
円
の
中
、
本
市
が

施
行
す
る
も
の
は
一
1

二
館
三
、
六
一
九
万
円
で
あ
り
ま
す
9

こ
れ
に
昭
和
二
十
四
年
度
ま
で

・

に
実
施
い
た
し
ま
し
た
事
業
我
九
、
0
六
四
万
円
を
加
え
ま
す
と
、
本
市
分
の
総
軍
業
役
は
-

二
三
億
二
、
六
八
三
万
円
で
あ
り
ま
す
。

．

こ
れ
に
対
し
て
昭
和
二
七
七
年
度
ま
で
の
実
施
額
は
八
憶
八
、
六
=
1
0
万
円
で
そ
の
進
捗

率
は
一
l
一
八
劣
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
別
會
計

建

合小
そ 公 物

科

一
九

：
―
[
輯
〗
ー
[
[
い

Z
d
ニ

一
翌
、
―
1
0
0
、
0
呂
軍
要
幹
線
街
路
事
菜
吸
塁
、
九
a
r
m
1

m
-
＾
＾
、
0
蓋
排
水
施
設
事
業
我
主
、
九
七
―
-
‘
盟
＾

＂

・

＿

住

宅

建

設

第

業

投

＾

空

四

0

=

r

g

-

六、00!―-‘盟――

・下

水

道

改

良

我

（
地
盤
沈
下
対
策
咬
）

下

水

道

我

＝

―

九

、

宙

四

、

全

主

写合、四＿――-、突0:

1

1

a

i

l

 

人

投

＝

＝

公

o
w
o
o――

投
(
-
―
―
六
る
。
写

我
目
、
1
六
四
‘
六
N-
九

他
一
、
六
＾
―
-
、
金
四

全
、
主
突
、
哭
0
-

手＂計

，f
-
J器
、
九
究
、
四
四
〇

の 依件 件

目

金

歳

出

翌
年
度
へ
繰
趣
し
た
額
一
九
‘
^
-
0
、
0
0
0
円

（
内
下
水
道
逓
次
繰
越
額
―
^
'
里
＾
、
0
0
0
円
）

二
六
三
人
，

費

ご
八

・'

J ， ヽ
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曇一
，
＇
，
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，
ー
・
1
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ー

!

,
＇

’

'

,

鳥
,

t
:

I

・
・
・

・

1

9

9

9

9
9

9
,
1
`
＇

1

•

9
9

,

1
.

‘
,
9
9
,

1
,
＇

,•• 
，＇．
I,、

1
,；

，、
1

,．

;

9

9
.
；

ヽ

；

、
.
，I
l
l
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．．． 
，
拿

参-
9' 

パ息n

4ヽ9"

£
出
口
和
れ
会
ゎ
う
足
た
ク

t
立
芍
ぶ
元
（
た

••
•••• 

1
 

••• 

,．,
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_
ー
広
島
市
の
下
水
道
計
画
に
つ
い
て

1

1

.,̂9 

文
化
的
な
生
活
の
雌
礎
は
下
水
道
の
賂
俯
を
必
要
と
●
ま
す
。
本
市
の
下
水
道
の
現
状
は

戦
災
に
よ
っ
て
、
殆
ん
ど
核
滅
的
な
打
撃
を
う
け
ま
し
た
c

そ
こ
で
、
こ
の
下
水
道
全
部
を
計
画
い
し
た
ま
す
と
約
三
〇
怨
円
の
事
業
費
を
要
し
ま
す

一
の

E、
市
の
財
政
を
も
労
應
し
て
一
応
二
期
に
分
け
て
、
平
和
記
念
都
市
計
画
事
業
に
併
行
‘

-
し
て
実
施
す
る
の
な
先
ず
計
画
い
た
し
、

＇
こ
れ
を
第
一
期
下
水
道
築
造
事
業
牧
と
し
て
昭
和

．
二
十
六
年
炭
を
起
年
度
と
し
て
昭
和
三
十
五
年
度
を
完
成
年
度
し
し
す
る
一

0
ケ
年
計
画
に
よ

ー
り
現
在
実
施
し
て
い
ま
す
。
ヽ

第
一
期
下
水
道
計
画
概
要

(
i
0
年
継
続
）

一一

一
、
皇
＾

D
O
D
千
円

下
水
管
渠
築
造
廷
＝
―
―
―
-0
粁

ポ
ン
プ
場
築
造
四
ケ
所
（
白
島
、
蕊
見
、
千
田
、
横
川
）
在
一
、
0
0
0
千
円

菜六
O
D
千
円

処

理

場

築

造

一

ケ

所

（

千

田

）

、

こ
の
計
画
に
よ
る
昭
和
二
十
七
年
度
ま
で
の
進
捗
率
は
約

lo劣
で
あ
り
ま
す
。
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翡

一

摘

要

1

,

＇
．

I
 

.

1

.
,
 

科

目

一

当

初

予

罪

額

一

最

終

予

邸

額

＿

日

屯

一

収

入

額

「

し

年

|

T

ー

ー

£冷

分比

ー
1

|

|

|

l

|
ー

|

_

1

|

＇

！

|

|

ー

|

、
＇

ヽ
ー
'’:
1

ー

・
1

る

劣

円

．

円

一

、

市

税

羹

‘

-

＾

o

‘

醤
i

＾
苔
―
―
―
-
H
、
七
心

h-
＾

-

^

-

0

、

き

、

蚕

0

ー

P

九七

普
通
税
突
四
"
_
-
_
＿
芍
奇
0
^
o
_
-
、
0
六
〇
、
翌
0
ー
．．
 

奥、ー―-0̂
、一hl写

．

ー

1

コ
奏
璽

ーぴ

'

-

t
旧
法
に
よ
る
税
収
入
一
1
、
合
、
九
0
1

¥
¥
l
i
t
‘
-
＿
羹
器
一
0
、
蛮
―
-
r
-
―
主
ー
一
3
-
h
r
-
＿
^
―
―

二
、
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
一
六
r
=
-
K
九
、
室
―
-
1
-
―
―
さ
―
六
九
‘
四
＿
＿
＾
‘
＿
_
＿
-
H
、
九
芸
、
0
0
0
―
―
九
六
、
壁
＾

三
、
公
企
業
及
財
産
収
入
四
＾
七
、
畜
―
―
1
n
o
四
、
百
―
-
―
―
―
-
、
翌
九
‘
^
六

_-

.
I

四

、

分

担

金

及

負

担

金

呈

0

、

0

0

0

ー

ヤ

、

翌

0

、

S

o

-

r

=

1

0

0

、

0

8

-

＿

写

0

、

S

o

-
O
 

‘―――H‘―――九一

究
l

否 四〇 究＿

一

般

會

計

歳

入

す
で
に
習
頭
に
お
い
て
述
ぺ
た
ご
と
く
、
今
日
の
地
方
団
体
の
財
政
は
席
乏
の
極
に
あ
り

そ
し
て
、
本
市
も
ま
た
赤
字
財
政
に
悩
ん
で
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
、

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
状
態
は
決
し
て
よ
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
ま
た
、
戦

争
の
結
果
と
し
て
災
禍
の
疲
弊
か
ら
の
立
ち
直
り
へ
、
そ
し
て
平
和
都
市
広
島
の
建
設
へ
の

昭

和

一

＿

十

七

年

度

各

会

計

歳

入

出

朕

況

調

過
租
に
お
け
る
過
渡
的
な
や
む
を
得
な
い
実
梢
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
御
理
解
頂
き
た
い
の

で
あ
り
ま
す
。

年
間
息
者
取
扱
状
況
（
延
人
員
）

ー
ー
ー
そ
こ
で
、
昭
和
二
十
八
年
度
の
予
邸
網
成
に
当
り
ま
し
て
は
、
今
日
ま
で
に
生
じ
た
赤
字
の

粟
務
開
始
昭
和
二
十
七
年
八
月
十
五
日

区

分

一

内

、

科

一

外

科

一

小

児

科

一

産

婦

人

科

一

計

一

―

日

平

均

早

急

な

解

消

は

困

難

で

あ

b
ま
す
が
、
少
く
と
も
今
後
の
赤
字
の
累
増
は
棒
力
こ
れ
を
さ
け

タ

，

人

人

人

人

人

人

・

る

方

針

で

既

設

事

業

の

充

実

と

行

政

効

果

の

発

揺

に

努

む

る

た

め

の

経

役

を

優

先

的

に

取

り
止
め
、
ま
た
、
桓
力
消
我
的
経
投
を

扱
い
新
規
事
業
は
切
実
緊
要
な
る
範
囲
の
も
の
の
み
に

来
空
一
〇
七
四
。
一
九
＿
―
-
き
染
―
-
‘
九
堵
一
九
、
翌
―
1
0
四九

七
節
約
し
て
こ
れ
を
生
産
的
必
要
経
費
に
充
当
す
る
方
針
を
と
つ
て
財
源
と
施
策
の
効
率
的
均

院
一
「
―
―
―
-
0
ぎ
圭
一
九
一
―
―
一
八
一
t
o

111r11―四

―
-
0
.
h
-
―
―
七
―
―
―
-
、
醤
四
四
‘
-
0
九
―
―
-
‘
^
O
七
四
m
^
七

I

1
1
0
一
衡
を
保
持
す
る
に
努
め
、
で
き
る
限
り
低
全
財
政
の
復
元
に
窓
を
用
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

,

．

さ
て
、
こ
こ
に
市
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
の
収
入
状
況
を
み
る
に
、
九
月
末
現
在
で
予

邪
額
の1
二
七
・
七
劣
調
定
額
に
対
し
て
四
七
•
六
％
の
低
率
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

健
全
財
政
の
確
立
も
、
ま
た
平
和
都
市
広
島
の
建
設
も
市
民
各
位
の
御
協
力
な
く
し
て
は

晨
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

市
税
納
入
の
如
何
は
、
直
ち
に
市
政
運
営
の
全
般
に
影
哩
を
及
ぽ
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

市
政
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、
特
に
、
市
民
各
位
の
御
協
力
を
衷
心
よ
り
お
願
い
す
る
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昭和28年度第1回広島市水道事業の業務状況
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広島市告示第138号

地方公営企業法（昭和27年法律第292,)第40条の規定に某苔，

昭和28年4月 1日から同年 9月30日までの広島市水道事業の「業

務状況」を次のように公表する。
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ま えがき

ここに昭和28年度第 1回本市水道事業の業務状況を公表いたします。

今回は本年4月 l日から 9月30日までの業務8状況を説明し 1 市民各位に水消事

業経営の実状を充分御認識していただくとともに事業本来の存立目的達成のたな

今後一そうの御理解と御協力をお願いする次第であります。

第 1概 況

1 総括事項

．昨年の10月地方公営企業法が施行せられ，本市水逝事菜もこれが適用を受け，公

営企業体として第2年度を迎え＇事業の合理化と能率的迎営に努め，常に経済性の

発揮と公共の福祉増進を図り，水道事業茄本計画に茄き人口400,000人 1日配水

紐 120,000立方米を目懐として生活，商工菜，消防その他用水の供給に万全を期し

水遊事業を通じて広島市の発展に在せんことを期するものであります。 . 

当期の事菜迎営にあたっては，昭和27年度より 6カ年継続事菜として目下施行中

の第四期水迎拡張工事の計両完遂に努めるとともに，配水管其の他諸施設の照備拡

充及ひ給水不良地区に対ナる改良等の諾工事を施行し，給水状況の改善強化を図り

ました。一方経理而については，事業の効率的迎営に軍点をおき＇．極力現行水道料

金による増収その他収入の確保と企業骰及び政府補助金の狸得に努む給与の適正

化は勿論，経毀の節約に鋭意努力いたしまして溶．々事業効果を挙げてまいました。

なおこれが経理の状況は附阪諸表第 1広島市水道事菜会計予算執行状況調及び第

2広島市水道事菜試箕表に示すとおりであります。 ｀ 

2'議会議決事項

当期中の市識会において，それぞれ次の議案が議決されました。

(1) 昭和28年 5月3011定（列市議会

第47号識案水遊局職員で労例糾合を結成し又はこれに加入することができな

い者の商囲を定める条例の一部を改正する条例

第54号議案第 1号薬品沈瑕池築造工事請負契約締結の同意について

昭和28年 8月12H定例市議会

第74号識案 昭和28年庇広島市水消事業会計追加予算

第75号議案浄水池築造工事訥負契約締結の同意について
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昭和28年II月30r.1 広 島 廿下＇ 報 （号 外）
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昭和28年11月30日 広 島 市 報 （号 外）
≪, • 

II(tfll27霙（自昭和28年 1月 ln 
至ll[i和28年3月31El, 

＼広島市水迎事業会計決邸の認定につい-C

II[｛和27年度
、自昭和28年 1Jj 1 11 
畑IIli和28年3月3lEl) 

ー広島市水逍事業会計予算繰越の報告について

昭和28年 9月30l1臨時市議会

第92号踊案牛 田 浄 水 掲800粍群入管並びに600粍排泥管布設工事諮負契約締結の同謡について

職貝に関する哀項

当期末の職屈の実艮数は次のとおりであります。

ります。

吏 員

その他の職負

臨時戦員

第 2工京

当期中に施行した工事の概況は，次のとおりであります。

1 建設工軍の概況

(1) 第四期水淵拡張工事

603粍郡水管移設工事

IL人̀Y 
. 3t 

報告第 1号

• (8) 

3
 

85人l
18・1人＼

173人

第 1号薬吊沈澱池瑶造工事

郁水本管450,50J,650粍移設工事

浄水池迎泄工事

(2.） 剤水管咄股工事

糀水管 (75粍.-:.250粍）布設工事

(8)・建物新涎工事

渾麟 雰エ 謳所新如工事 鉄骨 1部木躙諏．一人レート荏平家建

こ、平田浄水掲•浴室•理疫室及び便所新洒工事木造平飯板舒平屋建

語設備新設工事

水刑局庁舎媛房波備工事

(4) 

'(2) 

(8) 

(2) 

(8) 

(4} 

(6) 

269人・` 

また職員（臨時職員を除く。）の給与ベースは12,820円であ

外 8件

布設126米撤去87米

長さ 幅 深さ（米）

罷和池 18. 7 X 16. I X 3. 55 

沈澱池 74 x 18 x 3.5 

・延艮布 股481.8米撤去300.5米

長さ幅 深さ（米）

47 •5 X 30 X 2. 5 

延長

動力式低圧蒸気復管式悛房ー式

2 改罠工裏の概況

(1) 復典事業醗水管移股工事

，：， 剛水管 (1OO粍～200粍）移殺工事

災密による施股復旧工事

住吉橋上流450粍管伏越工事

認証外郡水管移設工事

配水管 (100粍～200粍）移股工事

3 保存工裏の概況

や (1) 原水設備補修工事

・ 祇回坂水場集合井掩蓋補修工事

醗水股備補修並ひに移股工事

千田町外4カ所配水管移設工事

建物その他営紹工事

施設牒事務室改造工事外10件

址水甘怜補修，収替 179件

訓水防止

各戸水栓の訓水調査及ひ防止

第 3業＇．務
当期中及び当期末の菜務批は，次のとおりであります。

1 業務景 ＇ 

配水批 (4月 lt1~9月90日）

給水戸数 (9J」30[）現在）

市内一円延長布設5,926米

l40米

市内一円延長布設I,829米

1日平均125件

3, 170米

15,255,084立方米

58,030戸

昭和28年4月29日竣工¢

昭和28年 5月30日着工

施行中

昭和28年 9月22日竣工

昭和28和 8月 15日齋工

施行中

竣 工

昭和28年4月 9日竣工

昭和28年 7月 19日竣工

昭和28年 8月IIEI消工

施行中

撤去4,142米

撤去I,840米

竣

昭和28年 6月 10日竣工'

竣

竣

竣

竣

工

工

工

工

工

＇ 

ヽ

｀
ク

＇ 
＇ 

,1' 

瓜＂渭

必”

v' 

f
 

給水人、 FI (9月30Ll現在）

水迎料金徴収件数(4月1日～9月30日）

239,551人

調定 176,773件

収入 138,789件

第 4’ 会・計

1 重要契約の要旨

市議会の隈決を経たエ瑣諮負及び条例に出釈き市長の承認を受けた狡産購入の契約を次のとおり締結いたしま

した。

尋ロ
f
.
t
,
i

'，
 ＇ 

契 約 瑣 項

第 1号薬品沈澱池築造工事
浄水池築、造工事
1952年槻バッガード乗用自動車

I契約の方法！契約年月日 1 契約金額 l 契約の相手方 1 備考

I万名誂争［り嗜：t：冒1塁認，9g隠嬰贄贔胃贔胄1序会議決
随意契約 り 28. 5. 28j I, 450, 000 広島昭和モークープ、 市長承認

2 資産，企業渋及び一時借入金の概況

叩€，企業仮及び一時借入金の当期末現在研及び当期中の状況は，

(1) 贅産の現在高及ひ増滅状況調

I 貸産 r

I 

有

流

形
戟

固
価伯
動

計

別

定森
却引当

貸

I-

．，
 

．
 

商
金
産

高

円
I, 088, 539,881 

- 4,283, 179 
76,407, 426.リ

I, 088, 664, 128．且

現 在

次のとおりでありますっ

I 

I・表第2広島市水硝事架試算表参照

備 考

4科目別現在高及ひ増裁状況は，附屈諾

(2) 

ィ

企業債の現在莉及び借入状況

企業債目的別現在高調

口

目 的 月IJ.

第四期水迎拡張事菜
戦災復典増補改良．事菜
災 宙 復 旧 瑣 ＿ 栗
配水管増設工事

計

企業恨借入状況調

現 高

円
98,447,527 
57, 852,,751 

l 12, 300,'000 
1,500,000 

170,106,278 

在、 対
登

に
比
展
3

9
立
9

。

讐
＿
印
3
4
7
0
1
0

総
す

備 考

内公募債31,500,000円を含む

3
 

起

第四期水消拡張事業

借入目的

支払斑金

"
 

一時借入金の現在高及び借入状況調

I 借入金額 I 
円

4,000,033 

3, 033,033 

”
 

債 目 的

2,000,0JQ 

給水工瑣件数、(
“
 

発行金額 l借入年月日

20, 003,0闊i 昭和28•4.30!
返済金額

閉

゜
゜

岸

巡

新

修

憤涅終期

昭和32年

1 利 率 I

I日歩2践 5厘

一

|
!
|
-

厘

率

9践

利
歩
ー

13 

|

l⑳
3
1
1
7
1
6
3
0

ー

8
1
0
9
1
0
9
1
0
 

日
日

月
月

年
年
一
盛
盛
碑
盛
皿
皿

入

黄

和
皇
nB”"””"
．

3

0

 3
 ゜

一円
J
J
a

高

o

o

在

O
J
o
o
o
o

0

0

0

 

現

t
3
,
2
1

借入先

三菱銀行

借入先

三菱銀行

一

t
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第 5附帯事業

1 附帯事業の概況

船舶給水件数 (4月 lH~9月30I]) 
歴

搬

設

紐

54件

l. 13件

2,133件

4;574件
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あ と が き

以ヒ当期中における水滸事業の業務状況を説明いたしましたが，再三申し述べましたごとく事業の迎営にあた

っては，経営の姑本原則に韮き，経営の万全を期してまふったのであります。しかしながら昭和26年庇水遊料金

改正後，経済俯勢の敬変による諮物価の高騰，霜気‘料の（直上及び給与ベースの改訂等に伴う，物件股及び人件股

．の増大成は区画整理事業に伴う認証外酉9水管の固lii及び給水不良地区の給水改良等に渡する経費更に貸産再評価

後の認雌訂却費並びに企菜旗の元利恨渫金の培加等これらに要する経毀は，逐年培加の一途をたどっておりまず。

これが対策として現行水迎料金による増収その他収入の確保を図りまた経毀の軍点的使用及ひ瑣務的経股の徹

底的節約等合理的かつ能率的経営に努めておりますが，現在の収入をもってしては今後相当の経営困難が予想さ

れますのセ緊恐に収入の増加対策を描じなければならない現状であります。

この公表により水迎t]深の菜務1•Ki兄の実伏む御認識していただき公花なる御批判と御協力を御願いする次第で

あります。

附属表

第 1 広島市水道事業会計予算執行状況調

叩 1128年11)]30[1 広島
』~ 9 9 9 9 L•• 9 9 9 9 9 9 9 9, L 9 9 —』亀」． 9 9 9 9 H--

入 （ ）内は前年度より繰越事業額を示す

予 邸 額 i予算総'9月末予算に対

目 ----- --ー：額に対
！する比

する執行差引増戟

当初予算額 I追加予算額 l 計 ！率 ．執行済額 比率
- --
、円l •円1 円 1 ％円l %円

1 水迎靡収入 207,265,420. 0、207,265,420 37.6 98, 366,63l| ．47.5l △ 108,898, 789 
①営収益 l72,885,529l o1 |72,885,5291 3|．41,1, 457,4621 52.9 △ 81, 428,067 

: I I 9 9 螂暉菜収益 32, 154,523 032, 154,523 5.8, 6 639|74 20.61 △ 25,5|5,349 
③ 営菜外収益 2,225,368 o: 2, 225, 368¥ o. 4 I I I 269,995 12. II △ l,955, 373 

2 沢本収入 338,I 8 I, 400 
(26,508, 998)1(26, 503, 998)1 m ~I 90'.:!? I I /¥ r?fi,;n8 qqm 
1 4, 600, ooo; 342, 101, 400 

62. 3! 29, 32 
I 

ム ツ Iツ1'ツぅーシー

,̂.. c ^^  ^＾n／ヽ I . I I△ (26, 508, 998) 

Iサ， ouu,uuu 3吟 ヽOl，寸UU, i i i ~ 3!3,459,862 

3 繰越朋躙嘩 o 626,．9481 626,948I O. I 
① 即越辮II諏 E . oi 626,948 626,948 0. l 

I 
収入合計 545,446,820

(26,508, 998)'(26, 503,998) 

1 
1 5,226,9481 550,673,768I IQO I 

収

科
• I 

1,538 8.6 
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し
立
に
対
す
る
修
正
に
つ
い
て
…
…
•
•
•
•
…
…
·
:
·
;

.••. 

；

-IL 

広
島
市
事
務
改
幣
委
員
会
規
程
の
一
部
改
正
：
・
…
…
．．．．．．．．．．．．．． 
1
-

-．,＇c

i

広
島
市
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
：
・
・
・
:
・
:
・
…

・

9

.

.

.

.

.

.

.

 

；・・・・'-ー

・
広
島
市
営
募
苑
使
用
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
十
月
一
日
広
島
市
条

基
本
造
挙
人
名
簿
に
関
ナ
る
異
議
申
し
立
に
対
す
る
決
定
例
第
三
十
八
号
）
の
・
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
．

一
‘
4
.
『
広
島
市
立
中
央
診
旅
所
使
用
料
及
ひ
手
数
料
条
例
施
行
規
則
：
・
・
・
・
三

一

島・

一
＇
“
-
広
島
市
営
幽
苑
使
用
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
：
·
：
；
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・・
三
に
つ
い
て
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
·
：
一
九
第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
＇
，

、
革
本
選
挙
人
名
簿
に
関
す
る
晟
議
申
し
立
に
対
す
る
修
正

一、'̀
,．

i

昭

和

二

十

八

年

十

二

月

に

広

島

市

の

公

務

員

に

支

給

す

る

・

第

七

条

市

長

は

、

嘉

苑

を

使

用

し

よ

う

と

す

る

者

が

、

左

の

各

号

に
つ
い
て
・
・
'
:
·
…
…
•
•
し

9
·…
•
…
…
…
…
…
•
•
•
•
•
•
…
…
•
•
•
…
…
·
：
一
九

-
ゾ
•
特
別
手
当
の
支
給
日
の
特
例
を
定
め
る
規
則
：
·
·
:
．．．．．．．．．．．．．．． 
：

四

．

の

一

に

該

当

す

る

も

の

と

認

め

た

と

き

は

、

使

用

料

及

ひ

描

除

料

L□

索
．
．
選
挙
管
理
委
員
会
の
開
催
に
つ
と
て
…
•
;
…
…
…
…
,

... ;
•
…
•
•
一
九
を
滅
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
．

◎

告

示

検

察

審

査

員

候

補

者

選

定

規

程

の

全

部

改

正

に

つ

い

て

…

…

…

一

九

一

復

典

土

地

区

画

盤

理

の

た

め

、

瀦

碑

を

移

転

し

な

け

れ

ば

な

••
•••••••••••••••••

•••
••• 

-

．

'

二

腐

市

金

庫

収

納

店

の

設

骰

に

つ

い

て

、

四

検

察

審

査

会

法

第

十

条

の

規

定

に

よ

る

検

察

審

査

員

候

補

者

ら

な

く

な

っ

た

者

、、

…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

C

-

＿
．
貧
困
そ
の
他
の
班
由
に
よ
り
使
用
料
及
び
描
除
料
を
納
付
す

i
.
.
'
‘
i
定
例
市
議
会
招
集
に
つ
い
て
：
；
．．．．．．．．．．．．．． ^
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
四
選
定
の
抽
せ1
開
催
に
つ
い
て
：
·
…
•
•
•

◎

公

告

◎

＾

ム

安

委

員

会

告

示

る

こ

と

が

で

き

な

い

者

i
四
則

．

涼

流

物

拾

相

に

つ

い

て

．．．．．．．．．． ’••…·:;: 

．．．．．．．． 

,
；
：
'
·
…
;
：
・
・
・
四
自
動
車
運
転
免
許
の
停
止
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
…
・
・
・
ニ

0

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

'
◎
辞
・
・
令
・
；
…
…
•
：
…
…
•
•
•
…
…
…
…
…

...... 
1
1
0
 

◎
水
道
局
筈
理
規
程

．
．
 

広
島
市
水
道
局
H
咽
執
行
規
程
・t;
：
；
,
：
·
:
'
•
•
…
…

•
9・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
四

広
島
市
水
迎
局
事
務
分
掌
規
租
の
一
部
改
正
・
'
…
•
,

••••• 

,・:・：ぃ
．．
 

：

四

・

◎

碑

．

．

隷

．

広
島
市
水
道
局
諮
負

H
亦
執
行
規
碑
…
・:・:'：．．．．ぃ．．．
．．．．．．．‘
．．．．．． 
:
•
四
市
誤
会
議
決
班
項
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
…
…
…
•
•
…
•
•
;

．．．．．．．． 
…
・:l-

―
 

二
1

.；：； ••.•••• 

,:, ．．．．．．．．． 
一
七

＂出
張
所
々
管
区
城
別
人
口
批
帯
状
況
に
つ
い
て
：
．．． ;………•• 

広
島
市
水
迅
局
就
菜
規
則
の
一
部
改
正

・；
．．．．． 
；
…
…
，
 ．．． 
；
…
；
一
八
戸
籍
上
の
．
市
勢
に
つ
．
い
て
·
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
•
…
・
・
ニ
ニ

広
島
市
水
迅
局
就
菜
規
則
の
一
部
改
正

発

広
島
市
営
住
宅
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
一

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
十
七
日

一

行
．
所

◎

規

、

'
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ヽ
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．
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;
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〗
〗
〗
第
〗
冒
[
〗
〗
〗
[
出

〗
冒
[
/
2
m

〗
[
[
[
[
〗
〗

り
使
用
料
及
び
手
数
料
の
滅
免

は

田

町

用

料

及

び

手

数

条

例

施

行

規

則

咋

[

[

城

免

）

を

市

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

一

第
四
条
条
例
第
三
条
の
規
定
に
よ

す
る
者
は
、
民
生
委
員
の
証
明
否
を
添
え
、
料
金

第
一
条
広
島
市
立
中
央
診
旅
所
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
を
受
け
よ
う
と

を
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

日
広
島
市
条
例
第
四
号
。
以
下
「
条
例
」
と
戟
免
願
（
別
記
第
二
号
様
式
）

二
十
二
年
四
月
三
十

い
う
。
）
第
一
条
に
規
定
ナ
る
使
用
料
及
び
手
数
料
の
額
は
、
建
．
な
い
。

よ

る

捩

狡

に

要

す

る

毀

用

、

附

則

康
保
険
法
及
び
船
員
保
険
法
の
規
定
に

J

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

の
額
の
箕
定
方
法
（
昭
和
十
八
年
厚
生
省
告
示
第
六
十
六
号
）
に

左
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の

2

広
島
市
立
市
民
病
院
使
用
料
及
i
5
手
数
料
条
例
施
行
細
則
（
昭

苗
い
て
暮
し
た
額
と
ナ
る
。
但
し
、

．
和
二
十
三
年
四
月
一
日
広
島
市
規
則
第
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
使
用
料-9

診
索
料
（
第
二
条
に
掲
げ
る
法
の
適
用
を
受
け
な
い
者
の

[
E 第

一
号
様
式

墜

爾

）

一

月

に

つ

き

四

十

円

一

二

手

数

料

卜ー
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別
表
中
「
江
渡
南
町
引
掘
者
住
宅

浜

•‘ 

但
し
、
補
欠
委
員
の
任
期
は
、

0
」
の
次
に
「
江
波
東
町
引
掲
者
住
宅

0
」
を
加
え
る
。

附

則

苗
＂
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十
八
年
十
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
。

打

図

害

館

建

設

委

員

会

規

則

を

こ

こ

に

公

布

す

ろ

。

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
十
七
日

，

広

島

市

長

浜

井

信

三

広
島
市
規
則
第
七
十
九
号

島

・

図

書

館

建

設

委

員

会

規

則

（
設
府
）

第
一
条
本
市
に
図
瞥
餓
建
設
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い

広
ぅ
。
）
を
腔
く
。

＇

（
任
務
）

第
二
条
委
員
会
は
、
市
長
の
諮
問
に
応
●
て
、
図
書
館
建
設
に
関

す
る
必
要
な
事
項
を
審
議
す
る
。

（
委
員
）

E
．
第
一
＿
一
条
．
委
員
会
は
、
九
人
以
内
の
委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

2

2

委
員
は
、
左
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
市
長
が
命
じ
、
叉
は
委

月

堀

す

る

。

ー

一

市

職

員

2
 

年

q

＿
一
直
饗
識
員

三
市
教
育
委
員
会
委
員
、

8
 

2
 

.3

委
員
の
任
期
は
、
一
年
と
す
る
。

n
 

千．昭，

前
任
者
の
疫
任
期
間
と
す
る
。

・

広

島

市

長

広
島
市
規
則
第
七
十
八
号
・

広
島
市
営
住
宅
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

＂リ月

F
9広
島
市
営
住
宅
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
広
島
市
規

則
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

自

七

三

号

至
一
ー
ニ
号

自

一

号

至
ー
ニ
号

井

信•
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料
金
後
納
（
分
納
）
認
司
患
薔
．

府

市

町

県

．

郡

村

籍

．．
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ヽ
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円

r・ i 
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一
人
を
副
委
員
長
と

（
委
員
長
及
び
副
委
員
長
）

第
四
条
委
員
の
う
ち
一
人
を
委
員
長
と
し
、

す
る
。

2

委
員
長
及
び
副
委
員
長
は
、
委
員
が
互
選
す
る

C

3

委
員
長
は
、
会
務
を
総
理
す
る
。

4

副
委
員
長
は
、
委
員
長
を
補
佐
し
、
委
員
長
に
事
故
が
あ
る

9

き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

（
招
集
）

第
五
条
委
員
会
は
、
委
員
長
が
招
集
す
る
。

（
議
事
）
．

第
六
条
委
員
会
は
、
半
数
以
上
の
委
員
が
出
席
し
な
け
れ
ば
会
議

を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

2

委
員
会
の
議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数
で
決
す
る
。
司
否
同

数
の
と
き
は
、
委
員
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
書
記
）

第
七
条
委
員
会
に
書
記
若
干
人
を
置
く
。

2

書
記
は
、
市
職
員
の
う
ち
か
ら
市
長
が
命
じ
、
叉
は
委
嘱
す

る。

3

害
記
は
、
．
委
員
会
の
庶
務
を
処
理
す
る
。

．
（
委
任
規
定
）

第
八
条
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
外
、
委
員
会
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
委
員
会
が
定
め
る
。

""~ 
日に

附

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

広
島
市
事
務
改
善
委
員
会
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
＊
一
月
二
十
一
日

広

島

市

長

浜

井

信

三

広
島
市
規
則
第
八
十
号

．

．

I

、
広
島
市
事
務
改
菩
委
員
会
規
租
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
，

広
島
市
事
務
改
善
委
員
会
規
程
（
昭
和
二
十
四
年
一
＿
月
七
日
広
島

市
規
則
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
＇

第
＿
＿
一
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

2
委
員
会
の
事
務
を
補
助
さ
せ
る
た
め
、
委
員
会
に
幹
事
若
干
名

、

l

」-．

広
島
市
営
姦
苑
使
用
条
例
施
行
規
剛

5
T剛
釘

改

正

ナ

ゑ
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
二
月
四

H

広

島

市

長

浜

井

信

三

広
島
市
規
則
第
八
十
l
-
l

号

広
島
市
営
燕
苑
使
用
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

広
島
市
営
淫
苑
使
用
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
十
月
二
十

．

＿●＿

1
 

三

., 

,・、9
;．＜ 

広
島
市
長

殿

現
住
所

氏
名
及
び

生
年
月
8

四

病

名

．

五
使
用
料
及
び
手
数
料
の
額

六
減
免
希
湿
額

ヒ
裁
免
願
出
理
由

右
の
通
り
雙
金
の
裁
免
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭

和

年

月

日

右

氏

年
市郡市

名
円円 月

本
料
金
滅
免
願

県府

箱

町村町

別
記
第
一

l

号
様
式

広
島
市
長

殿

二

現

住

所

二
鰐
誼
恥

一四

病

名

五

使

用

料

及

ひ

手

数

料

の

額

円

六
後
納
（
分
納
）
の
期
日
及
び
方
法

，

．

七

後

納

（

分

納

）

申

請

理

由

・

右
の
通
り
料
金
の
後
納
（
分
納
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭

和

年

月

日

右

氏

年
市

．
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則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る

C

名
月 町 •

9 ,  ;．: 
＠ H

生 番
地

番
栂

⑲ 日
生 番

地

, 、
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9

ヽ
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二

を
置
き
、
市
職
員
中
か
ら
市
長
が
こ
れ
を
任
命
す
る
。
・

第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
五
条
委
員
会
の
庶
務
は
、
ー
総
務
局
総
務
諜
に
お
い
て
処
理
す
！

る。

,
1

,
 

一
す
る
規
則
を

f. 

一
[
 

広
島
市
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
下

こ
こ
に
公
布
す
る
。

．
．
 

昭

和

二

十

八

年

十

一

月

二

十

五

日

．

広

島

市

長

浜

井

信

一

―

―

広

島

市

規

則

第

八

十

一

号

＇

広
島
市
税
条
例
施
行
規
則
の
一
，
部
を
改
正
す
る
規
則

広
島
市
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
広
島
市
規
則
第
十

i

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
及
び
第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
裁
額
賂
理
簿
の
整
理
）
・

第
五
条
賦
課
額
の
滅
額
は
、
滅
額
整
理
簿
に
よ
り
挑
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
'.A

（
過
誤
納
金
の
挫
理
簿
）

第
六
条
地
方
税
法
（
昭
和
一
鼻
一
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第

十
七
条
本
文
又
は
条
例
第
九
条
第
二
虫
の
規
定
に
よ
り
過
納
又
は

誤
納
に
係
る
徴
収
金
（
以
下
「
過
誤
納
金
」
と
い
う
。
）
を
還
付

し
、
又
は
未
納
に
係
る
徴
収
金
に
充
当
す
る
場
合
は
、
左
に
掲
げ

る
順
序
に
よ
り
挫
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
当
該
税
目
の
収
入
額
か
ら
、
涅
付
し
、
叉
は
未
納
の
税
目
に

振
り
替
え
る
額
を
滅
ず
る
こ
と
。

＇

．
＿
一
過
誤
納
金
を
還
付
し
、
叉
は
末
納
に
係
る
微
収
金
に
振
替
え

を
す
る
こ
と
。

三
過
誤
納
金
還
付
整
理
簿
及
ひ
徴
収
元
簿
を
賂
理
し
、
納
税
者

に
、
そ
の
9

日
を
通
知
す
る
こ
と
。

9
第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
つ

第

七

条

削

除

.

．
第
八
条
に
次
の
但
書
を
加
え
る
，
．

但
し
、
市
長
が
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

1 :人―-----
こ
の
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広•

第
六
条
（
哭
約
害
）

第
七
条
（
契
約
保
証
金
）

第
二
節
一
般
哉
争
契
約

第
八
条
（
入
札
の
公
告
）
．

第
九
条
（
見
租
期
間
）

第
十
条
（
入
札
害
）
．

第
十
一
条
（
入
札
方
法
）

第
十
二
条

．
（
入
札
宙
の
変
更
等
）

第
十
三
条
（
入
札
保
証
金
）

第
十
四
条
（
予
定
価
格
）

第
十
五
条
（
開
札
）

第
主
ハ
冬
＾
（
入
札
の
無
効
）

第
十
七
条
（
丑
洛
札
者
の
決
定
）

第
十
八
条
（
再
入
札
）
．

第
十
九
条
（
入
札
の
中
止
等
）

第
二
十
条
（
落
札
決
定
辿
知
及
ひ
契
約
の
締
紡
）

第

三

節

指

名

競

争

喫

約

．

第
二
十
一
条
（
指
名
嘉
入
札
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
場

9

合）

、
第
二
十
二
条
＇
（
入
札
者
の
指
名
）

第
二
十
三
条
（
一
般
茂
争
契
約
に
関
す
る
規
定
の
地
用
）

第
四
節
随
窯
契
約

第
二
十
四
条
（
随
蹂
契
約
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
二
十
五
条
（
予
定
価
格
）

第
二
十
六
条
（
見
梢
店
）

第
四
窄
諮
負
工
事
の
施
行

第
二
十
七
条
（
施
工
胡
地
）

第
二
十
八
条

(
H
事
府
手
）

・

第
二
十
九
冬
＾
（
失
菜
者
の
府
入
等
）
＇

第
三
十
条
・
（
権
利
競
務
の
誤
渡
等
の
禁
止
）

第
三
十
一
条
（
一
括
委
任
又
は
一
括
下
詔
負
の
禁
止
）

第
三
十
二
条
｀

＇（
下
詔
負
者
の
決
定
及
び
変
更
）

第
三
十
三
条
（
特
許
権
等
の
使
用
の
封
任
）

第
三
十
四
条
＇
、
（
監
舒
屈
）
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！告社店 和たし市と
示広舗 二゜て

2 
,•の不

；第島の十市金第
．百相名 ／1・ 金庫百
三互称・ 年 庫事三
＋銀広十事務＋
六行島一務を四
号松市月 の取号

原長一 うりの
支 日ち扱＝
店 収う

浜 納株
事式
務会
を社

Z>わ勺
せは
る‘
こ次
との '

井

信

一

l-

所

在

地

今

広
島
市
荒
神
町
ニ
ハ
0

. ~疇し、
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 昭

和
二
十
．jt
年
十
一
月
一
＿
十
七
日

・

広

島

市

長

浜

井

左
記
の
遥
り
定
例
市
誤
会
を
招
集
す
る
。

p
 

ニーロ

招
集
日
時
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
四
日
午
後
一
時

招
集
場
所
広
島
市
役
所

• •r' ヽ• .

‘̀ 
， 

..: 

漂
流
物
桧
得
・
（
公
告
）

次
の
物
件
を
拾
得
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
か
ら
、
心
当
り
の
方

は
●
広
島
市
役
所
社
会
諜
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
二
十
五
日

広

島

市

長

浜

井

信

三

名

松

木

材

壱

本

長

さ

二

問

半

径

三

尺

切
口
に
7
4
ー
一
廻
り
に
7
6
T
C
ー
S

の
＜
ー
ク

あ
り

向
宇
品
西
側

．
約
百
メ
ー
ト
ル
沖

昭
和
一
＿
十
八
年
十
一
月
三
日

広
島
市
仁
保
町
杵
木
一
一
宮
敏
郎

◎
水
道
局
管
理
規
程

広
島
市
水
道
局
エ
専
執
行
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日

広
島
市
水
道
事
業
管
理
者

広

島

市

水

道

局

長

寺

西

正

雄

・

広
島
市
水
道
局
規
程
第
十
六
号
の
一

l

・

広
島
市
水
道
局
工
事
執
行
規
程

広
島
市
水
道
局
の
工
事
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
広
島
市
建
設
H
事

執
行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
広
島
市
規
則
第
二
十
一
号
）
を
準
用
ナ

る
。
但
し
、
同
規
則
中
「
市
長
」
と
あ
る
は
「
管
理
者
」
と
、
「
市
」

と
あ
る
は
「
水
道
局
」
と
、
「
広
島
市
予
算
決
算
及
び
会
計
規
則
」
と

あ
る
は
「
広
島
市
水
遊
局
会
計
規
程
附
腐
諸
様
式
を
定
め
る
規
程
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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広
島
市
水
道
局
事
務
分
掌
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
9

.

，

昭
和
二
十
八
年
九
月
一
日

広
島
市
水
道
事
業
管
理
者

広

島

市

水

造

局

長

寺

西

正

雄

[

広
島
市
水
逍
局
規
程
第
二
十
四
号

，

・
広
島
市
水
道
局
事
務
分
掌
規
程
の
一
部
を
改
正
4

ど
色
規
程
ー

広
島
市
水
道
局
事
務
分
掌
規
程
（
昭
和
二
十
八
年
広
島
市
水
迫
局

規
程
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

．
i

第
八
条
給
水
課
庶
務
係
の
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
、
第

｝

三
号
を
第
四
号
と
す
る
。

三

給

水

工

哨

衆

の

調

定

に

関

す

る

こ

と

。

”

阻

“則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

]

広
島
市
水
道
局
請
負
エ
甜
執
行
規
程
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。昭

和
二
十
八
年
九
月
十
八
日

・
広
島
市
水
逍
事
業
管
理
者

広

島

市

水

道

局

長

寺

広
島
市
水
道
局
規
程
第
二
十
五
号

'

-

広
島
市
水
遥
局
諮
負
工
事
執
行
規
程

目

次第

一

章

総

則

第
一
条
（
こ
の
規
程
の
趣
旨
）

第
一
＿
章

請
負
者
及
ひ
入
札
者

‘

第
一
一
条
（
残
格
裸
件
）

第
三
条
（
欠
格
要
件
）

第
三
章

請
負
契
約

第

一

節

通

則

・

第
四
条

＂
（
請
負
契
約
の
原
則
）

第
五
条
（
請
負
契
約
の
方
法
）
、

隋

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

•’ 
l 

‘̀’ 

尋・

四

西

正

雄
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「

'.・.' ら
な
い
。
但
し
、
入
札
者
で
川
附
し
な
い
者
が
あ
る
と
き
は
、
入
一
第
十
九
条
天
災
地
変
等
や
む
を
得
な
い
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
お
（
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）
一

札
ホ
務
に
関
係
の
な
い
職
員
を
開
札
に
立
ち
会
わ
せ
な
け
れ
ば
な
一
い
て
は
、
入
札
期
日
を
延
期
し
、
又
は
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一

l

十
四
条
左
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
随
意
契
約
●
よ
る
一

こ
と
が
で
き
る
。

（
落
札
決
定
通
知
及
ひ
契
約
の
締
結
）

ら
な
い
。

．
第
二
十
条
落
札
者
が
決
定
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
本
人
一
我
争
入
札
に
付
す
る
こ
と
を
不
適
当
と
認
め
る
と
き
。

二
恐
施
を
要
し
、
競
争
入
札
に
付
す
る
い
と
ま
が
な
い
と
き
°
'

（
入
札
の
無
効
）

に
逝
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-l
―
附
術
工
事
叉
は
追
加
工
事
で
特
に
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
が

第
十
六
条
有
効
入
札
が
三
票
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
入
札
は

2
落
札
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
五
日

無
効
と
す
る
。
但
し
、
第
十
八
条
の
再
入
札
の
場
合
に
お
い
て

以
内
に
契
約
（
仮
契
約
を
含
む
。
）
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
逸
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
・

5

・
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
'

、
い
。
但
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
管
・
四
予
定
価
格
が
十
万
円
を
超
え
な
い
工
事
を
諮
負
に
付
す
る
と
’

2
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
入
札
瞥
は
、
無
効
と
す
る
。

理

者

に

こ

の

期

間

の

延

長

を

申

し

出

て

承

認

を

受

け

な

け

れ

ば

な

き

。

．

．

．

五
競
争
入
札
に
付
し
て
ら
入
札
者
が
な
い
と
き
叉
は
落
札
者
が
．

一

入

札

に

際

し

て

不

正

の

行

為

が

あ

っ

た

も

の

一

．
ニ
ニ
以
上
の
金
額
を
表
示
し
た
も
の

な
い
と
き
。

3

落
札
者
が
前
項
の
期
間
内
に
契
約
を
結
ば
な
い
場
合
に
お
い
て

三
入
札
金
額
そ
の
他
必
要
な
文
字
を
訂
正
し
訂
正
印
の
な
誓

は

、

落

札

は

、

そ

の

効

力

を

失

う

も

の

と

す

る

。

六

落

札

者

が

契

約

を

結

ば

な

い

と

き

。

の

2

前
項
第
五
号
叉
は
第
六
号
に
よ
っ
て
随
意
契
約
に
よ
る
場
合
に

第
一
＿
＿
節
指
名
談
争
契
約

'
四
入
札
金
額
そ
の
仙
必
要
な
文
字
が
確
認
し
難
い
も
の

五
入
札
保
証
金
を
規
定
の
と
お
り
納
付
し
な
い
も
の
．
．
（
指
名
談
争
入
札
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）
お
い
て
は
、
契
約
保
証
金
及
ひ
工
事
完
成
期
限
を
除
く
外
、
最
初

．

六

指

定

H
時
ま
で
忙
到
逹
し
な
か
っ
た
も
の
第
二
十
一
条
左
に
掲
げ
る
楊
合
に
お
い
て
は
、
指
名
談
争
入
札
に
競
争
入
札
に
付
す
る
と
き
定
め
た
価
格
そ
の
他
の
条
件
を
変
更
す
[
'

．
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

七
前
各
号
の
外
、
入
札
要
件
に
述
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

-
•
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
こ
と
を
不
逝
当
と
認
め
る
と
き
。
（
予
定
価
格
）

し
（
落
札
者
の
決
定
）

す
る
と
き
は
、
第
十
四
条
（

第
十
七
条
入
札
者
の
う
ち
予
定
価
格
以
内
で
あ
っ
て
、
そ
の
四
分
―
―
恐
施
を
要
し
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
い
と
ま
が
な
い
と
第
一

l

十
五
条
随
意
契
約
に
よ
ろ
う
と

一
般
競
争
入
札
の
予
定
価
格
）
の
規
定
に
辿
じ
て
予
定
価
格
を
定

・

塁
一
を
下
ら
な
い
最
低
価
格
の
入
札
を
し
た
者
を
も
っ
て
落
札
者
一
き
。

ー

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

三
一
般
茂
争
入
札
に
付
し
て
も
入
札
が
な
い
と
き
又
は
落
札
者

'
と
す
る
。
．

“

•

（
見
和
啓
）
．
，

2

・
管
理
者
は
、
特
殊
樅
造
物
で
エ
種
に
よ
り
必
要
が
あ
る
と
認
め
が
な
い
と
き
。

第
二
十
六
条
随
意
契
約
に
よ
ろ
う
と
す
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
二

．
．
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
予
定
価
格
四
特
に
指
名
哉
争
入
札
に
付
す
る
必
痰
が
あ
る
と
き
。

以

内

で

あ

っ

て

、

そ

の

十

分

の

八

を

下

ら

な

い

最

低

価

格

の

入

札

．

（

入

札

者

の

指

名

）

．

．

人

以

上

か

ら

見

租

啓

を

微

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

．

ー

・

あ
第
二
十
二
条
指
名
哉
争
入
札
に
付
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
一
＿
一
人
以

＇

を

し

た

者

を

も

っ

て

落

札

者

と

す

る

。

但

し

、

こ

の

場

合

は

、

第

四

章

訥

負

工

事

の

施

行

、

．

．

ら

か

じ

め

入

札

者

に

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

上

の

入

札

者

を

指

名

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

施

工

基

準

）

＇

・

3

．
落
札
と
な
る
べ
き
同
一
価
格
の
入
札
を
し
た
者
が
二
人
以
上
あ

2

前
顎
の
坦
合
に
お
い
て
は
、
第
八
条
（
一
般
競
争
入
札
の
公
告
）
第
二
十
七
条
諮
負
者
は
、
契
約
密
並
び
に
設
計
害
、
図
而
及
び
仕

．

．

 

る
と
き
は
、
直
ち
に
く
じ
で
落
札
者
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
一
の
規
定
に
準
じ
て
当
該
公
告
事
項
を
各
入
札
者
に
涌
知
し
な
け
れ
様
密
に
基
き
、
所
定
の
諮
負
代
金
額
を
も
っ
て
、
所
定
の
期
限
内

g

/

4

前

項

の

場

合

に

お

い

て

、

当

該

入

札

者

の

う

ち

出

廊

し

な

い

者

一

ば

な

ら

な

い

。

．

‘

.

に

、

所

定

の

H
事
を
完
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

が
あ
る
と
き
は
、
入
札
硝
務
に
関
係
の
な
い
職
員
を
し
て
、
こ
れ
（
・
一
般
競
争
契
約
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

2

設
計
店
、
図
而
及
び
仕
様
杏
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
又
は
[

•• 

に
代
り
く
じ
を
引
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
十
＿
＿
一
条
、
．
．
第
九
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
の
規
定
は
、
指
名
競
争
．
図
而
と
仕
様
困
の
交
互
符
合
し
な
い
も
の
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
「
．
パ

（

再

入

札

）

＇

契

約

の

場

合

に

準

用

す

る

。

・

は

、

管

理

者

は

、

賭

負

者

と

協

眠

し

て

定

め

る

。

但

し

、

軽

微

な

[

"

[

．

．

•
2
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
入
札
保
証
も
の
に
つ
い
て
は
、
諮
負
者
は
、
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
監
怪
〗
J

第
十
八
条
落
札
者
が
な
い
場
合
は
、
直
ち
に
再
入
札
を
す
る
こ
と
・

が

で

き

る

。

一

金

に

つ

い

て

は

、

こ

れ

を

滅

免

す

る

こ

と

が

で

t
る

。

．

員

の

指

示

に

従

う

も

の

と

す

る

。

．

（

入

札

の

中

止

等

）

’

随

意

契

約

・

・

3

訥
負
者
が
前
項
の
指
示
を
受
け
な
い
で
工
事
を
施
行
し
た
場
合
．

i
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（
請
負
契
約
の
原
則
）
＇

第
四
条
請
負
契
約
の
当
事
者
は
、
お
の
お
の
の
対
等
な
立
場
に
お

け
る
合
意
に
茄
い
て
公
正
な
契
約
を
締
結
し
、
信
義
に
従
っ
て
誠

，

実

に

こ

れ

を

履

行

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

．

（

請

負

契

約

の

方

法

）

．

第
五
条
工
事
の
諮
負
は
、
一
般
競
争
入
札
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
但
し
、
第
二
十
一
条
（
指
名
茂
争
入
札
に
よ
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
）
及
び
第
二
十
四
条
（
随
窯
契
約
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
）
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り

で

な

い

。

．

2
一
般
説
争
入
札
に
付
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
入
札
者
の
究
格
を
制
限
す
る
と
と
が
で
き
る
。

（
契
約
困
）
．

第
六
条
諮
負
契
約
は
、
別
記
第
一
号
様
式
に
よ
る
契
約
困
並
び
に

設
計
密
、
図
面
及
ひ
仕
様
害
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し

て
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

工
事
内
容
を
変
更
す
る
場
合
は
、
別
記
第
一
号
様
式
に
準
ず
る

変
更
契
約
害
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

契
約
瞥
の
作
成
に
必
要
な
毀
用
は
、
す
べ
て
請
負
者
が
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
契
約
保
証
金
）

H
事
完
成
検
査
合
格
後
濃
付
す
る
。

‘̀,‘ 吾2
 ，
 

{第（
 

報市r
 

島

i

i

,

い
り
広
第
七
条
諮
負
者
は
、
契
約
の
締
結
に
際
し
、
請
負
金
額
の
百
分
の

十
以
上
の
現
金
、
又
は
広
島
市
水
逍
局
会
計
規
程
第
三
十
二
条
第

、t

,

'
，
一
項
第
一
号
に
定
め
る
証
券
（
以
下
「
証
券
」
を
い
う
。
）
を
も
っ

9
_
＂
て
、
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
左
に

一.
‘
.
,
．
掲
げ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
絨
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

i

｛
・
’
/
一
詔
負
契
約
履
行
に
関
す
る
担
出
保
証
保
険
契
約
を
締
結
し
て

..,1"＇

;
1
3
 

一
『;．
I

2

い
る
と
き
。

i[r＼へへ
9

月

―

―

指

名

茂

争

契

約

に

よ

る

と

き

。

△

べ
’
i
]

、

（

ー

三

随

謡

契

約

に

よ

る

と

き

。

、

一

第

十

一

条

入

札

曹

は

、

入

札

者

又

は

そ

の

代

理

人

が

持

参

し

な

け

2
 

て
契
約
保
証
金
を
納
付
す
る
＿
．
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
前
項
の
規
定
に
よ
り
証
券
を
も
っ

F
 

9

コ

」

^

'

[

、

＇

，

．

1

2

8

｀

場

合

は

、

別

記

第

一

代

理

人

が

入

札

す

る

場

合

は

、

委

任

状

を

提

出

し

な

け

れ

ば

な

->'

i,

．
廿
.
;
1
1
 

ら

な

い

。

、

な

い

。

府

契

約

保

証

金

は

、

前

項

の

代

理

人

は

、

一

一

人

以

上

の

入

札

者

を

代

理

す

る

こ

と

が

3
 

,
;
，
-
|
 

i

た
”
』
、

一ー＇↑
「
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で
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．
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一、心，：＇
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ゃヽ
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．．
 
｀
 
•• 

9

,

 
ー

3
 

4

第
五
十
三
条
（
管
理
者
の
解
除
権
）
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
契

約
を
解
除
し
た
場
合
は
、
契
約
保
証
金
は
、
広
島
市
水
道
局
（
以

．
下
「
局
」
と
い
う
。
）
に
帰
属
す
る
。

5
契
約
保
証
金
に
は
利
子
を
附
さ
な
い
。

第
二
節
一
般
競
争
契
約

（
入
札
の
公
告
）

第
八
条
一
般
競
争
入
札
に
付
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
左
に
掲
げ

る
事
項
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
競
争
入
札
に
付
す
る
事
項
．

二
契
約
条
項
を
示
す
場
所
及
び
日
時

三
入
札
執
行
の
場
所
及
び

8
時

四
入
札
保
証
金
に
関
す
る
事
項

五
入
札
者
の
査
格

六
そ
の
他
必
要
な
事
項

（
見
積
期
間
）

第
九
条
競
争
入
札
は
、
入
札
期
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
、
左
の

各
号
に
掲
げ
る
見
積
期
問
を
骰
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、

や
む
を
得
な
い
事
俯
が
あ
る
と
き
は
＇
第
一
一
号
及
び
第
三
号
の
期

間
に
つ
い
て
は
、
五
日
以
内
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
 

H
事
一
件
の
予
定
価
格
が
五
百
万
円
に
満
た
な
い
工
事
に
つ

い
て
は
一
日
以
上

1

一
工
事
一
．
件
の
予
定
価
額
が
五
百
万
円
以
上
五
千
万
円
に
満
た

な
い
工
事
に
つ
い
て
は
十
日
以
上

三
工
事
一
件
の
予
定
価
額
が
五
千
万
円
以
上
の
工
事
に
つ
い
て

は
十
五

H
以
上

（
入
札
害
）

第
十
条
入
札
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
第
三
号
様
式
に
よ
り
入

札
害
を
作
成
し
、
封
印
の
上
、
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
入
札
方
法
）

f
ぃ

し
i
'
じ

•
9
g
‘
A
6
i
'
i
,

＇

t
i
“
、
4
4
3
”
)
．
、
．
”
ャ
9
h
『

f
A
r
n
u
,
＇
J
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,
¢
L
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T
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,
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l
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f
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1
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f
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＃
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・
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.
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．
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．
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―
―
―
-
．
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―
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で
き
な
い
。
．

4

入
札
者
は
、
他
の
入
札
者
の
代
理
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
な

ぃe

5
管
理
者
に
お
い
て
特
に
認
め
た
場
合
は
、
第
一
項
の
現
定
に
か

か
わ
ら
ず
入
札
書
を
書
留
郵
便
に
よ
っ
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
入
札
古
を
封
入
し
た
外
封
に
「
何

々
工
事
入
札
書
」
と
朱
害
し
、
管
理
者
あ
て
栽
展
と
し
、
入
札
日

時
ま
で
に
到
荒
す
る
よ
う
に
差
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
入
札
書
の
変
更
等
）

第
十
二
条
提
出
し
た
入
札
書
は
、
引
換
、
変
更
又
は
取
消
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
『

・
（
入
札
保
証
金
）

第
十
ー
ー
一
条
入
札
者
は
入
札
雪
の
提
出
と
同
時
に
、
見
積
金
額
の
百

分
の
五
以
上
の
現
金
又
は
証
券
を
、
入
札
保
証
金
と
し
て
納
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
予
定
価
格
三
十
万
円
末
満
の
入
札

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
滅
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
前
項
の
規
定
に
よ
り
証
券
を
も
っ
て
入
札
保
証
金
を
納
付
す
る

場
合
は
、
別
記
第
二
号
様
式
に
よ
る
害
面
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
．
L

3

入
札
保
証
金
は
、
入
札
終
了
後
環
付
す
る
。
但
し
、
落
札
者
に

-.
 

対
し
て
は
、
契
約
締
結
後
濃
付
す
る
。

4

入
札
に
関
し
不
正
の
あ
っ
た
と
き
及
ひ
落
札
者
が
正
当
の
事
由
・

な
く
第
二
十
必
人
（
落
札
決
定
誦
知
及
び
契
約
の
締
結
）
第
二
項
に

規
定
す
る
契
約
締
結
期
間
内
に
契
約
を
結
ば
な
い
と
き
は
、
入
札

保
証
金
は
、
局
に
帰
属
す
る
。

5

入
札
保
証
金
は
、
契
約
保
証
金
に
転
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
札
保
証
金
に
は
利
子
を
附
さ
な
い
。

（
予
定
価
格
）

第
＋
四
条
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
入
札
に
付

す
る
諮
負
工
事
の
価
格
を
当
該
工
事
に
関
ず
る
仕
様
害
、
設
計
書

等
に
よ
っ
て
予
定
し
、
そ
の
予
定
価
格
を
封
害
に
し
、
開
札
の
際
、

こ
れ
を
開
札
場
所
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
開
札
）

第
十
五
条

開
札
は
、
入
札
者
の
而
前
に
お
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
一
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に
お
い
て
は
、
前
項
の
監
柑
員
は
、
こ
れ
を
改
造
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

4
．
請
負
者
は
、
設
計
書
、
図
面
及
び
仕
様
書
に
蒔
き
工
事
内
訳
明

細
書
及
び
エ
租
表
を
作
成
し
、
契
約
締
結
後
七
日
以
内
に
管
理
者

に
提
出
し
て
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、

簡
易
な
工
事
に
あ
っ
て
は
、
管
理
者
は
、
こ
れ
を
省
略
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
エ
祁
着
手
）

第
二
十
八
条
諮
負
者
は
、
契
約
締
結
の
日
か
ら
七
日
以
内
に
工
事

に
浩
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に

よ
り
、
七
日
以
内
に
荊
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て

は
、
書
面
に
よ
り
そ
の
旨
を
申
し
出
て
、
管
理
者
の
承
認
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

エ
手
に
着
手
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
工
事
済
手
三
日
前
ま
で

に
別
記
第
四
号
様
式
に
よ
っ
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

管
理
者
が
特
に
命
じ
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

管
理
者
の
指
定
し
た
期
日
ま
で
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
失
業
者
の
厭
入
等
）

第
二
十
九
条
諮
負
者
は
、
緊
恐
失
菜
対
策
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
八
十
九
号
）
第
十
六
条
（
施
行
主
体
の
失
莱
者
の
屈
入
等
）

第
一
項
に
お
い
て
拙
用
す
る
同
法
第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で

の
規
定
を
迷
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
権
利
裳
務
の
額
渡
等
の
漿
止
）

第
一
―
-
＋
条
請
負
者
は
、
契
約
に
よ
っ
＇
て
生
ず
る
権
利
又
は
義
務
を

第
三
者
に
醸
渡
し
、
又
は
承
継
さ
せ
．
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
但

し
、
害
面
に
よ
る
管
理
者
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

2

請
負
者
は
、
契
契
約
の
目
的
物
又
は
工
事
現
場
に
搬
入
し
た
検

査
済
エ
瑣
材
料
を
第
三
者
に
売
却
し
、
若
し
く
は
代
与
し
、
又
は

抵
当
権
そ
の
他
担
保
の
目
的
に
供
じ
て
は
な
ら
な
い
。
．
但
し
、
害

面
に
よ
る
管
理
者
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限

り
て
は
な
い
。

（
一
括
委
任
又
は
一
括
下
諮
負
の
禁
止
）
―

第
一
―
-
＋
一
条
諮
負
者
は
、
契
約
の
履
行
に
つ
い
て
、
工
事
の
全
部

I
―

―

―

-

.......... -
U

↑』-

2

エ
直
に
使
用
す
る
材
料
は
、
使
用
前
請
負
者
並
び
に
監
督
員
立

会
の
上
検
査
員
の
検
査
を
受
け
て
合
格
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
使

用

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

。

・

3

監
啓
員
は
、
諮
負
者
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
求
め
ら

れ
た
と
き
は
、
直
ち
に
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
．

4

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
材
料
を
検
査
す
る
た
め
に
直
接
必
要
な

毀
用
は
、
，
請
負
者
の
負
担
と
す
る
。

5

検
査
の
結
果
不
合
格
と
決
定
し
た
材
料
に
つ
い
て
は
、
請
負
者

は
、
監
密
員
の
指
示
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
遅
滞
な
く
引
き
取
ら
な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

・

‘

6

請
負
者
は
、
害
面
に
よ
る
管
理
者
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
、

工
革
現
場
に
搬
入
し
た
検
査
済
材
料
を
持
ち
出
ナ
こ
と
が
で
き
な

い。（
材
料
の
調
合
等
）

第
一
＿
＿
十
八
条
請
負
者
は
、
使
用
4
9
る
材
料
の
う
ち
調
合
を
要
ナ
る

．
も
の
に
つ
い
て
は
、
監
啓
員
の
立
会
の
も
と
に
調
合
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
使
用
ナ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
但
し
、
調
合
に
つ
い
て

は
、
見
本
検
査
に
よ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
こ

れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
諮
負
者
は
、
水
中
又
は
地
下
に
埋
没
ナ
る
工
事
そ
の
他
完
成
後

外
而
か
ら
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
工
事
を
施
行
ナ
る
と
き

は
、
特
に
監
将
員
の
立
会
の
も
と
に
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
3

監
将
員
は
、
請
負
者
か
ら
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
会
叉
は
見

本
検
査
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
直
ち
に
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
箕
付
品
及
び
支
給
材
料
）

第
一
＿
＿
十
九
条
管
理
者
か
ら
請
負
者
へ
の
貸
付
品
及
ひ
支
給
材
料
の

品
名
、
数
最
、
材
料
及
ひ
引
渡
場
所
は
、
仕
様
害
に
記
載
し
た
と

こ
ろ
に
よ
る
心
の
と
し
、
そ
の
引
渡
時
期
は
工
程
表
に
よ
る
も
の

と
す
る
。

．

．

 

2

請
負
者
は
、
貸
付
品
又
は
支
給
材
料
を
受
領
し
た
と
き
は
、
遮

滞
な
く
管
理
者
に
借
用
杏
又
は
受
領
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 .、・• 9 

＇ 
ー

9,• ー、1

I 

• 9, 

3

・
監
督
最
は
、
貸
付
品
叉
は
支
給
材
料
に
つ
き
、
請
負
者
の
立
会

の
も
と
に
検
査
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
請
負

者
は
、
そ
の
品
質
又
は
規
格
が
使
用
に
適
当
で
な
い
と
認
め
た
と

き
は
、
そ
の
9

日
を
監
督
員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

諮
負
者
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

管
理
者
が
そ
の
使
用
を
要
求
し
、
そ
の
た
●
請
負
者
に
損
害
を
生

じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
管
理
者
は
、
そ
の
損
害
を
賠
債
す
る
。

5

管
理
者
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
貸
付
品
叉
は
支
給

材
料
の
数
枇
、
品
質
、
規
格
、
引
渡
時
期
又
は
引
渡
場
所
等
を
変

更
ナ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
十
二
条

（
エ
祁
の
変
更
、
中
止
等
）
の
規
定
を
池
用
ナ
る
。
．

6

使
用
済
の
貸
付
品
又
は
工
事
の
完
成
、
変
更
若
し
く
は
契
約
解

除
に
際
し
て
必
要
と
な
っ
た
支
給
材
料
が
あ
る
場
合
に
痣
｝
い
て

は
、
諮
負
者
は
、
直
ち
に
仕
様
害
に
定
め
ら
れ
た
場
所
で
、
こ
れ

を
管
理
者
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7

諮
負
者
は
、
貸
付
品
及
ひ
支
給
材
料
を
菩
良
な
管
涯
人
と
し
て

．
の
注
意
を
も
っ
て
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

8

諮
負
者
の
故
濡
叉
は
過
失
に
よ
っ
て
貸
付
品
又
は
支
給
材
料
が

滅
失
若
し
く
は
き
損
し
、
又
は
そ
の
返
納
が
不
司
能
と
な
っ
た
場

合
に
お
い
て
は
、
管
理
者
の
指
定
し
た
期
間
内
に
代
品
を
納
め
、

又
は
原
状
に
復
し
、
若
し
く
は
そ
の
損
宙
を
賠
恨
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

9

支
給
材
料
の
使
用
方
法
又
は
残
材
の
処
骰
が
図
面
叉
は
仕
様
書

に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
監
督
負
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
設
計
由
等
に
不
適
合
の
場
合
の
改
造
義
務
）

．．
 

第
四
十
条
工
直
の
施
行
が
股
計
害
、
図
面
叉
は
仕
様
書
に
適
合
し

、
な
ぢ
場
合
に
お
い
て
●
監
督
員
が
そ
の
改
造
を
指
示
し
た
と
き

は
、
諮
負
者
は
、
こ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
こ

の
た
め
に
諮
負
代
金
額
を
培
し
、
又
ば
エ
期
を
延
長
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

（
図
面
と
自
然
の
状
態
と
の
RI
一
致
等
の
場
合
の
処
骰
）

第
四
十
一
条
・
エ
咄
施
行
に
あ
た
り
、
図
面
と
H
事
現
場
の
状
態
と

が
一
致
し
な
い
場
合
、
股
計
聾
図
面
又
は
仕
様
害
に
誤
ひ
ゆ
う

i1~
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叉
は
大
部
分
を
一
括
し
て
第
三
者
に
委
任
し
、
又
は
諮
け
負
わ
せ
と
認
め
ら
れ
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
由
を
明
示
し
て
請
負

て
は
な
ら
な
い
。
但
し
、
あ
ら
か
じ
め
害
而
に
よ
る
管
理
者
の
承
者
に
対
し
て
そ
の
交
替
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

認
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
．

4

請
負
者
は
、
前
項
の
諮
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
こ
れ

（

下

請

負

者

の

決

定

及

ひ

変

更

）

に

応

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

第
一
＿
＿
十
二
条
諮
負
者
は
、
下
諮
負
者
を
決
定
し
た
と
き
は
？
直
ち
（
検
査
員
）

に
害
面
に
よ
っ
て
管
理
者
に
居
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
＿
＿
十
五
条
管
理
者
は
、
諮
負
工
事
の
材
料
並
び
に
出
来
形
及
ひ

2

管
理
者
は
、
請
負
者
に
対
し
、
工
事
の
施
行
に
つ
い
て
若

L
V

竣
工
に
つ
き
局
の
職
員
（
以
下
「
検
査
員
」
と
い
う
。
）
を
し
て

不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
下
諮
負
者
の
変
更
を
諮
求
す
る
—

J

検
査
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

検
査
員
は
、
諮
負
者
が
工
事
材
料
を
搬
入
し
た
と
き
は
、
＇
設
計

と
が
で
き
る
。

3

前
項
の
規
定
に
よ
り
下
諮
負
者
の
変
更
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
．
害
及
ひ
仕
様
害
と
照
合
し
、
工
事
施
行
に
適
す
る
か
否
か
を
検
査

に
お
い
て
は
、
諮
負
者
は
、
直
ち
に
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
し
、
直
ち
に
、
別
記
様
式
第
五
号
に
よ
り
工
事
用
材
料
検
査
成
縦

報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
。
．

（
特
許
権
等
の
使
用
の
費
任
）

3

H
事
出
来
形
部
分
に
対
す
る
中
間
検
査
の
申
諮
が
あ
っ
た
と
き

第
一
―
-
＋
＿
＿
一
条
工
事
の
施
行
に
特
許
権
そ
の
他
第
三
者
の
権
利
の
対
は
、
検
査
員
は
、
検
査
の
上
直
ち
に
別
記
様
式
第
八
号
の
出
来
高
．

象
と
な
っ
て
い
る
施
工
方
法
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
諮
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

H

事
竣
工
届
が
あ
っ
た
と
き
は
、
検
査
員
は
、
検
査
の
上
広
島

負
者
は
、
そ
の
使
用
に
関
す
る
一
切
の
野
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な

ら

な

い

。

市

水

逆

局

会

計

規

程

第

五

号

様

式

に

よ

る

検

査

完

了

報

告

害

を

提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
．

（
監
柑
員
）

第
一
＿
＿
十
四
条
管
理
者
は
、
諮
負
者
の
工
事
施
行
に
つ
い
て
は
、
局
（
現
場
代
狸
人
及
ひ
主
任
技
術
者
）

第
一
＿
＿
十
六
条
請
負
者
は
、
現
場
代
理
人
及
び
工
事
現
場
に
お
け
る

の
職
員
又
は
局
が
委
堀
し
た
者
（
以
下
「
監
柑
員
」
と
い
う
。
）
に

讐
2

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

。

工

事

施

行

の

按

術

上

の

管

理

を

つ

か

さ

ど

る

主

任

技

術

者

を

定

2

監
督
員
は
、
契
約
唐
並
び
に
骰
計
苦
、
図
面
及
び
仕
様
害
に
定
め
、
害
面
に
よ
っ
て
管
理
者
に
誦
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

め
ら
れ
た
事
項
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
職
務
2
前
項
の
主
任
抜
術
者
は
、
建
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
建
築
士
法

を

行

う

。

（

昭

和

一

一

十

五

年

法

律

第

二

百

一

一

号

）

に

規

定

す

る

建

築

士

で

な

一
請
負
者
の
作
成
す
る
工
事
毀
内
訳
明
細
書
を
調
査
し
、
そ
の
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

内
容
を
工
事
施
行
に
適
合
す
る
よ
う
調
照
す
る
こ
と
。

3

第
一
項
の
現
場
代
理
人
と
主
任
抜
術
者
と
は
、
こ
れ
を
兼
ね
る

ニ
エ
事
の
施
行
に
立
ち
合
い
、
叉
は
必
要
な
監
督
を
行
い
、
若
し
、
こ
と
が
で
き
る
。

く
は
請
負
者
の
現
場
代
理
人
に
対
し
て
指
示
を
与
え
る
こ
と
。

4

訥
負
者
又
は
そ
の
現
場
代
理
人
、

H
事
現
場
に
常
駐
し
、
監
督

三
図
面
に
揺
一
い
て
監
将
に
必
要
な
細
部
設
計
閑
叉
は
原
寸
函
等
員
の
監
将
又
は
指
示
に
従
い
、
エ
哨
現
場
の
取
締
及
ひ
エ
咽
に
関

を

検

査

し

て

承

認

を

与

え

る

こ

と

。

す

る

一

切

の

事

項

を

処

理

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

．

四
検
査
員
が
行
う
工
事
用
材
料
又
は
エ
作
物
の
検
査
若
し
く
は
（
材
料
の
品
質
、
品
等
及
ひ
員
数
検
査
）

試

験

に

立

会

す

る

こ

と

。

第

一

＿

＿

十

七

条

H
事
に
使
用
す
る
材
料
に
つ
い
て
、
品
質
又
は
品
柄

3

監
杵
艮
は
、
諮
負
者
の
現
場
代
理
人
•
主
任
技
術
者
、
使
用
人
等
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
』
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
中
節
の

叉
は
労
佑
者
に
つ
い
て
、
工
事
の
施
行
叉
は
管
理
に
つ
き
不
適
当
も
の
と
す
る
。

若
し
く
は
脱
落
が
あ
る
場
合
叉
は
地
盤
に
つ
，
い
て
予
期
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
状
態
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
請
負
者

は
、
直
ち
に
、
監
密
員
に
通
知
し
、
そ
の
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

2

前
狽
の
場
合
に
お
い
て
、
｀
工
事
の
内
容
、
エ
期
又
は
諮
負
金
額

を
変
翠
る
必
要
が
あ
ゐ
と
き
は
、
次
条
の
規
定
を
準
用
す
る
．
o

(
H
事
の
変
更
、
中
止
等
）

第
四
十
二
条
管
理
者
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
工
事
の

内
容
を
変
更
し
、
若
し
く
は
工
事
を
一
時
中
止
し
、
叉
は
こ
れ
を
'

打

ち

切

る

こ

と

が

で

き

る

。

・

・

2

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
請
負
金
額
又
は
エ
期
を
変
更
ナ
る
必

要
が
あ
る
と
き
は
、
管
理
者
と
請
負
者
と
が
協
議
し
て
、
書
而
に

よ
り
こ
れ
を
定
め
る
。
'
,

.

3

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
請
負
者
が
損
害
を
受
け
た
と
き

は
、
管
理
者
は
、
そ
の
損
害
を
賠
債
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賠

償
は
管
理
者
と
請
負
者
と
が
協
議
し
て
、
こ
れ
を
定
め
る
。

4

第
二
虫
の
規
定
に
よ
り
請
負
金
額
を
変
更
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
そ
の
変
更
請
負
金
額
は
、
原
設
計
金
額
に
対
す
る
変
更
設
計

金
額
の
割
合
を
原
請
負
金
額
に
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
・
但
し
、

特
別
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
•
こ
の
限
ゥ
で
な
い
。

.
，
＇
（
請
負
者
の
請
求
に
よ
る
エ
期
の
延
長
）
＇
，
．

t

・

第
四
十
ー
―
―
条
請
負
者
は
、
工
事
の
支
障
を
及
ぽ
す
天
候
の
不
良
そ

の
他
そ
の
責
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
由
又
は
正
当
な
事
由

に
よ
り
、
エ
期
内
に
エ
革
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

お
い
て
は
、
管
理
者
に
対
し
て
遅
滞
な
く
そ
の
事
由
を
付
し
て

H

期
の
延
長
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
．

9

2

管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
負
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
，

て
、
事
実
を
調
査
し
て
正
当
と
認
め
た
と
き
は
、

H
期
の
延
長
を

．
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
'
•
‘
ヽ
．

（
災
害
防
止
等
の
処
骰
）
．
｀
．

第
四
十
四
条
請
負
者
は
、
災
害
防
止
等
の
た
め
必
要
と
認
め
る
と

き
は
、
臨
機
の
処
胚
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
・
‘

哀
て
、
諮
負
者
は
あ
ら
か
じ
め
監
督
負
の
意
見
を
求
め
な
け
れ
．
＇

：
’
-
ー
・
―
―
―

1

竺
―
-
•
―
一
＿
一
●
●
一

9
-
|
-
：
'

鼻

f

九
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1' 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ー
前
払
金
を
当
該
諮
負
工
事
以
外
の
目
的
に
使
用
し
た
と
き
。

二
諮
負
者
が
義
務
を
樅
行
し
な
い
と
き
。

三
保
証
契
約
が
解
約
さ
れ
た
と
き
。

（
部
分
払
）

第
五
十
二
条
訥
負
者
は
、
請
負
金
額
五
十
万
円
以
上
の
工
事
で
あ

っ
て
、
管
理
者
の
認
め
た
場
合
に
は
、
エ
管
完
成
前
に
出
来
形
部

分
（
現
場
に
あ
る
検
査
箔
材
料
を
含
む
つ
ご
に
対
す
る
中
問
検
査
及

び
部
分
払
を
申
諮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
特
別
の
場
合
を

・

除
き
、
一
月
を
経
過
す
る
ご
と
に
一
回
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な

ぃ°

/

2

諮
負
者
は
、
前
項
の
部
分
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記

・
報
[

9.
,．

,

＂

第
七
号
談
式
に
よ
り
申
諮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
．

一
i
;
,
'
・‘
~
3
前
顎
の
申
諮
が
あ
っ
た
と
き
は
、
管
理
者
は
、
遅
滞
な
く
検
迩

‘`●

●
を
行
い
、
検
査
の
結
果
を
諮
負
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

口
市
｛
い
•

.t
.

i

4

部
分
払
の
金
額
は
、
前
項
の
検
査
に
基
く
諮
負
代
金
相
当
額
（

、.、

一
諮
負
代
金
に
設
計
金
額
に
よ
る
エ
革
の
出
来
形
歩
合
を
乗
じ
て
得

島
i

た
額
。
以
下
同
じ
。
）
の
十
分
の
九
以
内
と
す
る
。
但
し
、
特
別
の

‘̀
-

i
事
由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

`

[
5
部
分
払
金
の
支
払
の
時
期
は
、
第
三
項
の
検
査
に
合
格
し
た
部

,＇
,
｝
分
に
対
す
る
諮
負
者
か
ら
の
所
定
の
申
諧
が
あ
っ
た
日
か
ら
二
十

.
〗
乃
広

i
'日
以
内
と
す
る
。

第
六
章
諮
負
契
約
の
解
除

i

（
管
理
者
の
解
除
権
）

.

i

第
五
十
ー
ー
一
条
管
理
者
は
、
訥
負
者
が
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る

一
場
合
に
お
い
て
は
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日

.‘

"
一
花
当
な
瑣
由
が
な
い
の
に
所
定
の
済
手
時
期
を
過
ぎ
て
も
エ

l
-
2
 

；

月
{

・
翌
遥
手
し
な
い
と
さ
。

2
e
 

．＂

―
-
ー
諸
負
者
の
寅
に
冊
ナ
る
事
由
に
よ
り
、
所
定
の
エ
期
内
又
は

．
 

・

一

期
限
後
相
当
の
期
間
内
に
H
哨
を
完
成
す
る
見
込
が
な
い
と
明

•• 
、
よ
年
'i

:＇
ぃ8

~

9

ら

か

に

認

め

ら

れ

る

と

き

。

．．い

ぃ

2
.

9
 .

.

 

n-

、

1
吃

i
i
一
第
三
十
一
条
、
（
一
括
委
任
又
は
一
括
下
請
負
の
禁
止
）
又
は

-

,
]

j

第
四
卜
条
（
設
計
翌
等
に
不
適
合
の
場

、合
の
改
造
器
務
）
の
規
・

5
.
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．,・ 

、

工

期

の

三

分

の

二

以

上

に

逹

し

た

と

き

・

{

.
、
・
:
'
i
`

定
に
迩
反
し
た
と
き
。

四
前
各
号
の
外
、
請
負
者
が
契
約
に
迩
反
し
、
そ
の
述
反
に
よ
：
三
管
理
者
が
契
約
に
述
反
し
、

，•
そ
噂
反
に
よ
り
エ
喋
を
完
良

i
. 'い[

·
:
[．[

っ
て
契
約
の
目
的
羞
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
に
至
っ
た
ど
き

．d．

．,．．
 
;
ル

-
5
．
い．

，i

五
第
五
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
前
払
金
の
返
納
に
応
じ

2

第
五
十
三
条
（
管
理
者
の
解
除
権
）
第
一
1

項
、
第
三
項
（
第
三
[[
,＇、
,．．

.̀.

盟
'fll息
に
関
す
る
部
分
を
除
く
。
）
並
ひ
に
前
条
第
一
＿
項
及
び
ご

□"..
 

な
い
と
き
。

六
請
負
者
が
、
第
五
十
五
条
（
諧
負
者
の
解
除
権
）
第
一
項
各
号
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
契
約
を
解
除
し
た
漫
口
[.、

,．、
9

,
9-

．．．
s.’

、[
一
．．＂．

に
振
げ
る
事
由
が
な
い
の
に
契
約
の
解
除
を
申
し
出
た
と
き
。
に
準
用
す
る
。

．
．

.

.
‘-，"｛

..
.
 

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
契
約
を
解
除
し
た
場
合
に
お
い
て
、
エ
祁
（
部
分
払
金
等
の
不
払
に
対
す
る
諮
負
者
の
エ
●
中
止
）
．
．

．，
一
‘,
9

の
出
来
形
部
分
で
検
査
に
合
格
し
た
も
の
は
、
管
理
者
の
所
有
と
第
五
十
六
条
請
負
者
は
、
管
理
者
が
第
五
十
二
条

i
.（
部
分
色
囮〗'

‘i
.

9 .f
.

し
、
管
理
者
は
、
当
該
部
分
に
対
す
る
請
負
代
金
相
当
額
を
支
払
規
定
に
よ
る
支
払
を
淫
延
し
、
相
当
の
期
澗
；
定
め
て
催
告
し

ウて一
[
〗.
9

•
も
応
じ
な
い
と
き
は
、
工
事
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
"

`
]．． 

,＼ 

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
前
払
金
の
支
払
を
し
喜
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
場
合
に
お
い
て
、
請
負
者
は
、
逹
滞
な
く
そ
の
事
由
を
付
し
で
書
―
:[
＼

:

に
よ
る
支
払
額
は
、
前
払
金
と
差
引
精
算
す
る
も
の
と
し
、
前
払
面
に
よ
り
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
陀

．
．
 い
・

金
額
に
残
額
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
返
納
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら

2

前
項
の
組
合
に
お
い
て
，
請
負
渚
が
損
害
を
受
け
た
と
き

、、
[

-

9,

｀

ほ
[

~•• 
‘
 

な
い
。
こ
の
場
合
、
返
納
す
ぺ
き
金
額
に
つ
き
、
前
払
金
を
受
け
管
理
者
は
＼
そ
の
損
害
を
補
償
し
な
サ
れ
ば
な
ら
な
．
竺

．＇
，
ぃ
．』

，＂．

た
日
か
ら
返
納
の
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
、

H
歩
二
銭
七
厘
の
割
3
前
項
の
損
害
額
に
つ
い
ズ
は
、
，
．
請
負
者
と
協
識
し
こ
筵
が
る
。
‘
丁
・
'
，.
.•• 

• 

i
 

合
で
計
算
し
た
金
額
を
利
息
と
し
て
徴
収
す
る
。
但
し
、
第
七
条
（
解
除
に
よ
る
物
件
の
引
取
）
＇
會
・
ハ
、

．

（
保
証
金
の
帰
腐
）
第
四
項
の
規
定
の
速
用
を
妨
げ
な
い
。
第
五
十
七
条
契
約
を
解
猫
し
た
場
冷
に
お

．5
●
f

い
管
理
者
が
引
渡
i
[

、

.,．t

-

•
第
五
十
四
条
管
理
者
は
、
前
条
第
二
虫
に
規
定
す
る
場
合
の
外
、
に
応
じ
ら
れ
な
い
物
件
が
あ
る
と
き
は
、
請
負
者
は
‘
管
理
者
と
一

’
.

、
•• 

H
事
が
完
成
し
な
い
間
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
契
協
議
の
上
定
め
た
期
間
内
に
、
こ
れ
を
引
き
販
り
ぞ
の
他
原
状
に
一

．＇、

い、

●↓`

一

約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

~・
復
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
前
条
第
二
項
及
ひ
第
三
項
（
第
三
項
中
利
息
に
関
す
る
部
分
を
2
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
請
負
者
が
正
当
と
認
め
ら
れ
る
哨
由

-
[ •9
.

除
く
。
）
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
契
約
を
解
除
し
た
場
が
な
い
の
に
、

＇

一
定
の
期
間
内
に
渤
件
の
．
引
取
り
そ
の
他
原
状
に

i
•C

../

合
に
準
用
す
る
。

．

．
 

復
さ
せ
な
い
と
き
は
、
管
理
者
は
い
請
負
者
に
代
っ
ご
そ
の
物
佳
、

＇〗． 、

．
．．
 

3
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
契
約
を
解
除
し
た
場
合
に
お
い
て
、
管

．
を
処
分
ナ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
請
負
者
は
、
ぞ
の
処

-
•‘,

．

理
者
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
賭
負
者
に
損
害
を
生
じ
た
と
き
は
、
そ
分
方
法
に
つ
い
て
異
議
の
申
宝
象
急
ど
が
で
き
な
い
と
と
一

，
．
．
，
．．

も
に
、
こ
れ
に
要
し
た
哭
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

'

の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

前
項
の
損
害
額
に
つ
い
て
は
、
社
叩
負
者
と
協
誤

L

て
定
め
る
。

．

第
七
章
維
則
，
．

．
．、
•
,
．』
一
：
．‘一

、、

．
（
か
し
担
保
）

（
請
負
者
の
解
除
権
）

塁
＋
五
条
訥
負
者
は
、
左
の
各
号
の
一
に
誓
す
る
事
由
が
あ
第
五
十
八
条
諮
負
者
は
、
第
四
十
八
灸
＾
検
査
唇
引
渡
）

・第

八

一

．
．

る
場
合
に
お
い
て
は
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
•
項
に
規
定
す
る
引
渡
の
日
か
ら
一

．年
間
は
●ー工
事
目
的
物
の
が
い
一

．9-

．．
 

、

、

ヽ

一

．
＂
．

ー
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
工
事
を
変
更
し
た
た
を
補
僕
し
、
又
は
そ
の
か
し
に
よ
つ
て
生
じ
た
滅
失
若
し
く
は
を

。

め
、
所
定
の
訥
負
金
額
が
一
＿
＿
分
の
二
以
上
滅
少
し
た
と
き
損
に
対
し
で
損
害
を
賠
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
こ
の
一

二
第
四
十
二
名
人
の
規
定
に
よ
り
工
事
中
止
の
期
間
が
、
所
定
の

-̂
期
間
は
、
．
石
造
、
土
造
、
諌
瓦
造
、
，
金
属
造
・
コ
ン
ク
lJ
．
卜
造

．． 
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'

,

 

r
-

ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
と
請
負
者
と
が
協
誤
し
て
定
め
る
。
一
」
、
そ
の
部
分
の
検
査
を
し
て
合
格
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
合

こ

の

限

り

で

な

り

第

五

章

検

歪

及

び

引

渡

菩

5

に

支

払

格

部

分

の

全

部

叉

は

一

部

を

請

負

者

の

同

意

を

得

て

使

用

す

0
-
J

2

前

項

の

場

合

に

お

い

て

、

請

負

者

は

、

そ

の

と

っ

た

処

腔

に

つ

（

検

査

及

ぴ

引

渡

）

＇

と

が

で

き

る

C

2

管
垣
者
は
、

H
事
の
末
完
成
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
請
負
者
の

第
四
十
八
条
請
負
者
は
、
工
事
を
完
成
し
た
と
き
は
、
広
島
市
水

い
て
、
遅
滞
な
く
香
面
を
も
っ
一
」
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

同
意
を
得
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

道
局
検
収
事
務
取
扱
規
程
（
昭
和
二
十
八
年
広
島
市
水
道
局
差
桓

ら
な
い
。

3

前
ー
ー
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
管
垣
者
は
、
そ
の
使
用
部
分
に

第
十
八
号
）
第
五
号
様
式
に
よ
り
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
監
杯
負
は
、
災
害
防
止
そ
の
他
H
事
の
施
行
上
緊
急
や
む
を
得

つ
い
て
保
管
の
責
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
竺
・

2

管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
け
出
を
う
け
た
と
き
は
、

ー
な
い
場
合
に
苓
い
て
は
、
諮
負
者
に
対
し
て
、
所
要
の
臨
機
の
処

骰
を
と
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
請
負
者

．

4
•

第
一
項
又
は
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
使
用
に
よ
り
請

負
者
に
損
害
を
及
ぽ
し
た
場
合
は
、
管
理
者
は
、
そ
の
損
害
を
賠

そ
の
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
請
負
者
は
、
検
査
に
立
会
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

C

但
し
、
請

は
、
直
ち
に
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

第

一

項

及

び

前

項

の

規

定

に

よ

る

処

骰

に

要

し

た

経

残

に

つ

い

償

4
9
る。

5

前
項
の
賠
償
額
は
、
管
理
者
と
協
誤
し
て
定
め
る
。

負
者
が
立
会
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
管
垣
者
限
り
こ
れ
を
行

て
は
、
請
負
者
の
負
担
と
ナ
る
。
但
し
、
管
理
者
に
お
い
て
請
負
う
こ
と
が
で
き
る
e

者
の
負
担
と
す
る
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
部
分
に
つ
い
て

4

前
項
但
香
に
よ
り
検
査
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
請
負
者
（
前
金
払
）

は
管
理
者
に
お
い
て
こ
れ
を
補
徊
す
る
こ
と
が
で
き
る

C

は
、
検
査
の
結
果
に
対
し
て
異
装
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
第
五
十
一
条
諮
負
者
は
、
請
負
金
額
五
十
万
円
以
上
の
H
事
で
あ

（

損

害

に

対

す

る

処

府

）

い

。

っ

て

、

管

理

者

の

認

め

た

場

合

に

お

い

て

、

地

方

自

治

法

施

行

令

（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ

第
四
十
五
条
工
事
目
的
物
の
引
渡
前
に
H
事
目
的
物
又
は
工
事
材

5

管
理
者
は
、
検
査
に
当
り
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
エ

料
に
つ
い
て
生
じ
た
損
害
そ
の
他
エ
碩
流
行
に
関
し
て
生
じ
た
損
事
の
部
分
を
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
り
、
公
共
工
事
の
前
払
金
保
証
事
業
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
―
-
+

害
は
、
請
負
者
に
お
い
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、

6

第
一
＿
項
の
検
査
に
合
格
し
な
い
部
分
及
ひ
前
項
の
分
解
し
た
部

．
七
年
法
律
第
百
―
八
十
四
号
）
第
五
条
の
規
定
に
基
き
登
録
を
受
け

管
理
者
の
責
に
帰
す
る
事
由
に
よ
る
場
合
の
損
害
に
つ
い
て
は
、
分
に
つ
い
て
は
、
請
負
者
は
、
連
滞
な
く
こ
れ
を
補
修
又
は
改
造
し
た
保
証
事
業

・会
社
（
以
下
「
保
証
事
莱
会
社
」
と
い
う
C

)

の
保
証

て
管
理
者
の
検
査
を
う
け
な
け
ば
な
ら
な
竺
こ
の
場
合
に
お
い
に
か
か
る
工
事
に
要
す
る
経
蛍
に
つ
い
て
は
、
請
負
代
金
の
十
分

こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
十
六
条
請
負
者
は
、
工
事
の
施
行
に
つ
い
て
第
三
者
に
損
害
て
、
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
は
、
管
理
者
が
請
負
者
か
ら
補
修
の
三
以
内
の
前
払
金
の
支
払
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
及
ぽ
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
賠
償
の
表
を
負
わ
な
け
れ
又
は
改
造
を
終
了
し
た
旨
の
届
出
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
す
る
。

2

請
負
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
前
払
金
支
払
の
申
詔
を
し
よ

ば
な
ら
な
り
但
し
、
管
理
者
の
資
に
帰
す
る
事
由
に
よ
る
場
合

7

前
項
の
補
修
賀
用
そ
の
他
検
査
に
要
す
る
特
別
の
炭
用
は
、
請
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
第
六
号
様
式
に
よ
る
申
請
雪
に
、
保
証

の

揖

宙

に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

負

者

の

負

担

と

す

る

C

事
栗
会
社
の
保
証
証
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

,8

検
査
に
合
格
し
た
と
き
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
る
請
負
代
金
の
3
管
理
者
は
、
請
負
者
に
前
払
金
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
次
条
に

第
四
十
七
条
天
災
地
変
そ
の
他
不
司
抗
力
に
よ
っ
て
工
事
の
既
成

部
分
叉
は
工
事
現
場
に
搬
入
し
た
検
査
脈
工
事
材
料
に
関
し
て
損
支
払
を
完
了
す
る
と
同
時
に
そ
の
引
渡
を
う
け
る
。
規
定
す
る
部
分
払
金
の
う
ち
か
ら
こ
れ
を
控
除
す
る
も
の
と
す

害

を

生

じ

た

場

合

に

お

い

て

は

、

請

負

者

は

、

事

実

発

生

後

淫

滞

（

請

負

代

金

の

支

払

）

る

。

な
く
そ
の
状
況
を
聾
面
を
も
っ
て
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
第
四
十
九
条
請
負
者
は
、
前
多
の
規
定
に
よ
る
検
査
に
合
格
し
た
．
4

前
項
の
控
除
の
額
は
、
前
払
金
額
に
工
事
の
出
来
形
歩
合
（
出

ら
な
い
。

・

と
き
は
、
広
島
市
水
造
局
会
計
規
租
（
昭
和
二
十
八
年
広
島
市
水
来
形
工
蝦
を
設
計
金
額
で
除
し
て
得
た
率
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額

2

前
項
の
担
害
で
煎
大
と
認
め
ら
れ
、
且
つ
、
諮
負
者
が
蕃
且
な
遊
局
規
程
第
三
号
の
四
）
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
り
請
負
代
金
支
と
す
る
。

管
理
人
と
し
て
の
注
滋
を
払
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
払
の
訥
求
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
．

5

管
理
者
は
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
I

.

は
、
そ
の
損
宙
は
、
管
理
者
が
負
担
す
る
。

•
2

管
狸
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
請
求
が
あ
っ
た
と
き

．

前
払
金
の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
請
負
者
か
ら
返
納
さ
せ
る
も
の

は
、
そ
の
日
か
ら
四
十
H
以
内
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
調
負
者
は
、
返
納
す
ぺ
き
前
払

、、

3
火
災
保
験
金
そ
の
他
損
宙
を
柚
て
ん
4
9
る
も
の
が
あ
る
場
合
に

お

い

て

は

、

そ

れ

ら

の

額

を

損

智

額

か

ら

控

除

し

た

額

を

前

項

の

（

部

分

使

用

）

金

に

対

し

一

J

、
前
払
を
う
け
た
日
か
ら
返
納
の
日
ま
で
の
日
数
に

損

宙

額

と

し

、

こ

れ

ら

の

損

害

額

の

算

定

に

つ

い

て

は

、

管

理

者

第

五

十

条

管

理

者

は

、

応

じ

、

日

歩

二

銭

七

限

に

相

当

す

る

額

の

利

息

を

附

し

て

返

納

し

工
事
の
一
部
が
完
成
し
た
場
合
に
お
い
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＇ 
＇ '
し

大
部
分
を
一
括
し
て
第
三
者
に
委
任
し
、
又
は
請
け
負
わ
せ
て
は

な
ら
な
い
。
但
し
、
あ
ら
か
じ
め
習
面
に
よ
る
甲
の
承
認
を
受
け

た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

．

（
下
詰
負
者
の
決
定
及
ひ
変
更
）

第
六
条
乙
は
、
下
諮
負
者
を
決
定
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
害
面
に

よ
っ
て
甲
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

甲
は
、
乙
に
対
し
て
工
事
の
施
行
に
つ
い
て
労
し
く
不
造
当
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
下
訥
負
者
の
変
更
を
諮
求
す
る
こ
と
が
で
き

る。

3

前
項
の
規
定
に
よ
り
下
諮
負
者
の
変
更
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合

に
お
い
て
、
乙
は
直
ち
に
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
許
権
等
の
使
用
の
賓
任
）

．

第
七
条
工
事
の
施
行
に
特
許
権
そ
の
他
第
三
者
の
権
利
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
施
H
方
法
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
乙
は
、

そ
の
使
用
に
関
す
る
一
切
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
密
員
）

第
八
条
甲
は
、
乙
の

H
事
施
行
に
つ
い
て
は
局
の
職
員
叉
は
局
が

委
嘱
し
た
者
（
以
下
「
監
柑
員
」
と
い
う
。
）
に
監
性
さ
せ
る
こ

・
と
が
で
き
る
。

2

監
督
員
は
、
こ
の
契
約
杏
並
ひ
に
設
計
害
、
函
面
及
ひ
仕
様
書

に
定
め
ら
れ
た
事
項
の
商
囲
内
に
お
い
て
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る

職
務
を
行
う
。

・

一
乙
の
作
成
す
る

H
事
毀
内
訳
明
細
害
を
牒
査
し
、
そ
の
内
容

を
工
事
施
行
に
適
合
す
る
よ
う
に
調
賂
す
る
こ
と
。

ニ
エ
事
の
施
行
に
立
ち
合
い
、
又
は
必
要
な
監
将
を
行
い
若
し

く
は
乙
の
現
場
代
理
人
に
対
し
て
指
示
を
与
え
る
こ
と
。

三
図
面
に
砧
い
て
監
将
に
必
要
な
細
部
設
計
図
又
は
原
寸
図
等

を
検
査
し
て
承
認
を
与
え
る
こ
と
。

四
検
査
員
が
行
う
H
事
用
材
料
又
は
エ
作
物
の
検
在
若
し
く
は

試
験
に
立
会
す
る
こ
と
。

3
、
監
粥
員
は
、
乙
の
現
場
代
狸
人
、
主
任
技
術
者
、
使
用
人
叉
は

労
務
者
に
つ
い
て
、

H
哨
の
施
行
又
は
悴
理
に
つ
き
不
遥
当
と
認

め
ら
れ
る
者
が
あ
る
と
さ
は
、
そ
の
事
由
を
明
示
し
て
、
乙
に
対

し
そ
の
交
替
を
求
め
る
こ
と
が
で
さ
る
。
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4

乙
は
ゞ
前
項
の
諮
求
が
あ
っ
た
と
き
は
z

直
ち
に
こ
れ
に
応
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
査
員
）

第
九
条
甲
は
、
工
事
の
材
料
並
ひ
に
出
来
形
及
ひ
竣
工
に
つ
き
局

の
鞭
員
（
以
下
「
検
査
員
」
と
い
う
。
）
を
し
て
検
査
さ
せ
る
も

の
と
す
る
。

2
検
査
員
は
、
乙
が
H
事
材
料
を
振
入
し
た
と
き
は
、
設
計
書
及

ひ
仕
業
書
と
照
合
し
、
工
事
施
行
に
適
す
る
か
否
か
を
検
査
す
る

外
、
乙
か
ら
中
問
検
査
の
申
諮
が
あ
っ
た
と
き
及
び
工
事
披
工
届

が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
検
査
す
る
。

（
現
場
代
理
人
及
ひ
主
任
技
術
者
）

第
十
条
乙
は
、
現
場
代
理
人
及
ひ
工
事
現
場
に
お
け
る
工
事
施
行

の
按
術
上
の
管
理
を
つ
か
さ
ど
る
主
任
技
術
者
を
定
め
、
蓄
面
に

よ
っ
て
甲
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
•
前
狽
の
主
任
技
術
者
は
、
建
築
工
事
に
つ
い
て
は
、
建
築
士
法

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
に
規
定
す
る
建
築
士
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

第
一
項
の
現
場
代
理
人
と
主
任
技
術
者
と
は
、
こ
れ
を
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
る
。

4

乙
又
は
甲
の
現
場
代
理
人
は
、
工
事
現
場
に
常
駆
し
、
監
性
員

の
監
柑
又
は
指
示
に
従
い
、
工
事
現
場
の
取
締
及
ひ
工
事
に
関
す

る
一
切
の
事
項
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

．

．

（
材
料
の
品
質
、
品
柄
等
及
ひ
検
査
）

．

第
十
一
条
工
事
に
使
用
ナ
る
材
料
に
つ
い
て
品
質
又
は
品
柄
等
が

明
ら
か
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
中
等
の
も
の

と
す
る
。

2

H

事
に
使
用
4
J

る
材
料
は
、
使
用
前
に
乙
並
ひ
に
監
密
員
立
会

の
上
、
検
査
員
の
検
査
を
受
け
て
合
格
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
使
，

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

3

検
査
員
は
、
乙
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
求
め
ら
れ
た

と
き
は
、
直
ち
に
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
材
科
を
検
査
ナ
る
た
め
に
直
接
必
要
な

毀
用
は
、
乙
の
負
担
と
す
る
。
．

．

5

検
究
の
結
果
、
・
不
合
格
と
決
定
し
た
材
料
に
つ
い
て
は
、

＇乙

I
I
 

し4

唇
ご
れ
に
類
す
る
も
の
に
よ
る
建
物
そ
の
他
土
地
の
エ
作
物
若

．
ヽ
ヽ

し
く
は
地
槃
3
か
し
又
は
こ
れ
に
よ
る
減
失
む
損
に
つ
い
て
は
、

二
年
と
す
る
。

（
股
行
迎
延
の
場
合
に
お
け
る
損
筈
金）

第
五
十
九
条
諮
負
者
の
費
に
帰
す
る
事
由
に
よ

a、
所
定
の
エ
期

内
に
工
事
を
完
成
ナ
る
こ
と
が
で
き
な
陀
場
合
に
お
い
て
、
期
限

後
に
お
い
て
完
成
す
る
見
込
の
あ
る
と
き
は
、
管
理
者
は
、
諮
負

者
か
ら
遅
延
の
理
由
害
を
微
し
、
過
約
金
を
徴
収
し
て
エ
期
を
延

長

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

附

則

2
前
項
の
迎
約
金
は
、
淫
延
IJ
数
ご
日
に
つ
き
契
約
金
額
の
千
分
ー
こ
の
規
租
は
、
昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

の
一
に
相
当
す
る
金
額
と
し
、
諮
負
代
金
と
相
殺
し
、
な
お
不
足

2

こ
の
規
程
施
行
前
に
契
約
を
締
結
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
-
」

す

る

場

合

に

お

い

て

は

、

追

徴

す

る

。

は

、

な

お

、

従

前

の

例

に

よ

る

。

3

管
理
者
の
寅
に
帰
ナ
る
事
由
に
よ
り
、
第
四
十
九
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
訥
負
代
金
の
支
払
が
遅
れ
た
場
合
に
お
い
て
は

請

別
記
第
一
号
様
式
（
第
六
条
関
係
）

シ

負
者
は
、
管
理
者
に
対
し
て

H
歩

二

践

七

厘

の

割

で

達

延

利

息

の

工

事

請

負

契

約

害

9

支
払
を
諮
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

．一

工

事

名

”
4

管
理
者
が
、
第
四
十
八
条
（
検
査
及
ひ
引
渡
）
第
二
項
の
期
間
ニ
エ
嘩
場
所

パ

内
に
検
査
を
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
時
期
を
経
過
し
た
―
―
―四

日
か
ら
検
査
を
し
た
日
ま
で
の
期
間
の
日
数
は
、
第
四
十
九
条
（

誓
代
金
の
支
払
）
第
二
項
の
期
間
（
以
下
「
約
定
期
間
」
と
い

う
。
）
の
日
数
か
ち
差
し
引
く
'
V
の
と
し
、
又
当
該
遅
延
期
間
が
約

定
期
間
の

H
数
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
約
定
期
間
は
満
了

し
た
も
の
と
み
な
し
、
管
理
者
は
、
そ
の
越
え
る
日
数
に
応
じ
、

前
項
の
遅
延
利
息
を
諮
負
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
火
災
保
険
等
）

第
六
十
条
詔
負
者
は
、
管
理
者
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
工
事

目
的
物
及
び
エ
哨
用
材
料
（
管
理
者
の
支
給
材
料
を
含
む
。
）
を

火
災
保
険
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
火
災
保
険
に
付
す
る
時
期
・
期
間
・
金
額
及
び
保
険
会
社
等
に

っ
と
て
は
、
諮
負
者
、
管
理
者
協
誤
L
て
定
め
、
諮
負
者
は
、
保

険
契
約
後
す
み
や
か
に
そ
の
証
券
を
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

3

連
送
そ
の
他
の
保
険
に
つ
い
て
も
、
前
二
項
に
準
ず
る
。

（
契
約
に
関
す
る
紛
争
の
解
決
）

第
六
十
一
条
請
負
契
約
に
関
し
、
・
請
負
と
の
間
に
紛
争
を
生
じ
た

場
合
に
お
い
て
は
、
建
設
業
法
第
二
十
四
条
（
契
約
に
関
す
る
紛

争
の
処
理
）
の
規
定
平

f
り
、
双
方
又
は
一
方
か
ら
広
島
県
建
設

莱
審
誤
会
に
解
決
の
あ
つ
旋
を
申
請
ナ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
作
業
時
間
）
．

．

第
六
十
一
一
条
作
業
時
間
は
、
日
の
出
か
ら
H
没
ま
で
と
す
る
。
但

し
、
管
理
者
に
お
い
て
特
に
命
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

ぃ゚工

期

訥
負
金
額

瘤
手
昭
和

完
成
昭
和

金

を
甲
と
し
、
請
負
者
「

に
よ
っ
て
諮
負
契
約
を
締
結
す
る
。

「
広
島
市
水
演
瑣
莱
管
理
者

広
島
市
水
消
局
長
寺
西
正
雄
」

右
の
工
事
に
つ
い
て
、
注
文
者

」
を
乙
と
し
て
、
次
の
条
項

（
総
則
）

第
一
条
乙
は
、
広
島
市
水
追
局
諮
負
工
事
執
行
規
程
（
昭
和
二
十

八
年
広
島
市
水
道
局
規
程
第
十
九
号
。
以
下
「
規
程
」
と
い
う
。
）

並
び
に
別
肌
設
計
害
、
図
面
及
ひ
仕
様
西
に
基
き
、
頭
書
の
請
負

金
額
を
も
っ
て
、
頭
雷
の
エ
期
内
に
頭
書
の
工
事
を
完
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2

設
計
害
、
図
面
及
ひ
仕
様
害
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
叉
は

図
面
と
仕
様
害
の
交
互
符
合
し
な
い
も
の
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
甲
、
乙
協
議
し
て
定
め
る
。
但
し
、
睦
微
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
甲
又
は
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
監
好
員
の
指
示
に
従
う
も
の

と
す
る
。
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し

は
、
監
瞥
員
の
指
示
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
退
滞
な
く
引
き
取
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6
乙
は
、
害
面
に
よ
る
甲
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
、
工
事
現
場

に
搬
入
し
た
検
査
済
材
料
を
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
材
料
の
調
合
等
）

、

，．

第
十
一
一
条
乙
は
、
使
用
す
る
材
料
の
う
ち
調
合
を
要
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
監
密
員
の
立
会
の
も
と
に
調
合
し
た
も
の
で
な
け
れ
．

ば
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
但
し
、
調
合
に
つ
い
て
は
●
見

木
検
査
に
よ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
こ
れ
に
よ

る
こ
と
が
で
き
る
。

'

・

2

乙
は
、
水
中
又
は
地
下
に
埋
洩
す
る
工
事
そ
の
他
完
淑
後
外
面

か
ら
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
工
事
を
施
行
す
る
と
き
は
、

特
に
監
密
員
の
立
会
の
も
と
に
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
・

腔
密
員
は
、
乙
か
ら
前
一
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
会
又
は
見
本
検

'

査
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
直
ち
に
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

・

（
錠
付
品
及
ひ
支
給
材
料
）

第
十
ー
ー
一
条
甲
か
ら
乙
へ
の
貸
付
品
及
び
支
給
材
料
の
品
名
、
数
批
、
'

．
材
賀
及
ぴ
引
渡
場
所
は
、
仕
様
書
に
記
戟
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
も

の
と
し
、
そ
の
引
渡
時
期
は
、
工
程
表
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

パ

2
乙
は
、
貸
付
品
又
は
支
給
材
料
を
受
領
し
だ
と
き
は
、
遅
滞
な

＜
甲
に
借
用
害
又
は
受
領
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し

f

3

．監
性
員
は
、
袋
付
品
又
は
支
給
材
料
に
つ
き
へ
乙
の
立
会
の
も

と
に
検
査
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、、
乙
は
、
そ

の
品
質
叉
は
規
格
が
使
用
に
滴
当
で
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
そ

の
旨
を
監
好
員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

乙
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
遥
知
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
甲
．が
そ

の
使
用
を
要
求
し
、
そ
の
た
め
に
乙
に
損
害
を
生
じ
た
場
合
に
お

甲
は
、
そ
の
損
害
を
賠
伯
す
る
。

・‘
’

い
て
は
、

5

甲
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
八．
貸
付
品
叉
は
支
給
材
料
の

数
批
、
品
質
、
規
格
＼
引
渡
時
期
又
は
引
渡
場
所
等
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
＾
第
十
六
条
の
規
定
を
．

準
用
す
る

6
・
使
用
済
の
貸
付
品
又
は
工
事
の
完
成
、
変
更
若
し

4

く
は
契
約
解

ー

ー

・

・

・

1
9

、 I

―
二

■

――
 

――●―
――
 

3

乙
が
前
項
の
指
示
を
受
け
な
い
で
工
事
を
施
行
し
た
場
合
に
お

竺
て
は
、
前
項
の
監
啓
員
は
、
こ
れ
を
改
造
さ
竺
9
こ
と
が
で
き

，

゜
る

.
4

乙
は
、
．鰐

届

、
図
面
及
ひ
仕
様
書
笠
苺
き
工
事
毅
内
訳
明
細

習
含
工
程
表
を
作
成
し
、
契
約
締
結
後
七
日
以
内
に
甲
に
提
出

し
て
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
'
L
‘
飯
易
な

工
事
に
あ
っ
．
て
は
、
甲
が
承
認
し
た
場
合
に
お
い
て
は
こ
れ
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
H
事
蒲
手
）

．

第
二
条
乙
は
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
頭
害
の
期
日
ま
で
に

工
事
に
置
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
害
面
に

よ
り
そ
の
旨
を
申
し
出
て
、
甲
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ゚
2

乙
は
、
エ
祗
着
手
の
三
日
前
ま
で
に
所
定
の
様
式
に
よ
っ
て
甲

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

‘

3

甲
が
特
に
命
じ
た
と
き
は
、
前
項
の
規
程
に
か
か
わ
ら
ず
甲
の

指
定
し
た
期
H
ま
で
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（

失

業

者

の

厨

入

）

/

第
一
＿
一
条
乙
は
、
緊
恙
十
菜
対
策
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
八
十

九
号
）
第
十
六
条
（
施
行
主
体
の
失
業
者
の
煎
入
等
）
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
の
規
定
を

迷
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
権
利
義
猜
の
迎
渡
等
の
禁
止
）

第
四
条
乙
は
、
こ
の
契
約
に
よ
っ
て
生
ず
る
権
利
又
は
羨
務
を
、

第
三
者
に
覇
渡
し
又
は
承
継
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
但
し
、
．

書
面
に
よ
る
甲
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

2

乙
は
、
こ
の
契
約
の
目
的
物
又
は
工
事
現
場
に
振
入
し
た
検
査

済
工
事
材
料
を
第
三
者
に
売
却
し
若
し
く
は
貸
与
し
、
又
は
抵
当

・

権
そ
の
他
担
保
の
目
的
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
。
但
し
、
害
面
に

よ
る
甲
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

ぃ゚（
一
括
委
任
叉
は
一
括
下
請
負
の
槃
止
）

第
五
条
乙
は
、
こ
の
契
約
の
履
行
に
つ
い
て
、
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支
払
を
完
了
す
る
と
同
時
に
そ
の
引
渡
を
う
け
る
。

（
請
負
代
金
の
支
払
）
．

第
二
十
ー
ー
一
条
乙
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
検
査
に
合
格
し
た
と
き

は
、
所
定
の
手
続
に
し
た
が
っ
て
、
諮
負
代
金
支
払
の
諮
求
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
竺

2
甲
は
、
前
禎
の
適
法
な
支
払
語
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
日

か
ら
四
十

H
以
内
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
．

（
部
分
使

m)

第
二
十
四
条
甲
は
、
エ
康
の
一
部
分
が
完
成
し
た
楊
合
に
お
い

て
、
そ
の
部
分
の
検
査
を
し
て
合
格
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
合

格
部
分
の
全
部
又
は
一
部
を
乙
の
同
年
品
を
得
て
、
使
用
す
る
こ
と

,
'
が
で
き
る
。

2
甲
は
、
工
事
の
未
完
成
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
乙
の
同
怠
を
得

て
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
甲
は
、
そ
の
使
川
部
分
に
つ
い
一
」

保
秤
の
式
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

第
一
項
又
は
第
一
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
甲
の
使
川
に
よ
り
乙

に
損
宙
を
及
ぽ
し
た
楊
合
は
、
甲
は
、
そ
の
損
宙
を
賠
憤
す
る
。

5

前
項
の
賠
俯
額
は
、
甲
、
乙
協
議
し
て
定
め
る
。

'
（
前
金
払
）

第
二
十
五
条
乙
は
、
詰
負
金
額
五
十
万
円
以
上
の
工
事
で
あ
っ

一
」
、
甲
の
認
た
場
合
に
お
い
て
は
、
．
公
共
工
事
の
前
払
金
保
証
班

架
に
関
ナ
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
酉
八
十
四
号
）
第
五

条
の
規
定
に
謀
き
、
登
録
を
う
け
た
保
証
事
業
会
社
の
保
証
に
か

か
る
エ
哨
に
翌
’
る
経
裁
に
つ
い
て
は
、
諮
貨
代
金
の
十
分
の
一
―
―

•
以
内
の
前
払
金
の
支
払
を
巾
諮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

乙
が
前
払
の
巾
納
を
し
よ
う
と
す
る
と
さ
は
、
所
定
の
様
式
に

ょ

命

翡

に

前

闘

誓

醤

会

社

と

の

保

証

爵

I

を
添
付
し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

'

3

甲
は
、
乙
に
前
払
金
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
次
条
に
規
定
ナ
る

部
分
払
位
の
う
ち
か
ら
こ
れ
を
控
除
す
る
も
の
と
ナ
る
。

4

前
項
の
控
除
の
額
は
、
前
払
金
額
に
工
事
の
川
来
形
歩
合
（
出

来
形
工
毀
を
設
計
金
額
で
除
し
て
相
た
串
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額

と
す
る
。

1
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5

甲
は
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
払

金
の
全
部
又
は
一
部
を
乙
か
ら
返
納
さ
せ
る
忍
の
と
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
乙
は
、
返
納
す
べ
き
前
払
金
に
対
し
て
、
前
払
を

う
け
た
日
か
ら
返
納
の
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
、
日
歩
一
一
践
七
厘

に
相
当
す
る
額
の
利
息
を
付
し
て
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
前
払
金
を
当
該
諮
負
工
事
以
外
の
目
的
に
使
用
し
た
と
き
。

二
乙
が
跨
務
を
履
行
し
な
い
と
き
。

三
保
証
契
約
が
解
約
さ
れ
た
と
き
。

（
部
分
払
）

第
二
十
六
条
乙
は
、
諮
負
金
額
五
十
万
円
以
上
の
エ
耶
で
あ
っ

．
て
、
甲
の
認
め
た
場
合
に
は
、
工
事
完
成
前
に
出
来
形
部
分
（
現

場
に
あ
る
検
査
済
材
料
を
含
む
。
）
に
対
す
る
中
間
検
査
及
ひ
部
分

払
を
申
諮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
特
別
の
楊
合
を
除
き
、

一
月
を
経
過
す
る
ご
と
に
一
回
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

2

乙
は
、
前
項
の
部
分
払
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
所
定
の

様
式
に
よ
り
申
諮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

前
項
の
申
諮
が
あ
っ
た
と
き
は
、
甲
は
、
遮
滞
な
く
検
査
を
行

い
、
検
査
の
結
果
を
乙
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
．

4

第
一
項
の
部
分
払
の
金
額
は
、
前
項
の
検
査
に
砧
＜
諮
負
金
額

の
十
分
の
九
以
内
と
す
る
。

5

部
分
払
金
の
支
払
時
期
は
、
第
三
項
の
検
査
に
合
格
し
た
部
分

に
対
す
る
乙
か
ら
の
所
定
の
申
語
が
あ
っ
た
H
か
ら
二
十
H
以
内

と
ナ
る
。

（
甲
の
解
除
権
）

第一
I

＋
七
条
甲
は
、
乙
が
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、

契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
正
当
な
硝
由
が
な
い
の
に
、
所
定
の
廂
手
時
期
を
過
ぎ
て
も

工
事
に
府
手
し
な
い
と
さ
。

二
乙
の
祝
に
帰
す
る
瑣
由
に
よ
り
、
所
定
の
エ
期
内
又
は
期
限

・
後
相
当
の
期
間
内
に
工
事
を
完
成
す
る
見
込
が
な
い
と
明
ら
か

一
に
認
め
ら
れ
る
と
き
。

＿
―
-
第
五
条
又
は
第
十
四
条
の
規
定
に
巡
反
し
た
と
き
。

四
前
各
号
の
外
、
乙
が
哭
約
に
巡
反
し
、
そ
の
巡
反
に
よ
っ
て

契
約
の
目
的
を
逹
ナ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

ノ

．
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五

•, 
ふ

五
第
二
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
前
払
金
の
返
納
に
応
じ

な
い
と
き
。

六
乙
が
第
二
十
九
条
第
一
祖
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
な
い
~
の

に
、
契
約
の
解
除
を
申
し
出
た
と
き
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
契
約
を
解
除
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
エ

事
の
出
来
形
部
分
で
検
査
に
合
格
し
た
も
の
は
＼
甲
の
所
有
と

し
、
甲
は
、
当
該
部
分
に
対
す
る
諮
負
代
金
相
当
額
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

前
払
金
の
支
払
を
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定

に
よ
る
支
払
額
は
、
前
払
金
と
差
引
精
箕
す
る
も
の
と
し
、
前
払

金
額
に
残
額
が
あ
る
と
き
は
、
乙
は
、
こ
れ
を
返
納
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
返
納
す
べ
き
金
額
に
つ
き
、
前
払
金
を

受
け
た
H
か
ら
返
納
の

H
ま
で
の

H
数
に
応
じ
H
歩
二
践
七
厘
の

割
合
で
計
算
し
た
額
の
利
息
を
附
す
る
も
の
と
、
す
る
。

第
二
十
八
条
甲
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
の
外
、
工
事

が
完
成
し
な
い
間
に
お
い
て
、
必
淡
が
あ
る
場
合
に
は
、
哭
約
を

解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
、
前
条
第
二
項
及
ひ
第
三
項
（
第
三
項
中
利
息
に
関
す
る
部
分
を

除
く
。
）
の
規
定
は
、
前
引
の
規
定
に
よ
り
契
約
を
解
除
し
た
場

合
に
準
用
す
る

3

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
契
約
を
解
除
し
た
場
合
に
お
い
て
、
甲

は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
乙
に
損
習
を
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
狽
也
を

賠
俯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

前
狽
の
担
宙
額
に
つ
い
一
」
は
、
甲
、
乙
協
誤
し
て
定
め
る
。

（
乙
の
解
除
権
）

第一
l

十
九
条
乙
は
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
瑣
由
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ー
第
十
六
条
第
一
初
の
規
定
に
よ
り
、
エ
哨
を
変
更
し
た
た
め

頭
野
の
諮
負
金
額
が
三
分
の
二
以
上
絨
少
し
た
と
き
。

二
第
十
六
条
第
一
狽
の
規
定
に
よ
り
エ
硝
の
一
時
中
止
の
期
間

が
、
頭
店
の
エ
期
の
三
分
の
二
以
上
に
迭
し
た
と
き
。

三
甲
が
契
約
に
述
反
し
、
そ
の
述
反
に
よ
り
工
事
を
茄
成
ナ
る

こ
と
が
不
ilJ
能
と
な
る
に
至
っ
た
と
き
。
．

第
二
十
七
条
第
二
初
、
第
三
祖
（
第
三
引
中
利
息
に
関
ナ
る
部

2
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除
に
際
し
て
不
要
と
な
っ
た
支
給
材
料
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
定
め
る
。
・

は
、
乙
は
、
直
ち
に
仕
様
害
に
定
め
ら
れ
た
場
所
で
、
こ
れ
を
甲

3

第
二
虫
の
場
合
に
お
い
て
、
乙
が
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
甲

に

返

納

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

．

は

、

そ

の

損

害

を

賠

債

す

る

も

の

と

し

、

賠

俯

額

は

、

甲

、

乙

協

7

乙
は
、
貸
付
品
及
ひ
支
給
材
料
を
菩
良
な
管
理
人
と
し
て
の
注
議
し
て
こ
れ
を
定
め
る
。

意
を
も
っ
て
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
請
負
金
額
を
変
更
す
る
場
合
に
お
い
て

8

乙
の
故
意
叉
は
過
失
に
よ
っ
て
貸
付
品
叉
は
支
給
材
料
が
滅
失
は
、
規
程
第
四
十
一
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

若
し
く
は
き
損
し
、
又
は
そ
の
返
納
が
不
司
能
に
な
っ
た
場
合
に
（
乙
の
請
求
に
よ
る
エ
期
の
延
長
）

お
い
て
は
、
甲
の
指
定
し
た
期
間
内
に
代
品
を
納
灸
又
●
原
状
第
十
七
条
乙
は
、
工
事
に
支
障
を
及
ぽ
す
天
候
の
不
良
そ
の
他
そ

に
復
し
若
し
く
は
そ
の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
の
責
に
帰
ナ
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
由
叉
は
正
当
な
事
由
に
よ
り

9

墨
給
材
料
の
使
用
方
法
叉
は
残
材
の
処
骰
が
図
面
叉
は
仕
様
害
エ
期
内
に
エ
郡
を
完
成
ナ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て

に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
監
密
員
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
は
、
甲
に
対
し
て
遅
滞
な
く
そ
の
事
由
を
付
し
て
エ
期
の
延
長
を

ば

な

ら

な

い

。

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

（
設
計
書
等
に
不
適
合
の
場
合
の
改
造
蓑
務
）

2

甲
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て

第
十
四
条
．
工
事
の
施
行
が
殷
計
害
及
ひ
図
面
又
は
仕
様
書
に
涸
合
は
、
事
実
を
調
査
し
て
正
当
と
認
め
た
と
き
は
、
エ
期
の
延
長
を

し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
監
将
員
が
そ
の
改
造
を
指
示
し
た
と
き
承
認
ナ
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
乙
は
、
こ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
こ
の
た
（
災
害
の
防
止
等
の
処
骰
）

め
に
訥
負
金
額
を
増
し
、
又
は
エ
期
を
延
長
ナ
る
こ
と
は
で
き
な
第
十
八
条
乙
は
、
災
害
防
止
等
の
た
め
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、

い

。

．

9

．

臨

機

の

処

骰

を

と

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

の

場

合

に

お

い

（
図
而
と
自
然
の
状
態
と
の
不
一
致
等
の
場
合
の
処
骰
)
.
て
‘
乙
は
、
あ
ら
か
じ
め
監
脅
員
の
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

第
十
五
条
工
事
の
施
行
に
あ
た
り
、
図
面
と
工
事
現
場
の
状
態
と
い
。
但
し
、
緊
急
や
む
を
得
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

が
一
致
し
な
い
場
合
、
設
計
香
及
ひ
図
而
又
は
仕
様
書
に
誤
ひ
ゆ

2

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
乙
は
、
そ
の
と
っ
た
処
骰
に
つ
い
て
、

う
若
し
く
は
脱
落
が
あ
る
場
合
又
は
地
猿
等
に
つ
い
て
予
期
す
る
遅
滞
な
く
害
面
を
も
っ
て
甲
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
と
の
で
き
な
い
状
態
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
乙

3

監
将
員
は
、
災
害
防
止
そ
の
他
工
事
の
施
行
上
緊
急
や
む
を
拇

は
、
直
ち
に
監
脅
員
に
通
知
し
、
そ
の
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
な
．
な
い
と
き
は
、
乙
に
対
し
て
所
要
の
臨
機
の
処
骰
を
と
る
こ
と
を

ら

な

い

。

．

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

、

乙

は

、

直

ち

に

こ

れ

に

応

2

前

項

の

場

合

に

お

い

て

、

工

事

の

内

容

及

ひ

工

期

叉

は

諮

負

金

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

．

領
を
変
更
ナ
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
次
条
の
規
定
を
準
用
す

4

第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
処
骰
に
要
し
た
経
喪
に
つ
い

る

。

て

は

・

乙

の

負

担

と

ナ

る

。

但

し

、

甲

に

お

い

て

乙

の

負

担

と

ナ

（

工

事

の

変

更

、

中

止

等

）

る

こ

と

が

不

適

当

と

認

め

ら

れ

る

部

分

に

つ

い

て

は

、

甲

に

お

い

第
十
六
条
甲
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
工
事
内
容
を
変
更
て
こ
れ
を
補
俯
す
る
こ
と
が
で
き

0

る。

し

若

し

く

は

工

事

を

一

時

中

止

し

、

又

こ

れ

を

打

ち

切

る

こ

と

が

（

損

宙

に

対

ナ

る

処

骰

）

．

．

で

き

る

。

第

十

九

条

工

事

目

的

物

の

引

渡

前

に

、

工

事

目

的

物

叉

は

工

事

材

2

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
諮
負
金
額
又
は
エ
期
を
変
更
す
る
必
料
に
つ
い
て
生
じ
た
損
害
そ
の
他
工
事
施
行
に
関
し
て
生
じ
た
損

痰
が
あ
る
と
き
は
、
甲
、
乙
協
絨
し
て
、
瞥
面
に
よ
り
、
．
こ
れ
を
宙
は
、
乙
に
お
い
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
．
、
甲
の

—,'|.’•,••91,~_··'~9•9 

一
四

責
に
帰
す
る
事
由
に
よ
る
場
合
の
損
害
に
つ
い
一
●
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

第
二
十
条
乙
は
、
工
事
の
施
行
に
つ
い
て
、
第
三
者
に
損
害
を
及

ぽ
し
た
場
合
に
お
伝
て
は
、
そ
の
賠
償
の
責
を
負
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
但
し
、
甲
の
責
に
帰
す
る
事
由
に
よ
る
場
合
の
損
害
に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

＇

第一
l

十
一
条
天
災
地
変
そ
の
他
不
司
抗
力
に
よ
っ
て
、
工
事
の
既

成
部
分
又
は
工
事
現
場
に
搬
＾
し
た
検
査
済
工
事
材
料
に
関
し
て

損
害
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
乙
は
、
事
実
発
生
後
遅
滞
な

く
そ
の
状
況
を
書
面
を
も
っ
て
、
甲
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
2

前
項
の
損
害
で
爾
大
と
認
め
ら
れ
、
旦
つ
、
乙
が
善
良
な
管
理

人
と
し
て
の
注
意
を
払
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

こ
の
損
害
は
、
甲
が
負
担
す
る
。
．

（
検
査
及
ひ
引
渡
）

第
一
＿
十
＿
一
条
乙
は
、
工
事
を
完
成
し
た
と
き
は
、
所
定
の
様
式
に

よ
っ
て
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
．

2

甲
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
う
け
た
と
き
は
、
そ
の
日

か
ら
十
四
日
以
内
に
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

乙
は
、
検
査
に
立
会
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
乙
が
立

会
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
甲
限
り
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き

る。

4

前
項
但
害
に
よ
り
検
査
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
乙
は
、
検

査
の
結
果
に
対
し
て
具
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

5

甲
は
、
検
査
に
当
り
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
工
事
の

部
分
を
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

．

．

 

6

第
一
一
項
の
検
査
に
合
格
し
な
い
部
分
及
び
前
項
の
分
解
し
た
部

分
に
つ
い
て
は
、
乙
は
、
遅
滞
な
く
こ
れ
を
補
修
又
は
改
造
し
て
、

甲
の
検
査
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
は
、
甲
が
乙
か
ら
補
修
又
は
改
造
を
終

了
し
た
旨
の
届
出
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
す
る
。

7

前
項
の
補
修
喪
用
そ
の
他
検
査
に
要
す
る
特
別
の
披
用
は
、
乙

が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

8

検
査
に
合
格
し
た
と
き
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
る
諮
負
代
金
の

―
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叩n2a年 I'2月 2l • H 

爵
演
5

5
翌
渾
5
（渫
3

5

W
渫
2

送
涵
涼
）

H
母
ヨ
辻
浜
帯
斜
活
定
諜
呻
屯I『

1
f
t
I

眉
涼
翌
罠
麿
蓉
点
加
悪
醤

k

一
宗
氾

i

{

―
―

忌
隣
器
謀

H
去
式

旦
一
諜
言
ニ
一
塁
霞
一
澄
喜
ぎ
翌
蕊

3
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令

と

こ3

一
ー
工
事
中
間
検
査
及
び
中
間
支
樹
申
訊
田

9

,

 

工

事

名

一

．

出口耶幽厨ー一

語

負

金

額

一

金

心
ヵ
隠
訓
支
払
一
金

訥

求

金

額

右
事
の
諮
負
代
金
の
う
ち
弟
同
中

間
翌
如
を
受
け
た
い
と
思
竺

4
，
か
ら
検

査
の
上
お
支
払
い
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

昭

和

年

月

U

訥
負
者

市
水

t
事
莱

t"狸
者
・

布

広
島
＇

広
島
市
水
、
出
団
長
・
寺
西
正
雄
殿

nIr 

諮
負
者

広
島
市
水
逍
事
業
管
連
者

広
島
市
水
逍
局
長
寺
西
正
雄
殷

工

事

工

哨

名

一

ー
エ
ー
事
場
ー
所
ー
一
ー

滸

手

年

月

n
一
昭
和

年

J
j
H
―
工
事
監
将
員
―

右
工
事
に
滸
手
し
ま
す
か
ら
お
屈
け
い
た
し
ま
ナ
。

昭

和

年

月

広
島
市
水
追
事
業
管
理
者

広
島
市
水
消
局
長
寺
西
正
雄
殿

精
負
者

手

屈

別
記
第
四
号
様
式
（
第
二
十
八
条
第
二
項
関
係
）

府

i

別
記
第
七
号
様
式
（
第
五
十
二
条
第
一
函
関
係
）

昭
和

年

月

日

広
島
市
水
迎
事
業
管
皿
者

広
島
市
水
迎
局
長
寺
西
花
雄
殿

入

札

,．
 

額
一
金

名
一

所
一
‘

広
島
市
水
迎
局
工
事
執
行
規
程
並
び
に
関
係
設
計
害
、
仕
様
書

及
ひ
図
而
承
知
の
上
、
右
金
額
を
も
っ
て
請
負
い
た
し
ま
す
。

昭

和

年

月

＂

住
、
所

．
入
札
者

杏

別
記
第
一
＿
一
号
様
式
（
第
十
条
関
係
）

．
 

右
工
事
に
対
し
て
、
前
記
の
前
払
金
を
お
払
い
下
さ
る
よ
う
、

別
紙
の
と
お
り
保
証
契
約
害
を
添
え
て
申
請
い
た
し
ま
す
。

建
設
H
事
諮
負
前
払
金
支
払
申
請
困

前
払
金
支
払
申
諮
豊
金
＇

工

班

名

一

，
 

工

事

場

所

一

契
約
締
結
年
月
日
一

憚

負

金

額

一

金

別
記
第
六
号
様
式
（
第
五
十
一
条
第
二
項
関
係
）

7 ‘ 

J・

寸e

f •. 

＇ ー

ヽ
,‘. ー

＇ 、
分
を
除
く
。
）
並
ひ
に
前
条
第
三
項
及
ひ
第
四
項
の
規
定
は
、
前

,
•
項
の
規
定
に
よ
り
契
約
を
解
除
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。
．
｀

（
部
分
払
金
等
の
不
払
に
対
す
る
乙
の
工
事
中
止
）

第
一
―
-
＋
条

．．
 

＇
乙
は
、
甲
が
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
支
払
を
迎
延

し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
催
告
し
て
も
応
じ
な
い
と
き
は
、
エ

事
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
乙
は
、

混
滞
な
く
そ
の
瀬
由
を
付
し
て
害
面
に
よ
り
甲
に
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
場
合
に
お
い
て
＼
乙
が
損
祖
を
受
け
た
と
き
は
、
甲
は
、

そ
の
担
害
を
補
伯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
‘

3

前
項
の
損
宙
額
に
つ
い
て
は
、
甲
、
．
乙
協
誤
し
て
定
め
る
。

（
解
除
に
よ
る
物
件
の
引
版
）

第
＿
＿
＿
十
一
条
契
約
を
解
除
し
た
場
合
に
お
い
て
、
甲
が
引
渡
に
応

じ
ら
れ
な
い
物
件
が
あ
る
と
き
は
、
甲
、
乙
協
哉
の
上
定
め
た
期
間

内
に
、
こ
れ
を
引
収
そ
の
他
原
状
に
復
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
乙
が
正
当
と
認
め
ら
れ
る
事
由
が
な

い
の
に
、
一
定
の
期
間
内
に
物
件
を
引
収
そ
の
他
原
状
に
復
さ
な

い
と
き
は
、
甲
は
、
乙
に
代
っ
て
そ
の
物
件
を
処
分
す
る
こ
と
が

で
き
を
こ
の
場
合
、
乙
は
、
処
分
方
法
に
つ
い
て
晶
眠
の
申
し

立
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
と
も
に
、
こ
れ
に
要
し
た
毀
用
を

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、、
（
か
し
担
保
）

第
一
＿
＿
十
二
条
乙
は
、
第
二
十
一
這
第
八
項
に
規
定
す
る
引
澤
喩

か
ら
一
年
間
工
事
目
的
物
の
か
し
を
修
柚
し
、
又
は
そ
の
か
し
に

よ
っ
て
生
じ
た
滅
失
若
し

y
は
、
き
担
に
対
し
て
担
店
を
賠
伯
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
こ
の
期
間
は
、
・
石
造
、
土
造
、
煉

瓦
造
、
金
属
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
及
び
こ
れ
に
類
す
る
ら
の
に

、、

よ
る
建
物
そ
の
他
土
地
の
エ
作
物
若
し
く
は
地
船
の
か
し
叉
は
こ

ヽ

れ
に
よ
る
滅
失
き
担
に
つ
い
て
は
、
．
二
年
と
す
る
。

履
行
廷
延
の
場
合
に
お
け
る
狙
祖
金
）

第
一
―
-
＋
＿
＿
一
条
乙
の

VI
に
帰
す
る
硝
由
に
よ
り
、
頭
野
の
エ
期
内
に

H
瑣
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
期
限
後
に

お
い
て
完
成
す
る
見
込
の
あ
る
と
き
は
、
甲
は
、
乙
か
ら
廷
延
の

理
由
困
を
微
し
、
巡
約
金
を
徴
収
し
て
エ
期
を
延
長
す
る
こ
と
が
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》ヽ

で
き
る
。

2

前
狽
の
規
定
に
よ
る
述
約
金
は
、
遅
延
B
数
一
日
に
つ
き
、
契

約
金
額
の
千
分
の
一
に
相
当
ナ
る
金
額
と
し
、
請
負
代
金
と
相
殺

し
、
な
お
、
不
足
す
る
場
合
に
お
い
て
は
追
徴
す
る
。

3

甲
の
責
に
帰
す
る
事
由
に
よ
り
、
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
諮
負
代
金
の
支
払
が
迎
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
乙
は
、

甲
に
対
し
て
、

13
歩
二
銭
七
厘
の
割
で
迎
延
利
息
の
支
払
を
諮
求

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

・

・

4

甲
が
第
二
十
二
条
第
二
項
の
期
間
内
に
検
査
を
し
な
い
場
合
に

お
い
て
は
、
そ
の
時
期
を
経
過
し
た
日
か
ら
検
査
を
し
た
日
ま
で

の
期
間
の

13
数
は
、
第
二
十
三
条
第
二
狽
の
期
間
（
以
下
「
約
定

期
間
」
と
い
う
。
）
の
日
数
か
ら
差
し
引
く
も
の
と
し
、
又
、
・
当

該
廷
延
期
間
が
約
定
期
間
の
日
数
を
越
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、

約
定
期
間
は
満
了
し
た
も
の
と
み
な
し
、
甲
は
、
そ
の
越
え
る
日

数
に
応
じ
、
前
項
の
述
延
利
息
を
乙
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ（
火
災
保
険
等
）
．
．

第
一
＿
＿
十
四
条
乙
は
、
甲
が
必
痰
と
認
め
た
と
き
は
工
事
目
的
物
及

ぴ
工
事
用
材
料
（
甲
の
支
給
材
料
を
含
む
。
）
を
火
災
保
険
に
付

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

・

2

火
災
保
険
に
付
す
る
時
期
、
期
間
、
金
額
及
ひ
保
険
会
社
等
に

つ
い
て
は
、
甲
、
乙
協
議
し
て
定
め
、
乙
は
、
保
険
契
約
後
す
み

や
か
に
そ
の
証
券
を
甲
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

迎
送
そ
の
他
の
保
険
に
つ
い
て
も
前
一
＿
項
に
準
ず
る
。

．

（

契

約

に

関

す

る

粉

争

の

解

決

）

‘

．

．

第
一
＿
＿
十
五
条
諮
負
契
約
に
関
し
、
甲
と
乙
と
Q
間
に
紛
争
を
生
じ

た
場
合
に
お
い
て
は
、
建
設
菜
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、

甲
と
乙
の
双
方
又
は
一
方
か
ら
広
島
県
建
設
莱
審
議
会
に
解
決
の

あ
つ
旋
を
申
諮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
契
約
外
の
事
項
）
＇

第一

l-
＋
六
条
こ
の
契
約
害
に
定
め
な
い
事
初
に
つ
い
て
は
、
．
必
要

に
応
じ
て
甲
、
乙
協
議
の
上
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

右
の
契
約
の
証
と
し
て
本
害
二
述
を
作
り
、
当
革
者
記
名
押
印
の

上
各
自
ー
通
を
保
有
す
る
。
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広
島
市
水
道
局
就
業
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を

次
の
よ
う
に
定
め
ろ
。

昭
和
二
十
八
年
九
月
二
十
四

H'

広

島

市

水

滸

班

業

秤

耶

者

長

い

，

広

島

市

水

滸

局

廷

寺

西

正

雄

{

広
島
市
水
滋
局
規
程
第
二
十
六
号

広
島
市
水
迫
局
就
栗
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

2

広
島
市
水
刑
局
就
栗
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
広
島
市
水
泊
局
規
程
．

第
一
考
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
IE
す
る
。

第
三
十
四
条
第
二
項
中
「
一
年
間
」
を
「
一
箪
皿
」
に
、
「
二
年

問
」
を
「
三
年
間
」
に
改
め
る

b

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の

H
か
ら
旗
行
し
、
昭
和
二
十
．
八
年
八
月
十

e

九
日
か
ら
滴
用
ナ
る
。

宜

H
告
書
1

諾
蛍
雷
畷

嘉
―
湿
困
直

嘉
ー
竺
誓
梨
一

葵

一

翌

竺

督

冷

醤

：

ー

・

|
|
]
I
l
|
|
|
1ーー一

f
l
l
4ー

―

．

一

―

.

1
|
：

1

:

＇-

|
|
l
|ー
ー

'

_

ー

ー

ー

ー

一

ー
ー
—
ー
ー
ー
ー
―
ー

r

I
I
I
-
1
1
-
|
|
-
Iー
ー

一

ー

戊

海

"ヽ

H
事
名

右
H
事
の
月
日
現
在
の
出
来
麻
を
検
査
し
た
と
こ
ろ
別

紙
調
書
の
通
り
に
付
き
報
告
す
る
。

（
淫
察
）

別
記
第
八
号
様
式
（
第
三
十
五
条
第
三
項
関
係
）

昭

和

年

月

日

検
査
員
氏
名

広
島
市
水
遊
事
業
管
理
者
．

広
島
市
水
氾
局
長
寺
西
正
雄
殿
＇

工
事
川
来
高
中
間
検
査
報
告
に
つ
い
て
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1

日

J
 ... 

-
T
 

H1

月
氏

名

広
島
市
水
道
事
莱
管
理
者

広
島
水
道
局
長
寺
西
正
雄
殿

，’:＇ー，、•，“,
'1  I • ・ム： o P '-,  -・ : 

⑲ 

別
記
弟
l

l

号
様
式
（
舘
七
条
第
一
＿
項
関
係
）

証
券
に
よ
る
工
事
入
札
（
契
約
）
保
証
金
納
付
杏

番

号

年

月

以

降札

付

記
号

ij 
手
~

一

証

券

．

額

面

何

程

所
有
の
右
証
券
を
、
広
島
市
水
逍
局
諮
負
工
事
執
行
規
程
第
十

三
条
（
第
七
条
）
に
よ
っ
て
、
何
々
工
事
入
札
（
契
約
）
保
証
金

に
あ
て
る
た
め
納
付
い
た
し
ま
す
。

．
つ
い
て
は
、
同
規
程
第
十
三
条
第
四
項
（
第
七
条
第
四
項
）
に

該
当
の
場
合
は
、
広
島
市
水
遊
局
に
帰
属
し
て
も
暴
誤
あ
り
ま
せ

ー
昭
和

年

備

考一
こ
の
契
約
啓
の
各
条
項
以
外
に
哭
約
す
べ
き
哨
狽
が
あ
る

i

場
合
は
、
別
に
列
記
す
る
こ
と
。

二
第
三
条
（
失
菜
者
の
雙
）
、
第
一
一
十
五
条
（
前
金
拡
）
、

璽
十
六
条
（
部
分
払
）
の
必
要
の
な
い
場
合
に
お
い
て
削

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
添
附
す
べ
き
工
事
設
計
害
は
、
諸
材
料
等
に
お
け
る
単
価

及
ひ
小
計
金
額
は
こ
れ
を
記
載
せ
ず
、
末
尾
に
諮
負
金
額
を

記

載

す

る

こ

と

。

｀

四
第
一
条
第
四
狽
の
工
事
毀
内
訳
明
細
書
に
つ
い
て
は
、
管

理
者
に
お
い
て
害
式
を
指
示
す
る
場
合
を
除
き
、
通
例
の
設

計
書
様
式
を
準
用
す
る
｝
J

と
が
で
き
る
。

諮
負
者

注
文
者

昭

和

年

月

日試

詞

紐

麟

噂

頸

醗

正

雄
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↓ , （第

広
島
市
水
道
局
就
業
規
則
の
一
部
を
改
正
す
ろ
規
程
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

．
昭
和
―
―
十
八
年
十
月
一
日

、
広
島
市
水
淵
事
業
管
理
者

広

島

市

水

期

局

長

寺

西

正

雄

広
島
市
水
迫
局
規
程
第
二
十
七
号

広
島
市
水
道
局
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

広
島
市
水
迫
局
就
業
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

広
島
市
水
逍
局
就
菜
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
一
月
一
日
広
島
市
水

追
局
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
四
日

第
三
十
四
条
第
二
狽
本
文
中
「
職
負
が
」
を
「
職
員
（
臨
時
職
員
・
広
島
市
水
道
哨
業
管
理
者

を

除

く

。

）

が

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

に

次

の

但

書

を

加

え

る

。

広

島

市

水

道

局

長

寺

西

正

砦

但
し
、
臨
時
職
員
の
休
職
期
間
は
、
一
の
洞
用
期
問
内
で
必
要
広
島
市
水
潅
局
規
程
第
二
十
九
号
‘

限
度
に
定
め
る
。

．

広
島
市
水
逍
局
被
服
貸
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

附

則

．

．

．

．

 

一
広
島
市
水
泊
局
被
服
貸
与
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
広
島
市
水
道
局

ー
こ
の
規
程
は
、
公
布
の

13
か

ら

施

行

す

る

、

規

程

第

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

定

す

る

。

2

昭
和
二
十
八
年
十
月
一

H
現
在
に
お
い
て
、
継
続
勤
務
年
数
一
別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一

年
を
超
え
る
臨
時
職
員
に
つ
い
て
は
、
第
十
四
条
第
一
一
項
に
規
定

す
る
休

H
は
有
給
と
し
、
第
二
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
第

十
七
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
の
休
暇
を
与
え
た
場
合
に
お
い
て
も

有
給
と
す
る
。

．
広
島
市
水
逍
励
職
且
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

•
昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日

広
島
市
水
珀
事
菜
管
狸
者

．

広

島

市

水

迎

局

長

寺

西

正

雄

広
島
市
水
道
局
規
程
第
一
l

十
八
号

広
島
市
水
泊
局
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程

広
島
市
水
迎
局
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
―
―

十
七
年
十
―

-Jj
十
五

H
広
島
市
水
珀
局
規
程
第
二
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
布
す
る
。

第
三
条
第
三
項
中
・
「
給
斜
」
を
「
給
料
又
は
賃
金
」
に
改
め
る
。

附
．
則

記
定

杏

住
所
広
島
市
仁
保
町
伏
蛾

~
晟
議
申
立
人
桑
野
俊
治
外
二
十
一
名

・
右
申
立
人
の
申
立
要
旨
は
、
昭
和
二
十
八
年
九
月
十
五
日
現
在
に

・
り
本
市
に
お
い
て
調
製
さ
れ
た
安
芸
海
区
礁
栗
調
賂
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
に
仁
保
町
番
地
桑
野
俊
治
外
二
十
一
名
は
、
登
載

逹
れ
る
ぺ
き
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
該
名
簿
に
登
載
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
登
載
せ
ら
れ
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

．
よ
っ
て
礁
菜
法
第
八
十
九
条
第
五
項
の
規
程
に
よ
り
準
用
す
る

貪
迅
挙
法
第
二
十
三
条
の
規
程
に
よ
り
こ
れ
を
受
理
し
審
査
を
行

っ
た
結
果
、
右
関
係
人
は
、
昭
和
二
十
八
年
九
月
十
五
日
現
在
本
市

亙
い
て
俎
挙
権
を
有
し
、
名
節
登
載
痰
件
を
＂
面
備
し
て
い
る
者
と

認
め
、
次
の
と
お
り
決
定
す
る
。

・
母
訊
中
立
に
関
ナ
る
桑
野
佼
治
外
二
十
一
名
は
、
昭
和
二
十
八
年

咎
摩
互
11
現
在
に
よ
り
閲
製
し
た
安
芸
海
区
涌
栗
調
盛
委
員
会
委

摂
迅
掌
人
名
蒋
に
登
戯
せ
ら
る
ぺ
さ
者
で
あ
る
。
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こ
の
規
租
は
、
公
布
の
．
H
か
ら
施
行
す
る
。

2

昭
和
一
一
十
八
年
十
月
一
日
現
在
に
お
い
て
、
継
続
勤
務
年
数
一

年
を
超
え
る
臨
時
職
員
で
、
危
険
作
業
に
従
事
す
る
職
員
に
つ
い

て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
築
一
一
号
の
手
当
を

支
給
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
二
月
一
＿
日

広
島
市
逮
挙
管
理
委
員
会

9

.

，

委

員

長

平

井

（
別
表
省
略
）
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絃

太

記

昭
和
二
十
八
年
十
二
月
二
日
午
後
一
一
時

広
島
市
役
所

ー
昭
和
二
十
八
年
九
月
十
五
日
現
在
調
製
の
基
本

広
選
管
告
示
甲
第
一

l-
＋
六
号

選
挙
人
名
蒋
の
異
議
の
申
立
決
定
に
つ
い
て

2

昭
和
二
十
八
年
九
月
十
五
日
現
在
調
盛
の
安
芸

昭
和
二
十
八
年
九
月
十
五
日
現
在
に
よ
り
調
製
し
た
安
芸
海
区
礁

業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
蔀
に
関
す
る
異
議
申
立
に
対
し
十
l

-

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
迎
挙
人
名
薄
の
異
議
・

の
申
立
決
定
に
つ
い
て

3

そ

の

他

身

一

日

の

委

員

会

決

定

に

基

き

、

漁

業

法

第

八

十

九

条

に

よ

り

耶

用

ー

．

す
る
公
職
造
挙
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
該
名
簿
を
左
記
要
領

一
に
よ
り
修
正
し
た
。

一
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
二
日

広
選
筍
告
示
甲
第
一
＿
＿
十
五
号
・

広
島
市
選
挙
管
理
委
員
会

昭
和
一
一
十
八
年
九
月
十
五
日
現
在
調
製
の
安
芸
海
区
漁
業
調
整
委
-

委

員

長

平

井

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
関
す
る
異
議
申
立
に
対
し
、
左
記
の
よ
う

一
に
決
定
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
十
二
月
―

-
H

広
島
市
選
挙
管
理
委
員
会

委

員

長

．

平

井

識場日

即！ ，ヽ ',, 

十
二
水
栓
番

十
一
女
子
消
描
夫

従
事
す
る
職
の
種
類

一
ー
ー
箕

□甲
期

ー

間

一

摘

面
王
噌
万
墨
贔
嘉
と
疲

・
「
一
乙
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＿
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ー

別
表
第
二
の
・
「
作
業
服
」
の
項
の
次
に
、
次
の
一
項
を
加
え
る
。
・

-
9
-―重
前
式
、
胸
部
に
金
ボ
ク
ン
一

一
各
三
個
を
一
一
行
に
付
け
る
。
両
側
に
ポ
右
同

、
、
浪
甜
の

一
外
と
う
『
フ
シ
ャ
ケ
ッ
ト
を
付
け
る
。

図
形
の
「
作
業
服
」
．
の
次
に
、
次
の
図
形
を
加
え
る
。

◎
選
挙
管
理
委
員
会
告
―

rn

●
『
•
―
―

-
•
-
1
-
＿

.. I-
―
―
―
―
―
L
一
書
~
•
r
-
＿
_
·
．

,
-
I
'
·
-
·

一
·
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=
．
「
冒
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一
．
•
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.. ー
I

—
●
-
—

I
·

ー

I

己

広
浬
管
告
示
甲
第
一
＿
＿
十
四
号

広
島
市
憩
挙
管
理
委
員
会
定
例
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
す
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
二
十
八
日

広
島
市
姻
挙
管
理
委
員
会

委

員

長

平

井
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名
蒋
登
載
要
件
を
具
備
し
て
い
る
者
と
認
め
、
次
の
通
り
決
定
す

る。
異
議
申
立
に
関
す
る
添
田
孝
男
外
三
百
六
十
三
名
は
昭
和
二
十
八

年
九
月
十
五
日
現
在
に
よ
り
調
製
し
た
、
基
本
選
挙
人
名
簿
に
登
賊

せ
ら
る
ぺ
き
者
で
あ
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
二
月
九
日

広
島
市
退
挙
管
理
委
員
会

委

員

長

平

井

（
別
表
省
略
）

昭定れに鉄り
利にたも道本右

尻克翌含：罹毘翌
年

こいわ田お人

れ うら孝いの
九 のず男て申
月晏で‘外‘立
託あ該三調要奥住 記

る 名 百 製 旨蹄所定
日 、゜簿六-
現 帯よに十

e は申

在査つ 登 三
れ 昭立広

木をて賊名基二
た和人島碧

市行公さは本
市

につ職れ
十添矢

登選｝＼田聟
'I おた 迅て賊挙 4
い結挙いせ

F孝町
人

て果 法なら
九男矢

選‘ 第 い
名 月外賀

る簿十＝鉄
挙右二
権関十

のぺに五天道
でき矢日 ＝寮

を係三登者袈現否
有人条戦で町在
しはの せ
‘‘規ら

あ矢に
る賀よ

〇-- -
広―--

検選 広厖 にき名広
寮密 よ ‘ 癒 IH選

審告
競場 EI It(i島管 1旧り公に和管

査示 題所時
包宦告 和修職関二土

艮甲 ー油ホ．＾ 二正選す十泉
候第 2 I広 昭

十挙甲別
八管第表

十し挙る八甲

袖四 て島和 年理三省
八た法暴年第

.， 者 ＋そ 検市二記 広十委十略記 広十年゜第議九三

翡号は〗霧〗委翫尻羹召ジ委篇尻 星誓〗；
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記

（
修
正
要
領
省
略
）

腟 筋

太 太

郎

広
選
管
告
示
甲
第
一
＿
＿
十
七
号

昭
和
二
十
八
年
九
月
十
五
日
現
在
調
製
の
基
本
選
挙
人
名
簿
に
関

す
る
暴
眠
申
立
に
対
し
、
十
二
月
八
日
の
委
員
会
決
定
に
基
き
、
左

記
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
十
二
月

lLEl

広
島
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

J

平

井

郎

恋

太

郎

'ヽ』

憲

太

郎

後

I l面

前

面
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広 島 市

◎

雑

●
-
•
―
-

―

●
-
•
-
―
-
•
―

-
=
-
S
-
ヒ

市
繕
会
議
決
裏
項

（
十
二
月
四
日
）

一
第
百
二
号
競
案

広
島
市
税
条
例
の
一
部
を
改
翠
る
条
例
制

定

に

つ

い

て

原

案

司

決

報

報

広
島
市
市
史
籟
修
委
員
会
書
記
を
命
ず
る

,＇

事

務

吏

員

小

浦

実

男

広
島
市
史
綱
修
委
員
会
書
記
を
免
ず
る
（
以
上
十
一
月
十
六
日
）

，
 g

 

技

術

吏

員

甲

斐

太

．

襄

務

吏

員

永

井

要

広
島
市
戦
員
考
査
委
員
会
臨
時
委
員
を
命
ず
る
（
十
二
月
[
-
日
）

市

議

会

議

員

三

宅

峯

吉

・

Il

津

賀

春

一

fl

中

邑

元

”

中

下

勝

“

伊

諧

忠

男
秘

木

斯

白

伊

蕨

正

子

栗

栖

光

代

，

高

橋

一

次

紙

本

義

男

音

出

正

夫

k
 

フ

橋

＊

三

三

宅

登

・

山

崎

実

義

高

井

芳

治

広
島
市
市
営
住
宅
入
居
者
選
考
審
議
会
委
員
を
委
嘱
す
る

技

術

吏

員

佐

々

木

鉄

事

務

吏

員

吉

田

迭

雄

広
島
市
市
営
住
宅
入
居
者
選
考
審
誤
会
委
員
を
命
ず
る

醤

吏

員

水

田

lE

広
島
市
市
営
住
宅
入
居
者
審
誤
会
書
記
を
命
ず
る
（
以
上
十
二
月
十

三
H
)

.、
”

一

第
百
三
号
眠
案

第
百
四
号
議
案

第
百
五
号
議
案

第
百
六
号
議
案

第
百
七
号
議
案

第
百
八
号
議
案

一
第
百
九
号
職
案

第
百
●
号
臨
案

臀 屑屑臀臀屑第第
+ + + + +十百百
八・七六五四::::; + + 
号

ら一

号 号号号―- -

塁誤議
案．案．

議議畠号号
案案

・議 識
• I 案案案

契 契契契契契市 賠国制よ地る広広
旦約約約約約道腐恨家定る方条島島腐と澁腐慶腐―ナ保

締締諦締 締路路の賠に市自例市 る健

慧慧碧慧慧結線線額僅つ長治制営 門、誓、腐喜羞腐霜誓

同同 同
の法いの法定渫

承承ののの決上て専第に苑畜・ 畜 建に用健制名
窓意意 認認承変認定木決百 場場所つ弁所定称
にに に に に認更定に市処）＼ 只 猾 使 条 運 い 償 結 に ‘
つつつつっ苔苔につの総分十て条悶例営て条核つ位
いいいいい っ
て同て同て承て承て承

いい い・汀醤務咽条 例 条冒 ．畠例審い腔
て原て原・て承 委項第 の 例 に 会 の 査 て 及
案案 に員に一原一原制原 ー協ひ
司 司 屎会関項案部案定案つ原条原部眠原所

決決認
す 付すの司ご司に司い案例案を会案管
る託る規決改決つ決て可制可改委司区
損 条定 正ぃ 決定決正負決械

に す の
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昭和 28年 12月 21 日

H
選
管
告
示
甲
第
五
0
号
）
の
全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

昭
和
一
f

ず
八
年
十
二
月
十
五
日

広
島
市
選
挙
管
理
委
員
会

委

員

長

平

井

恋

太

郎

検
察
審
査
員
候
補
者
逃
定
規
程

第
一
条
検
察
審
査
員
候
補
者
（
以
下
「
候
補
者
」
と
い
う
。
）
の

遥
定
に
関
し
て
は
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
一
一
条
候
補
者
の
選
定
に
関
す
る
事
務
は
、
委
員
長
が
こ
れ
を
処

理
す
る
。

第
一
＿
一
条
侯
補
者
の
予
定
者
（
以
下
「
予
定
者
」
と
い
う
。
）
の
選

定
を
お
こ
な
う
に
は
、
衆
誤
院
誤
院
の
選
挙
に
用
い
ら
れ
る
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
者
に
対
し
、
予
め
一
連
の
番
号
（
以
下
「

選
定
番
号
」
と
い
う
t
)

を
附
し
て
こ
れ
を
お
こ
な
う
。

第
四
条
予
定
者
の
選
定
は
、
検
察
審
査
会
法
（
以
下
「
法
」
と
い

デ
広
選
菅
告
示
甲
第
四
十
一
号

う
。
）
第
九
条
の
通
知
を
受
け
た
数
（
以
下
「
割
当
数
」
と
い
う
。
）

検
祭
審
査
会
法
第
十
条
の
規
定
に
基
き
、
検
察
審
査
員
候
補
者
選

の
倍
数
（
以
下
「
予
定
者
数
」
と
い
う
。
）
を
、
各
群
ご
と
に
最
高

．‘）

、
、
定
の
抽
せ
ん
を
左
記
の
通
り
開
催
す
る
。

位
の
選
定
番
号
の
万
位
以
上
の
数
で
除
し
て
得
た
数
（
以
下
「
選
、
、

昭
和
二
十
八
年
十
二
月
十
五
日

定
本
数
」
と
い
う
。
）
の
各
群
の
和
だ
け
、
一
万
の
く
じ
の
う

広
島
市
選
挙
管
理
委
員
会

ち
か
ら
第
一
群
よ
り
順
次
抽
い
て
定
め
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

委

員

長

平

井

．
て
、
選
挙
本
数
に
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
切
り
上

げ
る
。

2

前
項
の
当
造
者
は
、
左
の
各
号
に
よ
る
選
定
番
号
の
者
と
す

る。一
各
群
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
造
定
本
数
の
う
ち
、
最
後
に
抽
＜

、

、

、

、

く
じ
を
除
き
、
く
じ
を
抽
い
て
出
た
番
号
及
ひ
逐
次
万
を
累
加

し
た
選
定
番
号
の
者
と
す
る
。
但
し
、
F

迩
定
番
号
に
該
当
し
な

い
番
号
が
出
た
と
き
は
、
こ
れ
を
無
効
と
す
る
。

、、

＿
一
定
め
ら
れ
た
選
定
本
数
の
う
ち
最
後
に
抽
く
く
じ
は
、
前
号

に
よ
る
当
逃
者
と
と
も
に
、
予
定
者
数
を
充
足
さ
社
る
ま
で
、

、、

第
一
群
に
つ
い
て
は
、
く
じ
を
抽
い
て
出
た
番
号
及
ぴ
逐
次
万

、、

を
累
加
し
た
退
定
番
号
の
者
。
第
二
群
に
つ
い
て
は
＼
．
く
じ
を

抽
い
て
出
た
番
号
で
、
第
一
群
予
定
者
の
最
終
の
当
選
者
の
、

次
の
万
位
を
冠
し
た
選
定
番
号
か
ら
、
逐
次
万
を
累
加
し
た
選

定
番
号
の
者
。
な
お
、
．
予
定
者
数
に
不
足
を
生
ず
る
と
き
は
、

広
島
市
公
安
委
員
会
告
示
第
十
一
号

自
動
車
連
転
免
許
の
停
止
に
つ
い
て
公
開
聴
聞
を
行
う
ぺ
き
も
の

の
停
止
の
期
間
を
次
の
通
り
定
め
る
。

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
二
十
七
H

・

・

広

島

市

公

安

委

員

会

．
遊
路
交
道
取
締
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
号
）
，
第
九
条

第
六
項
の
規
定
に
茄
き
、
自
動
車
運
転
免
許
の
停
止
に
つ
い
て
公
開

に
よ
る
聴
聞
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
九
十
EJ
以
上
の
停

◎
公
安
委
員
会
告
―
万

広

場 H

所時

記

昭
和
二
十
八
年
十
二
月
十
八

H
午
後
一
時

広
島
市
役
所

恋

太
’
郎

島 市 （第92号）
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報

、、
く
じ
を
抽
い
て
出
た
番
号
及
び
逐
次
万
を
累
加
し
た
送
定
番
号

の
者
（
以
下
「
万
位
の
循
環
の
方
法
」
と
い
う
。
）
但
し
、
選

定
番
号
に
該
当
し
な
ビ
番
号
が
出
た
と
き
は
、
こ
れ
を
無
効
と

す
る
。第

三
群
及
在
第
四
群
に
つ
い
て
は
、
第
二
群
の
万
位
の
循
環

の
方
法
に
よ
っ
て
定
め
た
者
と
ナ
る
。

第
五
条
候
補
者
の
選
定
は
、
前
条
の
予
定
者
に
つ
き
、
法
第
五
条

及
び
舘
六
条
に
該
当
の
有
無
を
調
査
し
、
適
格
者
に
つ
い
て
の
み

、、

、
各
群
ご
と
に
割
当
数
に
逹
す
る
ま
で
、
く
じ
を
抽
い
て
定
め
る
。

第
六
条
委
員
長
は
、
別
記
様
式
に
よ
り
選
定
録
を
作
り
、
選
定
の

て
ん
末
を
記
蔽
し
て
立
会
人
と
と
も
に
署
名
す
る
。

2
迎
定
録
は
、
委
員
会
に
お
い
て
一
箇
年
間
保
存
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

1 、
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第
百
十
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案
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事
稼
吏
負

朦

松

雄

技

術

吏

員

本

永

数

広
島
市
町
界
町
名
地
番
盛
理
審
臨
会
幹
事
を
命
ず
る

技

術

吏

員

渡

辺

広
島
市
町
界
町
名
地
番
盛
理
審
識
会
書
記
を
命
ず
る

広

島

県

技

術

吏

員

格

井

保

広
島
市
町
界
町
名
地
番
盛
理
審
識
会
委
員
を
委
嘱
す
る

広

島

県

技

術

吏

員

岩

問

一

郎

広
島
市
町
界
町
名
地
番
盛
理
審
誤
会
幹
事
を
委
嘱
す
る
（
以
上
十

月
一
＿
日
）

田

治 武 ・コ.....、

事

務

吏

員

原

広
島
市
環
凌
徊
生
監
視
員
を
免
{
1る

広
島
市
伝
染
病
予
防
吏
員
を
免
ず
る

那

務

吏

員

木

広
島
市
伝
染
病
予
防
吏
員
を
免
ず
る

事

務

吏

員

吉

広
島
市
環
g

器
衛
生
監
視
員
を
命
ず
る

広
島
市
伝
染
病
予
防
吏
員
を
命
ず
る
（
以
上
十
月
十
六
日
）

班

務

吏

員

今

橋

軍

雄

広
島
市
哀
没
街
生
監
視
員
を
免
ず
る

事
務
吏
員
松

•

本
正
爾

広
島
市
環
塩
衛
生
監
視
員
を
免
{
)
る
（
以
上
十
月
二
十
七
日
）

技

術

吏

員

野

上

章

広
島
市
町
界
町
名
地
番
整
理
審
誤
会
幹
事
を
免
ず
る

広

島

県

技

術

吏

員

高

野

義

男

広
島
市
町
界
町
名
地
番
整
理
審
議
会
幹
事
を
解
く

広

島

県

技

術

吏

員

奥

田

教

削

広
島
市
町
界
町
名
地
番
盛
理
審
識
会
委
員
を
解
く
（
以
上
十
一
月

日

）

．

田

幸

雄

村

福

田

種

吉

◎

辞

令

止
期
間
の
＄
の
と
す
る
。

・

附

．則

こ
の
告
示
は
、
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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戸
籍
上
の
市
勢
に
つ
い
て
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：
‘
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l
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一

、

前

年

右

同

男

一

・四

一

人

女

．ゃ］一

一、
．膀
抄
本
作
製
数
「
二
、
四
五
四
枚

浄

写

一

0
、
八
五
九
枚
従
事
人
員
延
三
九
四
人

一
日
平
均
四
七
―
-
‘
．
一
枚
一
日
一
人
平
均
二
七
、
五
枚

・
コ
ビ
ア
殿
写
器
一
、
五
九
五
枚

一
、
失
期
件
数
一
八
件
．

内

訳

出

生

一

六

件

死

亡

一

＿

件

一、

．
（
）
は
本
籍
地
以
外
で
の
事
件
を
本
籍
で
あ
る
本
市
へ
郵
送

届
出
た
も
の

一
、
婚
姻
、
離
婚
、
出
生
、
死
亡
は
一
―

-+13分
そ
の
他
は
二
十
日

分
で
計
算
し
た
も
の

一
五
八
人
計
一
＿
九
九
人

一
日
平
掏
九
f

九
六
人

一、
．
市
内
の
出
生
と
死
亡
か
ら
見
た
増
滅
数

男

―

二

五

人

女

―

二

八

人

計

二

五

三

人
一
日
平
均
八
、
四
三
人
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一

奮

胴

査

の

時

期

而
E

和
二
十
八
年
六
月
一
1-R

ー
ー
。
覇
査
の
範
面

い

地

城

広

島

市

内

全

城

回
調
森
の
対
絞
者

ー
、
謁
査
の
時
期
に
市
内
に
常
住
す
る
者

2
、
調
査
の
時
期
に
市
外
に
常
住
し
て
い
る
者
で
、
前
日
（
六
月
二
日
火
耀
）
の
午
前
六
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
の
間
（
屈
測
）
に
市
内
に
通
学
、
通
勤
ま
た
は
き
ま
っ
て
菜
謗
の
た

め
に
通
っ
た
者
。
'

3
、
一
時
現
在
者
（
左
に
掲
げ
る
二
種
）

◎
六
月
＝
一
日
午
前
0
時
現
在
旅
行
中
等
で
た
ま
た
ま
市
内
に
滞
在
し
て
い
た
者
で
＂
前
日

——-•—— 

要

項

午
前
0
時
現
在
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広
島
市
屋
間
人
口
調
査
結
果
一

昭
和
一
十
八
年
六
月
初
頭
、
指
定
統
計
第
六
十
一
マ

9

匡

果
を
こ
こ
に
公
表
す
る
。

れ
等
の
家
族
は
調
査
対
象
か
ら
除
く
。

今
回
公
表
す
る
統
計
表
は
、
未
吾
有
の
大
戦
災
に
よ
る
人
口
の
激
殺
と
、
そ
の
後
の
市
民
復
帰
並

び
に
他
地
か
ら
の
大
抵
の
転
入
に
よ
る
恐
速
な
る
人
口
班
加
、
或
い
は
大
規
模
な
都
市
計
画
の
実
施
；

交
通
網
の
配
備
等
に
伴
う
都
市
形
態
の
変
造
を
経
た
今
日
の
広
島
市
の
都
市
性
格
を
、
人
的
面
か
ら
・
・
呈

1

、計

調
杏
｀
は
拇
し
て
製
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
調
査
結
果
が
。
広
島
市
の
都
市
的
池
城
問
を
知
り
｀
各
種
施
設
や
交
遥
の
禁
傭
、
産
業
の
振

興
消
翌
力
の
測
定
、
都
市
建
設
の
指
標
上
の
資
料
と
な
り
≫
市
と
周
辺
各
市
町
村
と
の
関
連
度
合

の
確
認
の
上
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

t
 

号
ロ

f
し
/
事
項
は
大
別
し
て
次
の
万
項
目
で
あ
る
。

ー

｀

広

島

市

属

間

人

口

＇

2
畜
市
郡
（
町
村
）
別
流
入
、
浣
出
人
口

3
、
産
莱
別
屈
間
人
口

4
、
利
用
交
通
機
関
別
屈
間
人
口

5
。
広
島
市
原
燦
炸
裂
時
に
市
内
に
在
否
の
別

そ
の
他
市
外
か
ら
通
う
者
に
つ
い
て
、
市
内
居
住
希
望
の
有
無

苓
号

項

「
備
考
」

ー
、
こ
の
調
査
は
、
今
年
六
月
二
日
（
火
耀
日
）
当
日
の
屈
間
（
午
前
六
時
し
午
後
六
時
）

の
状
況
の
み
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

骰
密
に
そ
の
日
の
み
の
状
況

(
H
c
t
u
a
l
)
で
あ
っ

C
、
平
常
的

(
U
s
u
a
l
)
で
は
な
い
。

従
っ
て
市
外
か
ら
遥

5
人
で
当
日
賜
暇
。
欠
勤
、
欠
席
し
た
人
数
は
入
っ
て
い
な
い
。
こ

の
よ
う
な
人
々
が
約
四
、

0
0
0
人
あ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

2
、
本
調
査
に
よ
る
屈
間
人
口
総
数
は
三
五
五
、
九
七

0
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
畜
附
幣
調

査
に
よ
る
浮
動
的
屈
間
増
加
人
ロ
一
六
。
二
冗0
人
（
但
し
~
六
月
二
日
一
四
時
現
在
で

締
切
っ
た
全
交
通
機
関
別
普
通
乗
車
船
券
に
よ
る
洗
入
人
口
総
計
）
を
加
え
る
と
、
広
島

市
屈
間
人
口
総
数
は
一
一
＿
七
二
~
―
―
―

1
0人
と
な
る
。
＇
（
第
七
表
参
照
）
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市
昼

問
人

口
（
そ
の
一
）

若
在

＿現 与
-．ヽ

nu. 

|ドー
者

業
限
_1 

ロ 者 業

従

数

ー贔 ）在
0現．

し て（
 

nu. 

-__ 1
 

者

n＿李
（ー通

―ー 口者
業

人従

数入

流伶
-K爪

を廿
間在

吋不
5の

＿ )anu
て

A沢じ
（仝迅

者

口叶業

無

人者
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口
溌

入
心

瓢
玲

宮
（

如

広
島
市
屈
問
人
口
（
第
一
衷
参
照
）

l
、
屈
問
人
口
総
数

従
業
者
は

涌
学
者
は

熙
業
者
は

一
時
現
在
者
は

で
あ
る
。

2
、
市
の
出
張
所
管
区
別
に
み
て
、
凪
問
、
人
口

i薗
加
の
最
も
多
い
地
城
は
本
庁
直
枡
区
城

（
旧
中
央
出
張
所
管
内
）
の
7,044

人
を
僚
頭
と
し
、
基
町
出
張
所
管
内

4,825
人
、
段
原

管
内
2,229

人
、

三
篠
2,

ll/8
人

、
大

河
2,094

人
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
以
下
比
治
山
、
・
十

H
市
、
観
習
、
宇
品
．
皆
実
、
各
出
張
所
管
内
の
順
と
な
る
。

逆
に
屈
間
、
人
口
の
滅
少
す
る
地
域
は
f二

保
、
似
島
出
張
所
管
内
で
あ
る
。

3
、
屈
問
人
口
総
数
355,970

人
中
流
入
人
口
は
、

34,95/
人
で
全
体
の
約

10
％
を
占
め
て
居

り
｀
そ
の
内
、
従
業
者
は
26,399

人
、
迎
学
者
は
8,552

人
で
あ
る
。

4
、
流
入
従
業
者
26,399

人
中
、
国
鉄
限
係
従
業
員
だ
け
で

4,011
人
を
占
め
全
体
の

IS.I

％
を
占
め
こ
い
る
の
は
、
注
目
に
値
す
る
。

355,970
人
中

/44,834
人
で
全
体
の
4
0
.
7
%

79,365
人

で
ク

2
2
.
3
%

128,828
人
で

I/ 
3
6
.
2
%
 

2, 9'1-3
人
で

I/ 
0
.
8
%
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第
二

表
広

島
市

と
他

市
郡

と
の

流
出

入
人

口
（
そ
の
一
）

＼、状ヽ
態
別

流
出

人
ロ

流
入

入
ロ

総
数

従
架

者
迎

学
者

総
数

従
栗

・
者

面
学

者

市
郡
別
ヽ

＼ヽ
 

総
数

l
男

I
 女

総
数
l

男
|

女
総

数
1

男
I

女
総

数
l

男
I

女
総

数
l

男
I

女
総

数
1

男
I

女
＼

 

:[＂a
 

冒
こ

数
5.298 

4,036 
1,262 

4,284 
3,826 

458 
1,014 

210 
804 

34,952 
25,925 

9,027 
26,399 

21,165 
5,234 

8.553 
4.760 

3,793 

天Iロ
市

401 
359 

42 
357 

323 
34 

伯
36 

8
 
2,798 

2,300 
4
9
8
 

2,/82 
/,927 

255 
6/6 

373 
2
紹

三
原

市
8
 

.
 8
 

゜
8

 
8

 

゜
゜

゜゚
6/ 

54 
7
 

51 
4
9
 

2
 

IO 
5
 

5
 

尾
逍

市
3
 

2
 

／
 

3
 

2
 

I
 

゜
゜゚

2
6
 

/8 
8

 
26 

/8 
8

 

゜
゜
゜

福
山

市
2
 

2
 

゜
2

 
2

 

゜
゜

゜゚
4

 
3

 
I
 

4
 

3
 

I
 

゜
゜
゜

因
島

市
2
 

2
 

゜
2

 
2

 

゜
゜

゜゚
゜

゜゚
゜

゜゚
゜

゜
゜

安
芸

郡
2.794 

2,520 
274 

2,639 
2,400 

239 
―/55 

/20 
35 

II,890 
8,/86 

3,704 
8,929 

6,749 
2,/80 

2,96/ 
1,437 

1,524 

佐
伯

郡
1,200• 

477 
723 

543 
439 

104 
657 

38 
6/9 

5,825 
4,486 

/,339 
4,/96 

3,465 
73! 

1.629 
/,02/ 

608 

安
佐

郡
-

.
580 

395 
185 

436 
385 

5/ 
I伯

/0 
/34 

8, /22 
6,029 

2,093 
6,269 

4,942 
1,327 

/,853 
/,087 

766 

山
県

郡
/9 

16 
3
 

/9 
/6 

3
 

゜
゜゚

119 
113 

6
 

/16 
110 

6
 

3
 

3
 

゜
高

田
郡

/6 
II 

5
 

13 
II 

2
 

3
 

゜
3

 
/,582 

/,245 
337 

1,231 
1,053 

178 
35/ 

/92 
/59 

・, 

賀
茂

郡
7
3
 

6/ 
12 

6
8
 

5
9
 
，
 

5
 

2
 

3
 

2,092 
1,553 

5
3
9
 

/,40 
/,/86 

220 
686 

367 
3/9 

盟
田

郡
15 

II 
4
 

/4 
II 

3
 

I
 

゜
I

 
32/ 

275 
4
6
 

274 
247 

27 
4
7
 

2
8
 

/9 

御
調

郡
I
 

I
 

゜
I

 
I

 

゜
゜

゜゚
4

 
4

 

゜
4
 

4
 

゜
゜

゜
゜

世
羅

郡

゜
゜

゜
゜

゜゚
゜

゜゚
10 

，
 I

 
8
 

8
 

゜
2
 

I
 

I
 

‘‘ 

~゜
活

隈
郡

I
 

I
 

゜
I

 
I

 ゜
゜

゜
12 

12 

゜
II 

II 

゜
I

 
I
 

゜
.. 

深
安

郡
I
 

I
 

゜
゜

゜゚
I

 
I

 ゜
6・ 

6
 

゜
6

 

゜
゜

゜
゜

芦
品

郡
2
 

／
 

I
 

／
 

I
 

゜
I

 

゜
I

 
4

 
4

 

゜
4
 

゜
゜

゜
゜

神
石

郡

゜
゜

゜
゜

゜゚
゜

゜゚
゜

゜゚
゜゚

゜
゜
゜

甲
奴

郡

゜
゜

゜
゜

゜゚
゜

O゚i ゚'
 5
 

5
 

゜
4

・

゜
I

 
I
 

゜
双

三
郡

/3 
12 

I
 

/3 
12 

I
 

゜
゜

398 
328 

7
0
 

2
8
9
 

45 

“
 
39 

25 

比
婆

郡
2
 

2
 

゜
I

 
I

 

゜
I

 
I

 

/,6:4 

37 
7

 
42 

3
7
 

5
 

2
 

゜
2
 

他
県

/65 
/54 

II 
/63 

/52 
II 

2
 

2
 

1,258 
371 

/,302 
/,053 

249 
327 

205 
/22 
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（太中）

市
郡

別
流

出
流

入
昼

間
人

口

9 .. 
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＂這渭
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斑．把．痣
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゜3 ユ0文
字茨郡

厖囮郡

遅ヤ
悶即

高吃即

区
乱
淡
出
人
口

麗
眉
心
ぷ

1

市郡

冷ルにc

広
島
市
と
他
市
郡
と
の
流
出
入
人
口
（
第
二
表
参
照
）

l
、
流
入
人
口
総
数
34,952

人
の
居
住
地
を
み
る
と
、
最
も
多
数
を
示
す
の
は

安
芸
郡
で
あ
つ
て

II,890
人
（
流
入
人
口
総
数
に
対
し
3
4
%
）
を
占
め

次
に
安
佐
郡
の

8,/22
人

(23.2%
）
が
こ
れ
に
つ
ぎ

以
下

佐
伯

郡
の

5,825
人

(16.7%)

呉
市

の
2,798

人
(
8
.
0
%
)

賀
茂
郡
の

2,092
人

(
6
.
0
%
)

高
田
郡
の

I,582
人

(
4
.
5
%
)

双
三
郡
の

398
人

(
1
.
1
%
)

姫
田
郡
の

321
人

<
o. 
9
%
)
 

貶外

//9
人

(0.34%)

6/
人

(0.17%)

44
人

ヽ
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ーりー`・199ヽ・ ；，い＂；ー1119
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■― ― ―-11-
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-． 

一 ．
― ―  
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二
•一

•T
 

'． 

-＇  
， J 

． ．  

山
県
郡
の

三
原
市
の

比
婆
郡
の

等
の
順
と
な
る
。

な
お
、
他
県
よ
り
流
入
す
る
総
数
は

/,629
人
で
流
入
人
口
総
数
に
対
し
●
、

4.65
％
を
占
め
、

そ
の
中
岩
国
市
が

582
人
を
数
え
て
い
る
。

•

2
、
流
出
人
口
総
数
5,298

人
中

安
芸

郡
へ

2,794
人
（
流
出
人
口
総
数
に
対
し
5
2
.
7
%
）

流
出

し
、

過
半

数
を

占

め
る
。

次
に
佐
伯
郡
へ

/,200
人

(22.7%)

安
佐

郡
へ

580
人

(10.9%)

呉
市

へ
40!

人
（

7
.
6
%
)

賀
茂

郡
へ

73
人

(
/
.
4
%
)

以
下
山
県
郡
、
高
田
郡
、
拙
田
郡
、
双
三
郡
、
三
原
市
の
順
と
な
る
。

な
お
、
他
県
へ
流
出
す
る
総
数
は
/65

人
で
流
出
人
口
総
数
に
対
し
3
％
を
占
め
、
そ
の
中
、
岩

国
市
へ
69

人
流
出
す
る
。

，

3
、
洗
入
人
口
総
数

34,952
人

中
、

従
業

者
が

26,399
人
で

7
5
.
S
%
、

遥
学

者
が

8,553
人
で

24.5
％
で
あ
る
。

4
、
流
出
人
口
総
数
5,351

人
中

、
従

業
者

が
4,287

人
で
8
0
.
/
%
、
通
学
者
/,064

人
で
／
9
.
9
%

で
あ
る
。

5
、
流
入
従
業
者
数

26,399
人
中
安
芸
郡
か
ら
の
流
入
が
8,929

人
で

首
位

を
占

め
、

以
下

安
佐

郡
、
佐
伯
郡
、
臭
市
、
筑
茂
郡
、
高
田
郡
・
・
・
の
順
と
な
る
。

流
入
面
学
者
数
3,553

人
中
安
芸
郡
か
ら
の
流
入
が
2,96/

人
で
首
位
を
占
め
、
以
下
安
佐
君
ふ

佐
伯
郡
、
賀
茂
郡
、
呉
市
・

・・
の
順
と
な
る
。

6
、
流
出
従
業
者
数

4,284
人
中
安
芸
郡
へ
の
流
出
が
2,639

人
で
首
位
を
占
め
、
以
下
佐
伯
郡
、

安
佐
郡
、
臭
市
の
順
と
な
る
。

流
出
画
学
老
数
1,014

人
中
佐
伯
郡
へ
の
流
出
が
657

人
で
EE

倒
的
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
中
女

が
6/9

人
を
占
め
る
。
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5.644 
ll.358 

1,286 
28,780 

22,355 
6,425 

G
卸

売
及

び
小

売
業

33,653 
20.589 

13,064 
4,8891 

3.473 
/,4/6 

28,764 
17. 116 

//,648 

耳
金

礁
及

び
保

険
業

5,428 
3,705 

/,723 
/,207 

84I 
366 • 

4,221 
2.864 

1.357 

I
不

動
産

業
204 

172 
3
2
 

2/ 
/8 

3
 

/83 
/54 

29 

J
 
運
の
翰
公
迎
信
益
及
び
事
そ
の
業他

/9, /2/ 
17,081 

2,040 

7,0呼706f, 5
 

6,5/9 
487 

/2,/15 
JO

ふ
62

1.553 

K
サ

＊
一

ビ
ス

菜
2/, /20 

II,471 
9,649 

2, 
f,502 

658 
/8,960 

9.969 
8.991 

J-J
公

務
/0,749 

9,022 
/,727 

2, 
2
ふ
45

420 
7,984 

6,677 
1.307 

N
駐

函
軍

関
係

/62 
137 

2
5
 

・
一

＇ 
/62 

137 
25 

（） 
失H
業

対
策

事
莱

及
屈び

5,633 
3,496 

2,137 
63/ 

357 
274 

5,002 
3./39 

/,863 

紅
分

類
不

胆
の

産
業

/481 
103 

4
5
 

5
 

5
 

＇ 
/43 

98 
45 

慌
i

考
N

と
0
は
特
に
附
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

1
0
 



I墨
昆
レ
．

＇ 
・.

..
.

 
.
.
 

、̀-

ヽヽ

1
 1
 

；
 
（太歯）

ヽ蕊点さ益

I.
 

’
‘

 

送

‘ 

`
.} 、．＇ .ヽ ‘  

`JJ. 

、
-

グ'-̀‘.,-.-

H-NHz—母8N品智
一

-． 
- • •• 

， 

直一
．． •• 

ー~し5、

¥
 
¥

、
出

張
所

別
総

三
牛

尾
甚

．
I-

己
雌

1
四

1
．舟

1
邸

l
段
!

J;t 
I
否

|
仁

|
＊
 

-
1

埒
1

宇
1

（じ
I
I
 

芦＊；：＼、
日

iご
治

1
|

 
l. 

l
l

 
l

―
l

 

ー
ー
数
篠
田
長
町
市
斐
沖
晋
入
庁
城
原

1
山

|.~f~t
!｛呆

1
河

1
忠

1
品
|
息
,
|

 
I

 
I

 
l
 

I
 

I
 

I
 

直

総

J~
建

．
で

製公註
IX 

第
三

表

1
つ
•

．：、
サ

ー

広
島

市
産

業
別

昼
間

人
（

市
内

各
地

域
別

）
ロ

（
そ
の
二
）

_
¥

.
農

業

!
:

林
架

及
び

狩
酋
it
架

（｝ 
漁

業
及

び
水

産
並

殖
業

D
鉱

設造ビ
ス

数

栗架業

G
卸

礎
及

び
小

売
業

H
金

揺
及

び
保

険
業

I
不

動
産

業

J
 
運

翰
面

信
そ

の
他

の
公

益
事

業

辛示

単
・軍

関

。
失

業
対

策
事

業
及

び
日

原

謗係

分
類

不
能

の
産

業

り氷＂
篠

144,834] 
a.229l 

3,22sl 
s.e6sl1s,4&9:10.2s911,01a14,9701 

a,0121 
s,123120,641l11,so211,5111 a.a1912.2s1 

5,248 

27 

865 

160 

7,892 

5.4281 

5,633 

148 

58I ー4 
457 

34,4241 
2,890 

33,6531 
I, 8/2 

211 

21.1201 
/,080 

/0,749 

162 

244 

牛田

/7 

202 

58/ 

2/91 

妬
898 

尾長

2 /0 

349 

04 

7 

ー304 

甚町

I一

市

己裂

草名R
 

観

辛ロ

舟入

段原

比玲山

胄
仁保

大河

皆庚

宇品

似島

特別調査区

/68 
3/9, 

27 

37 

824 

406 

/4 

/66: 5
 

15 

527 

8691 
2,883| 

1,556’’ 

2971 
/,859 

253 

ff 

778 

3 

473 

/I 
257 

2
 

271 
237 

3981 
I,4111 

2,0291 
3, /551 

I,4081 
I, IDBI 

4
如

21
2,2081 

3,2141 
/,5601 

2,8721 
1,778 

865| 
4,404| 

3̀,537|1,824| 
1, 355| 

1, 055 

9731 
2461 

3001 
I

 
l
 _
 

601/ I
 

18 

144 

7 

380 II 
/BO 

8 
4/6 

152 
2
叩3

 

5 

• 32>
1,584

4
 

228 

20 

483 

26 

157 ／
 

5 32 

765 

924| 
6,

／02| 
4,440j 

1, 168 

1751 
I, 2641 

328 

4/9] 

12 

2叩7 

5,77?l 
6,973IT0:3os11,12s 

4/ ー
ー

2/91 

28 

532; 3
 

/991 

I幼
33 

2 
115 

5 
5 

325 

2 
374 

/68 
、IOO

182 
470 

3551 
I,0571 

I.8351 
2,717 

493 
258 

208: 
4l 
， 

5
3
 

638l 
l,

／931l,5
図

309 
347 

204 
14 

7 
2/ 

2
5
 ， 

4 
34 

25 
8 

3 

94 

2 

ー

12 

/9,/2/ 
623 

6781 
I, 0531 

I, 972 
5/0 

565 

2
 

4/9 

6
 

355 
4391 

2, 4001 
I, 2241 

/, 095 
228 

4371' 
9951 

I,41/ 

980 
582 

6571 
3,8961 

2.287 
357 

224 

306 
293 

267 
4281 

I,352 

854 

6
⑩

 
/97 

/391 
I.850 

4 

382 6
 

12 
201 

5 

/7 

I 
2 

688 

270 3
 

/93 ／
 

/8 
g1456 

019131 

II •
2
 

81 

/881 I
 

9251 
l,l2411,595 

7541 
I.077 

2
5
 

238 

10 

4106|30
ー

6,217 

97 
4581 

/90 

3 /71 
49 

5
 

621 
24 

27 

37 • I
 /,4/3 

25 

357 
4.035 

95 

8 
/5 

793 
69 

579; 

可
偲

考
•N
と
0
は
特
に
附
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

メ

ト、

會
ーー・ー

·——
--
--?—

—
3

-
—

:• 
-

ノ

， 

／人

J. 

・¥
.

 

」

il 
`

'
 

ー
し
で
1.

.．
0

.
 

• 
• 

-
-
-

•ー
・
一・
-
--

-・・
・
一

•--··-
94

疇
•一—••

一
-
ー
タ
⇒
吃
？

• 
←
 
=̀＃ 

． ‘ ,＇  ー・

、
-

． ―
――-． ．  •• 

．．． 
ぐ・

・

.. '
‘

.,f.“••̀9 

.~
 
•
•
 

3

．▲

讐

.. 

-、；』．̀‘".

•

5』'

‘

（索曲）癖

ヽ`，

担`誼返

ーr

H-zgN-，母怨品翌

令店
1:{

 
ri, Fi:

 
1
 

.
.

 
3.',.

、¥..
.,r

 
"
 

＇ ぃ
＇ 

ヽ

- ...,,
 

-＇ 
・＇

ァ
；，
f
f
 ・1 

[•’• 

日
＃

1：
4
.
 0

 %
 

産
業

別
昼

間
人

ロ

産
業
月
IJ
昼

間
人

口
（

第
三

表
参

照
）

l
、

Q靡
別

屈
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人
口

総
数

／
44,834

人
中

、
流

入
従

業
者

は
26,399

人
で

全
体

の
18.2

％
を

占

め
て
い
る
。
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屈
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中

の
従
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／
舛
834
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架

大
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類
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も
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で

34,424
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卸
光
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び

小
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.
2
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3
.
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人
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に
よ
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て
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頴
す
る
と
、
最
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用
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多
い
の
は
市
内
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で
あ
っ
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人
あ
り
、
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用
延
総
人
員
の

/4
％
を
占
め
る
。
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て
バ
・
ズ
の
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C
I
2

%
）

汽
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の
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人
C
/
2
%
)
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島
線
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車
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人

(
3
%
）
国
電
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線
の
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人
(
2
%
）
船
舶
の
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人
(
/
%
）
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て
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達

し
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55
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は
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中
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）
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）
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順
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。
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し
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他
の
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並
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に
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を
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。
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(／
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%
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9
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次
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6
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%
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、
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の
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と
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。
・
（
但
し
、
そ
の
他
の

交
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猥
関
並
び
に
自
転
車
を
除
く
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口
（
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人
口
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住
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日

全
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問
時

間
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遥
じ

て
の

不
在

者
を
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た
総
数
358,017

人
中
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原

爆
炸
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時

（
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和
2
0
年
8
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6
日
午
前
8
時
/5

分
）
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内
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た
も
の
の
数
は
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_I0/,710
人
で
全
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の
28.4

％
に
当
り
、
男
女
別
に
み
る
と
、
男
45,303

人
女
55,407

人
で
あ
る
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